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TVゲーム保護に関する全体会議で新協会構想提案

圏
内
で
も
人
気
T
V
グ

l

ム
の
玩
具
な
ど
へ
の
無
断
商

品
化
が
問
題
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
ほ
ど
耕
作
織
法

に
基
づ
く
民
事
訴
訟
が
起
さ

れ
る
段
階
に
入
っ
た
。

州
側
ナ
ム
コ
(
本
社
東
京
、

中
村
総
裁
社
長
)
は
五
月
二

十
四
日
、
玩
具
の
大
手
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
側
パ
ン
ダ
イ
(本

社
東
京
、
山
科
誠
社
長
)
を

相
手
ど
っ
て
、
ナ
ム

コ
の

T

V
ゲ
i
ム
「
パ
ッ

ク
マ
ン
」

の
著
作
権
を
パ
ン
ダ
イ
が

L

S
Iゲ
l
ム

「
F
Lパ
ッ
ク

リ
モ
ン
ス
タ
ー
」
で
侵
審
し

て
い
る
と
し
て
、
五
億
四
千

万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
る

民
事
訴
訟
を
東
京
地
方
裁
判

所
に
起
し
た
。

発行屍

‘量

大
学
校
友
会
館
で
H

全
体
会

綴
“
を
聞
き
、

T
V
ゲ
l
ム

の
コ
ピ
l
ャ
l
に
対
す
る
法

的
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
現

状
報
告
や
問
越
提
起
な
ど
を

行
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
文

化
庁
文
化
部
著
作
権
深
に
お

の
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
で

強
力
に
コ
ピ

i
ヤ
i
に
対
す

る
対
策
を
進
め
よ
う
と
い
う

も
の
。
会
議
に
は

T
V
ゲ
ー

ム
機
メ
ー
カ
ー
十
七
社
の
各

代
表
と
弁
端
棋
士
、
そ
し
て
協

会
の
中
村
会
長
、
居
林
阪
問

弁
殺
士
な
ど
総
数
で
四
十
名

以
上
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、中
山
委
員
長
は
「
T

V
ゲ
i
ム
の
コ
ピ
ー
に
つ
い

て
は
す
で
に
コ
ピ
ー
は
業
界

に
と
っ
で
禍
害
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
支
配
的
と
な
っ
て

き
た
が
、
現
状
で
は
コ
ピ
ー

も
の
が
市
場
全
体
の
八
割
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は

単
に
圏
内
で
の
恥
に
と
ど
ま

ら
ず
、
国
際
的
に
み
て
も
日

本
の
恥
と
言
え
る
。
J
A
M

い
で
「
第
一
公
表
年
月
日
の

M
A
で
は
昨
年
の
第

一
四
国

登
録
」
を
T
V
ゲ
i
ム
に
つ
際
会
議
(
三
月
九
日
)
以
来

い
て
受
入
れ
る
見
通
し
に
な
現
行
の
著
作
権
法
で

T
V
ゲ

っ
た
た
め
、
業
界
サ
イ
ド
と

l
ム
の
著
作
権
は
確
立
で
き

し
て
今
後
円
減
に
登
録
申
請一

る
と
の
方
針
を
固
め
て
い
る

す
る
た
め
の
付
属
機
関
を
J

が
、
現
実
に
は
コ
ピ

1
基
板

A
M
M
A
に
設
け
て
は
ど
う
の
販
売
差
止
め
仮
処
分
が
苦

か
と
い
う
提
案
を
行
な
う
た
労
の
う
え
積
重
ね
て
い
る
だ

め
問
か
れ
た
も
の
で
あ
る
、
が
、
け
で
、

T
V
ゲ
l
ム
の
著
作

他
方
で
は
現
笑
に
コ
ピ
l
ヤ
踏
触
を
認
め
た
H

判
例
H

は
ま

l
に
対
し
ど
う
法
的
に
対
処
だ
明
ら
か
に
は
泊
さ
れ
て
い

し
て
い
る
か
と
い
う
悶
内
外
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各

上の写真はTVゲーム f法的保謹に関する全体全豊島 (5月14日)， のようす

セ
ガ
社
申
請
の
「
年
月
日
登
録」

文
化
庁
は
受
理
す
る
見
通
し
に

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(J
A
M

M
A
)
の
「
ピ
デ
オ
ゲ
l
ム

に
対
す
る
法
的
保
滋
に
関
す

る
小
委
員
会
」
(
委
員
長
H

中
山
修
縫
氏

・
鮒
セ
ガ

・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
)
が
五

月
十
四
日
、
後
ガ
附
聞
の
東
海

司ー

【
著
作
権
法
】
第
七
+
六

条

著

作

権
者
文
は
無
名
若

し
く
は
変
名
の
著
作
物
の
発

行
者
は
、
そ
の
著
作
物
に
つ

い
て
第
一
発
行
年
月
日
の
登

録
又
は
第

一
公
表
年
月
日
の

登
録
を
受
け
る
ニ
と
が
で
き

る
。2

第
一
発
行
年
月
日
の

登
録
文
は
第
一
公
表
年
月
日

の
登
録
が
さ
れ
て
い
る
著
作

物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

登
録
に
係
る
年
月
日
に
お
い

て
最
初
の
発
行
文
は
最
初
の

公
表
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定

す
る
。
第
七
十
八
条
第
七
十
五

条
第
一
項

(
笑
名
の
受
録
)
、

第
七
十
六
条
第
一
項

(第一

発
行
年
月
白
等
の
受
録
)
又

は
前
条

(
対
抗
要
件
と
し
て

の
登
録
)
の
登
録
は
、
文
化
斤

長
官
が
著
作
権
登
録
原
簿
に

社
の
努
力
に
よ
り
T
V
ゲ
ー

ム
の
著
作
織
を
認
め
る
判
例

が
近
い
将
来
出
る
こ
と
は
機

実
と

nん
ら
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
方
向
か
ら
も
各
社
の
コ

ピ
l
対
策
を
持
ち
寄
り
協
力

し
て
コ
ピ

l
ャ
ー
を
全
滅
さ

せ
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
続

い
て
・
中
村
雅
裁
会
長
は
、
J

A
M
M
A
は
発
足
以
来

「
コ

パ
ン
ダ
イ
と
は
話
合
い
の
場
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
が
、

を
二
度
持
っ
た
が
当
方
の
申
今
後
の
出
方
が
注
目
さ
れ
る

し
出
を
ご
理
解
い
た
だ
け
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
っ
た
』
と
諮
っ
て
い
る
。
な
お
米
国
で
も
T
V
ゲ
l

訴
状
に
よ
る
と
「
パ

y
ク
マ
ム
が
玩
具
化
さ
れ
た
も
の
で

ン
」
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
訴
訟
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

画
の

一
績
で
あ
り
、
パ
ン
ダ
米
国
で
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社

イ
の

L
S
I
ゲ
l
ム
「
F
L
が
コ
レ
コ
社
(
商
品
名
「
パ

パ
ッ
ク
リ
モ
ン
ス
タ
ー
」
は
ツ
ク
マ

ン」

)
な
ど

L
S
I

l

，

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
音
楽
を
ゲ
l
ム
で
許
諾
を
与
え
て
い

''

ぉ

・

‘

‘

‘

.• 

/
サ
F

，』l
'
p
'
A
M噛
・
・
'
回

模
倣
し
た
も
の
で
あ
り
、
無

る

が
、
米
国
市
場
に
も
パ
ン

、
ザ
ーメ
ノ
F
ノ

ザ

勾
e
二

主

防

相

〆

断
で
製
造
、
販
売
す
る
行
為
ダ
イ
の

「
パ
ッ
ク
リ
モ
ン
ス

は
著
作
権
侵
害
一に
当
た
る
と
、タ
l
」
が
進
出
し
て
、
著
作

許
諾

(商
品
名
「
パ
ッ
ク
マ
の
明
者
作
物
の

-
一
様
で
あ
り
、
真
向
う
か
ら
T
V
ゲ
l
ム
の
縫
訴
訟
の
対
怒
と
な
っ
て
い

ン
」
)
し
て
い
る
が
、
昨
年
当
然
必
諾
を
得
る
必
婆
が
あ
著
作
権
侵
害
を
タ
テ
に
迫
つ
る
。
今
回
日
本
国
内
で
起
き

六
月
以
降
パ
ン
ダ
イ
な
ど
数
る
。
す
で
に
(
当
社
は

)
T
て
い
る
。

れ
た
訴
訟
と
は
別
の
も
の
で

社
が
ナ
ム
コ
に
無
断
で
類
似
シ
ャ
ツ
、
腕
時
計
、
玩
具
な
こ
れ
に
対
し
パ
ン
ダ
イ
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
日
米

の
内
容
の

L
S
Iゲ
l
ム
を
ど
に
つ
い
て
待
議
を
与
え
て

「独
自
に
開
発
し
た
ゲ
l
ム
の
各
訴
訟
は
関
連
し
合
う
も

販
売
し
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
り
、
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
箸
だ
が
、
訴
え
を
よ
く
検
討
し
の
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら

今
回
の
訴
訟
手
続
き
が
開
始
作
性
は
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
て
対
応
を
考
え
る
」
と
慎
重
れ
て
い
る
。

ナ
ム
コ
は
五
十
五
年
五
月
い
て
は

L
S
Iゲ
i
ム

(
エ
さ
れ
た
も
の
。

に
同
社
開
発
の

T
V
ゲ
l
ム
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
玩
具
)
化
こ
う
し
た
玩
M
m
メ
ー
カ
ー

機
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
を
発
表
‘
さ
れ
て
い
る
の
が

一
般
的
で
、
に
よ
る
総
販
光
個
数
は
園
内

十

一
月
に
米
国
ミ
ッ
ド
ウ

ェ

国
内
で
は
ナ
ム
コ
が
五
十
六
外
合
わ
せ
て
二
百
万
個
を
お

l
社
に
(
米
国
に
お
け
る
商
年
六
月
に
大
手
玩
H
M
メ
ー
カ
え
る
と
震
わ
れ
て
い
る
。
ナ

品
化
権
を
含
め
)
許
諾

(た

l
の
ト
ミ
l
工
業
側
(
本
社
ム
コ
の
知
的
所
有
権
認
で
は

だ
し
家
庭
用
T
V
ゲ
l
ム
に
東
京
、
富
山
允
紙
社
長
)
に

「
『
パ
ッ
ク
7

ン
』
は
映
画

ナ
ム
コ

っ
ハ
ッ
ク
マ
ジ
」
の
著
作
権
侵
害
を
理
由
に

ノて

玩
具
大
手

メ
ー
カ
ー

つ
い
で
は
五
十
六
年
十
月
に

米
国
ア
タ
リ
社
に
対
し
全
世

界
市
場
対
象
に
許
諮
)
し
て

お
り
、
業
務
用
T
V
ゲ
l
ム

機
と
し
て
は
米
国
を
中
心
に

世
界
的
に
な
お
人
気
が
続
い

て
い
る
。

一
方
、
玩
具
に
つ

ー

記
載
し
て
行
な
う
(
以
下
回
噌
)。

O
一応
。，
っν'
O
一昨n一相

場
合
を
含
む
。
従
っ
て
こ
の

登
録
を
受
け
る
た
め
に
は
以

上
の
よ
う
な
泰
笑
の
証
明
が

必
婆
と
な
る
。

日
本
で
は
帯
制作
者
が
そ
の

権
利
を
も
つ
た
め
に
は
愛
録

等
の
手
続
き
は
必
要
で
は
な

い
(
無
方
式
主
義
)
。
現
在
「
年
月
日
登
録
」
の
実
際

の
著
作
法
が
定
め
て
い
る
三

上
の
効
果
は
、
著
作
機
訴
訟

径
の
町
公
品
開
は
別
の
目
的
で
訟
の
際
の
ひ
と
つ
の
線
拠
(
た

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

だ
し
反
誌
が
あ
れ
ば
単
な
る

こ
の
う
ち
「
年
月
日
盗
品
開
」
一
資
料
)
と
な
る
ほ
か
、
実

は
著
作
物
を
最
初
に
発
行
ま
態
的
に
は
①
公
証
効
果
、
②

た
は
公
表
し
た
日
を
笠
録
す
保
護
期
間
の
計
算
効
果
、
③

る
も
の
で
、
こ
の
蕊
品
開
を
受
発
行
地
を
推
抑
附
す
る
効
果
が

け
る
と
、
反
鉦
め
な
い
限
り
、
あ
る
が
、
逆
に
Z

一戸
這
え
ば
然
方

授
録
さ
れ
て
い
る
日
に
最
初
式
、
主
義
の
原
則
か
ら
し
て
こ

の
発
行
ま
た
は
公
表
が
あ
っ
の
受
録
に
よ
る
特
別
宥
利
な

た
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
取
吸
い
は
期
待
で
き
な
い
と

こ
と
に
な
る
。

『
発
行
』
は
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

出
版
の
よ
う
に
相
当
数
の
複
な
が
ら
、
著
作
総
の
布
鉱
山
が

製
物
を
作
成
し
て
配
布
し
た
明
被
で
な
い
場
合
に
は
、
受

場
合
を
い
い
、

「
公
表
」
は
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
「
公

そ
れ
よ
り
も
広
く
、
発
行
の
証
効
果
』
だ
け
で
も
事
実
上

ほ
か
放
送
、
減
奏
、
朗
読
な
強
力
な
証
明
カ
を
持
つ
こ
と

ど
で
捗
制作
物
を
公
け
に
し
た
に
な
る
(
編
集
部
)
。

ピ
ー
は
い
け
な
い
」
と
い
う

基
本
姿
勢
で
進
め
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
述
べ
た
う
え
で

こ
れ
ま
で
「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

i

タ
」
商
標
縮
問
鐙
な
ど
に
対

応
、
ま
た
「
補
助
基
板
」
間

題
に
も
一
定
見
解
で
統
一
す

る
な
ど
、
T
V
ゲ
l
ム
の
コ

ピ
}
問
題
に
対
処
し
て
き
た

こ
と
と
、
こ
の
委
員
会
が
設

定
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
説
明

t
し
孔
~
。

ナ
ム
コ
、
デ
l
夕
、
コ
ナ
ミ
工
業
、

タ
イ
ト
l
も
コ
ピ

l
対
策
披
露

会
議
で
は
ま
ず
各
社
に
よ
る
こ
と
に
な
る
も
の
。
と
く

る
コ
ピ
1
対
策
が
報
告
さ
れ
に
「
第
一
公
表
年
月
自
の
登

た
。
と
く
に
冒
頭
、
報
告
に
録
』
は
著
作
機
の
あ
る
こ
と

立
っ
た
セ
が
社
か
ら
は
、
西
を
H

公
認
げ
す
る
効
果
を
生

倉
部
長
と
米
問
弁
議
士
か
ら
、
む
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
と
こ

同
社
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ザ
ク
ろ
で
あ
る
。

ソ
ン
」
に
関
し
「
第
一
公
表
同
社
は
報
告
の
中
で
、
申

年
月
日
の
登
録
」
を
文
化
庁
鵠
耐
の
具
体
的
様
式
を
掲
げ
、

に
申
議
中
で
あ
り
、
著
作
跡
地

「著
作
物
の
内
容
」
で
は
っ

諜
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
見
き
り
と

「ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の

通
し
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
映
像
で
;
:
:
す
る
こ
と
を
内

こ
れ
は
同
役
T
V
ゲ
ー
ム
機
容
と
す
る
も
の
」
と
し
て
い

「
ア
ス
ト
ロ
プ
ラ
ス
タ
l
」

る
が
、
こ
れ
ら
は
文
化
庁
に

に
関
し
、
聞
社
が
米
国
の
姉

よ
る
指
示
に
基
づ
く
も
の
で

妹
会
社
で
あ
る
グ
レ
ム
リ
ン
あ
り
、
同
庁
は
「
映
画
の
著

社
か
ら
箸
作
権
の
後
波
を
受
作
物
で
は
な
い
、
と
否
定
し

け

「移
転
の
登
録
」
を
申
請
な
い
H
受
迎
す
る
」
と
の
意

し
登
録
さ
れ
た
(
昨
年
八
月
向
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て

六
日
付
)
の
に
続
き
、

T
V

い
る
。

ゲ
i
ム
の
耕
作
権
を
さ
ら
に
聞
社
は
さ
ら
に
同
社
に
よ

-一層
硲
実
に
文
化
庁
が
認
め

(
2
め
ん
下
段
に
続
く
)



( 2 ) 

当
日
は
五
十
五
役
(
約
六
的
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す

J
l

名
)
が
出
席
し
、
協
会
連
る
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
な

営
や
白
、
主
規
制
築
な
ど
に
つ
お
巡
営
委
員
長
に
は
、
全
員

い
て
検
討
さ
れ
、
定
款
そ
の
の
推
せ
ん
に
よ
り
児
玉
線
男

他
具
体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
氏
が
選
ば
れ
た
。

ら
煮
詰
め
て
い
く
こ
と
に
立
ま
た
N

A

O
の
，
闘
、
正
規
制

っ
た
。
組
織
に
つ
い
て
は
一術
家
を
参
考
に
し
て
独
自
の
自

問
燥
を
地
区
別
に
六
分
制
し
、

ー
I
l
l
i
--

Il
l
1

各
地
区
に
地
区
運
営
委
員
会

F
L
d
.
‘
:
、
.
}

を
設
銭
、
そ
し
て
地
区
運
営

吋
倒
河

A
Z上
町

司

V
、
ヲ
ヘ
ヲ
b
v

。

れ
M
V
J
A

二
三
回
、
〆
‘

4

委
員
長
六
人
が
協
会
巡
棺
門
委

J

，

‘

.・:
l

員
会
を
構
成
し
協
会
全
体
の

N
A
0
・
静

岡

支

部

が

子

ど

も

の

日

に

巡
営
に
当
た
る
。
こ
の
ほ
か

各
地
返
に
管
少
年
対
策
委
員

N
A
O
静
岡
県
支
部

(支

レ

|
ズ
は
「
よ
く
宇
ぴ
、
よ

会
、
抽
出
会
娯
楽
推
進
委
員
会
、
部
長
H
古
川
正
明
氏

・
側
一二

く
遊
べ
」

。
そ
し
て
「
お
父

過
当
競
争
防
止
委
員
会
、
広
栄
商
会
)
は
子
ど
も
の
日
に
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

P
T
A

報
委
員
会
の
四
つ
の
会
員
会
ち
な
み
五
月
五
日
付
の
静
岡
の
は
闘
機
へ
」
「
機
械
ゲ
|
ム

を
設
け
て
お
り
、
会
員
が
い
新
聞
に
父
母
や
P
T

A
に
は
惑
い
な
ん
て
畳
一一回一わ
な
い
で
」

ず
れ
か
の
委
員
会
に
参
加
で
対
し
て
ゲ
l
ム
機
お
よ
び
ゲ
「
私
た
ち
日
本
ア
ミ
ム

l
ズ

き
る
。
協
会
の
代
表
者
は
逮
1
ム
場
の
健
全
性
を
P

R
す
メ
ン
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

営
委
員
長
で
あ
る
が
、
決
定
る
広
告
を
、
同
支
部
名
と
会
は
よ
り
健
全
な
遊
び
を
目
指

械
を
持
た
な
い
と
な
っ
て

い

員

会
組
名
で
偽
叙
し
た
。

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
三
つ

る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
運
営
こ
れ
は
二
段
通
し
の
広
告
の
小
見
出
し
で
、
子
ど
も
の

員
の
対
象
は
稲
岡
県
内
で
遊
の
基
本
的
考
え
方
は
、
合
談
で
、
中
央
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
遊
び
の
大
切
さ
と
そ
の
理
解

戯
機
を
健
全
巡
営
し
て
い
る
制
を
箆
続
し
全
員
が
会
を
運

V
ゲ
|
ム
機
め
本
体
と
個
薗
を
求
め
、
N
A
O
会
員
が
管

業
者
で
、
他
府
県
の
業
者
も
営
す
る
と
の
自
覚
を
持
つ
ょ
の
写
真
を
配
し
「
祝
こ
ど
も

少
年
の
健
全
管
成
に
努
力
し

含
ま
れ
る
。

ぅ
、
ま
た
下
線
の
芦
を
全
面
の
日
」
と
し

キ

ャ

ッ
チ
フ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

札

幌

・

中

島

公

園

子

供

の

国

で

4
月

初

日

オ

ー

プ

ン

し
た
タ
イ
プ
は
、
世
界
で
も

「

S
F

。F
E

'

a

p

初
め
て
の
も
の
。

E
L
v
-
-

・圃d
F

、
白
ヨ
『
4
E
E
E
色
，
，

コ
|
ス
は
い
っ
た
ん
車
両

E

J

圃
‘

4
〈
圃
圃

d

4
」

が
引
上
げ
ら
れ
て
か
ら
急
降

下
し
、
直
径
十

μ
の
街
返
り

「ク
レ
l
ジ
l
マ
ウ
ス
I
-
」

(ル
|
プ
)
を
し
た
後
、
ね

れ
ら
れ
て
い
る
。
単
体
車
両
じ
れ
な
が
ら
の
宙
返
り
(
コ

で
ル
ー
プ
と
コ
i
ク
を
採
用

i
ク
)
に
入
り
、
次
に
平
面

・4

・
H

制
叫
、

j

e

kw-

一一

4

一守

日プ・
しプオマ、国公島中幌
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主
規
制
祭
宇
品
作
成
し
た
ほ
か
、

各
ロ
ケ
に
掲
示
す
る
看
板
な

ど
も
作
成
す
る
ニ
と
に
な
っ

た
。
な
お
同
協
会
は
六
月
中

に
県
の
少
年
対
策
課
と
同
町
鵬
首

防
犯
談
を
招
い
て
懇
談
会
を

聞
く
予
定
に
な
っ
て
い

る
。

教育むけ窓口として5月24日発足

OP協会
児玉委員長で合議制を基本に

F福岡県健全娯楽禦協金Jの設立総会(5月24日)のようす

品1E極郵f配物認可

新
聞
広

告
出
す

約60社が結束、

福岡

行政、

ゲームマシン

稲
岡
県
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

一怠
っ
た
も
の
。
稲
岡
県
で
は

が
集
ま
っ
て
健
全
娯
楽
を
維
現
在
、
ゲ
ー
ム
場
や
遊
戯
機

進
L
4
?と
五
月
二
十
四
日
、
に
対
し
規
制
を
加
え
た
条
例

福
岡
市
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

は
な
く
、
ま
た
条
例
改
圧
の

ル
に
て
会
合
を
開
き
、
「
縞
動
き
も
な
い
が
、
将
米
い
ず

悶
県
健
全
娯
楽
業
協
会
」
を
れ
は
改
正
に
な
る
と
恩
わ
れ

発
足
さ
せ
た
。

る
こ
と
か
ら
、
率
的
に
行
政

こ
れ
は
長
崎
県
で
業
者
と

当
局
と
接
触
し
て
お
こ
う
と

県
側
と
の
話
合
い
が
な
か

っ
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
た
め
に
県
条
例
改
正
に
伴

・

福
岡
県
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

う
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
例
が
の
附
で
は

一
年
ほ
ど
前
か
ら

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
稲
岡
県
内
の
業
者
組
織
を
作
ろ
う

県
と
の
話
合
い
の
場
お
よ
ぴ
と
の
戸
が
あ
っ
た
そ
う
で
、

同市川
聞
に
協
力
し
て
い
く
窓
口
最
近
の
P
T
A
な
ど
の
問
題

が
必
要
と
の
声
が
高
ま
っ
て
で
急
に
そ
の
気
運
が
盛
り
土

き
た
こ
と
、
ま
た
P

T

A
や
が
り
、
五
月
十
七
日
に
初
め

機
導
員
な
ど
の
ゲ
l
ム
場
に
て
県
内
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
-
ニ
イ

対
す
る
理
解
が
稼
い
た
め
、
四
社
が

一
訟
に
会
し
名
刺
交

以
内
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が

一
丸
換
会
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は

と
な
っ
て
健
全
娯
楽
を
ア
ピ
児
玉
線
男
氏
(
附
サ
ー
ビ
ス

!
ル
し
よ
う
と
い
、
ヲ
こ
と
な
ゲ
l
ム
ス
福
岡
)
ほ
か
数
社

ど
か
ら
今
回
の
協
会
発
足
に
が
世
話
人
と
な

っ
て
聞
か
れ

長

た
も
の
で
、
意
見
交
換
の
結

掛

果
、
行
政
と
県
警
の
指
導
を

僻

得
て
業
者
組
合
の
設
立
を
目

脂

指
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

m
五
月
二
十
四
日
に
ま
ず
任
窓

側

団
体
と
し
て

「縞
悶
県
健
全

開

娯
楽
業
協
会
」
(
会
問
p

d
約

福

六
十
社
)
を
発
足
し
た
。
会

北
海
道
初

の
宙
返
り

単
体
で

2
度
宙
返
り
は
世
界
初
の

札
幌
の
遊
岡
地
、

中
島
公

開
子
供
の
図
(
札
幌
振
興
公

社
経
営
)
に
、
北
海
道
で
初

め
て
の
宙
返
り
コ
ー
ス
タ
ー

「
ル
ー
プ
&
コ
l
ク
」
が
凶

月
二
十
九
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
遊
闘
総
設
は
東
洋
娯

楽
機
胸

(
本
判
官
東
京
、
山
田

俊
夫
社
長
)
の
開
発
に
よ
る

「
ク
レ
l
ジ
l

?
ウ
ス
』
で
、

問
機
に
は

I
型
と
日
型
が
あ

る
が
、
こ
の
ほ
ど
初
め
て

I

型
が
完
成
、
オ
ー
プ
ン
し
た

も
の
。

昨
年
四
月
末
に
東
武

動
物
公
図
で
オ
ー
プ
ン
し
た

日
型
は
①
単
体
事
柄
、
②
ル

ー
プ
、
③
設
鐙
面
積
が
少
な

い
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
ほ
ど
営
業
運

転
を
閥
始
し
た

I
型
は
そ
れ

に
④
コ
l
ク
部
分
が
採
り
入

第190号

す
る
こ
と
に
な
り
、
向
悶
敷

地
の
関
係
か
ら
設
出
直
面
積
が

小
さ
く
て
済
む
う
え
内
容
の

高
度
な

「
ク
レ
l
ジ
i
マ
ウ

ス
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
な

り
、
今
回
設
置
し
た
も
の
。

な
お
悶
図
は
今
シ
ー
ズ
ン
、

同
織
が
オ
ー
プ
ン
し
た
四
月

二
十
九
日
か
ら
十

一
月
三
日

ま
で
が
営
業
期
間
と
な
っ
て

い
る
。

年
に
開
設
さ
れ
た
遊
悶
地
で
、

昨
シ
ー
ズ
ン
は
年
間
六
十
万

人
か
ら
七
十
万
人
が
訪
れ
て

い
る
。
遊
関
施
設
は
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
宙
返
り
ロ
ケ

y
ト
な
ど
寸
七
施
設
あ
る
が
、

こ
こ
数
年
新
し
い
機
械
を
入

れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
今

シ
ー
ズ
ン
は
本
州
で
人
気
を

集
め
て

い
る
宙
返
り
コ
ー
ス

タ
ー
を
道
内
で
初
め
て
導
入

コ
ー
ス
で
外
側
に
飛
び
出
す

よ
う
な
e
ク
ィ
ッ
ク
タ
i
ン
¥

そ
し
て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
め
動

き
を
繰
り
返
す
。
コ
ー
ス
全

長
四
百
十
六
幻
、
高
さ

一
七
・

七
灯
、
最
大
傾
斜
角
度
四
十

五
度
、
最
高
速
度
は
時
速
五

，1
4
ハ
J
、
一
車
両
悶
人
釆
り
、

}
周
一
分
二
十
八
秒
、
利
用

料
金
は
四
百
肉。

子
供
の
国
は
昭
和
三
十
三

1982年6月15日

ヘ

:0 

' 

• 

， 

• 

ー

• 

• 

が
、
近
畿
第
二
支
部
副
支
部

長
の
森
武
司
氏
(
側
サ
ー
ビ

ス
ゲ
|
ム
ス

・
ジ
ャ
パ
ン
)

が
辞
任
し
後
任
に
高
弁
一
笑

氏

(
官
問
弁
商
会
)
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ホ
認
が
な
さ
れ
た
。

③
五
月
十
ご
百
現
在
の
会
員

し
て
き
で
い
る
の
で
、
今
度

全
面
的
に
改
訂
し
現
状
に
合

っ
た
基
準
を
作
る
べ
く
検
討

中
で
あ
り
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
素
案
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
従
来

の
「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
場
運
営

纂
準
」
と
の
対
比
や
、
そ
の

明
確
な
変
更
理
由
な
ど
は

一

切
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
な

お
新
「
運
営
基
準
」
決
定
後

J
A
M
M
A
に
対
し
①
メ
ダ

ル
ゲ
l
ム
機
を
販
売
す
る
場

合
は
伺

「運
営
基
準
」
を
遵

守
し
て
使
用
す
る
旨
の
念
出
闘

を
賦
入
者
か
ら
得
る
こ
と
、

②
賭
同
時
事
犯
な
ど
で
検
挙
が

あ

っ
た
場
合
、
そ
の
使
用
機

械
と
同

一
機
穏
の
製
造
、
阪

先
を
中
止
す
る
こ
と
ー
ー
な

ど
を
申
し
入
れ
ゐ
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。

舶
棋
は
正
会
員
三
百
九
十
四
社
、
体
の
咽
州
利
を
は
か
ろ
う
と
す

準
会
員
ニ
サ
二
社
、
計
四
百
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

寸
六
社
で
あ
る
こ
と
が
報
告
観
点
か
ら
以
下
御
申
入
れ
の

さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
会
賀
来
件
に
つ
き
お
答
え
い
た
し
ま

納
が
十
六
社
あ
る
が
、
次
回
す
。

理
事
会
ま
で
に
会
伎
が
納
入

当
協
会
は
、
ピ
ヂ
オ
ゲ
ー

さ
れ
な
い
場
合
は
除
名
と
す
ム
の
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
コ
ピ
l
品

る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
侵
害
と
な
る
こ
と
に
つ
き

理
論
的
に
ほ
と
ん
ど
閤
ま
っ

て
き
た
と
の
理
解
を
も
っ
て

お
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
剣

道
と
開
発
努
力
に
対
し
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
敬
意
を
も
っ
て

お
り
、
そ
の
権
利
を
守
る
こ

と
に
協
カ
を
惜
し
む
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
に
お

い
て
、
メ
ー
カ
ー
‘
主
張
に
対

し
た
だ
盲
目
的
に
従
い
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
業
務
を
い
と
な
む

場
合
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
不

利
益
を
こ
う
む
る
調
子
決
で
ゐ

る
こ
と
を
協
会
と
し
で
看
過

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
他
、
本
問
題
に
つ
き
メ

ー
カ
ー
側
意
向
に
つ
き
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
点
も
あ

り
、
以
下
に
つ
き
回
答
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま

す
。O

ゼ

ロ

ッ
ク
ス

・
コ
ピ

i口
聞
の
半
分
以
上
が
、

J

A

M
M
A
傘
下
の
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
も
の
と
聞
き
ま
す
。

コ

ピ
l
口
聞
が
製
造
さ
れ
な
い
限

り
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
購
入
で

き
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

J

A
M
M
A
内
部
の
規
制
を
強

め
る
こ
と
に
よ
り
コ
ピ
ー
の

実
質
的
弊
替
の
少
な
か
ら
ぬ

部
分
が
解
消
で
き
る
も
の
と

岡
崎
わ
れ
ま
す
。

O

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
お

よ
び
碁
板
の
発
売
時
期
が
、

メ
ー
カ
ー
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ

の
殺
哨
同
時
期
よ
り
遅
れ
る
た
念
日
本
遊
脳
施
設
協
会
(
J

め
に
被
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

A
P
E
A
)
で
は
六
月
オ
四

鎖
失
は
大
で
あ
り
ま
す
。

目
、
浜
松
の
ホ
テ
ル
米
久
で

O

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
台
第
八
回
理
事
会
を
聞
く
予
定

よ
び
滋
板
の
-h
向
柑
臨
時
仰
の
た
め
、
に
な
っ
た
。
な
お
通
常
総
会

不
本
怒
な
が
ら
、
安
価
な
コ
は
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
る

ピ
l
基
板
購
入
に
オ
ベ
レ
ー
が
六
月
中
に
は
関
か
れ
る
見

タ
ー
が
走
る
と
い
う
事
情
も
込
み
で
あ
る
。

あ
り
ま
す
。

コ
ピ
!
廿
揖
板
の

不
買
を
嬰
翁
す
る
メ
ー
カ
ー

側
と
し
て
は
、
そ
の
趣
旨
に

協
力
を
惜
し
ま
ぬ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
側
に
対
し
、
こ
れ
ら
の

不
利
訴
を
解
消
す
る
提
祭
を

持
た
な
い
限
り
有
効
な
成
果

を
あ
げ
ら
れ
ぬ
と
思
わ
れ
ま

す
。
少
な
く
と
も
N
A
O
メ

ン
バ
ー
に
対
し
オ
リ
ジ
ナ
ル

基
板
の
早
期
、
安
側
な
提
供

の
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

O
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

・
コ
ピ

ー
品
で
な
く
類
似
ロ
聞
に
つ
い

て
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
そ
れ

が
著
作
権
上
の
二
次
著
作
物

で
あ
る
と
認
定
す
る
能
力
を

も
っ
て
い
な
い
と
問
。
わ
れ
ま

す。
O

ピ
デ
オ
ゲ
l
ム
を
玩

具
業
界
に
一
許
諾
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
玩
民
間
ピ
デ
オ

ゲ
ー
ム
の
性
能
向
上
の
可
能

性
も
あ
り
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
品

と
玩
具
と
し
で
の
発
売
が
時

期
的
に
近
け
れ
ば
、
ア
ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

へ
の
悪
影
響
を

ま
ぬ
が
れ
な
い
と
恕
わ
れ
ま

す。
当
協
会
と
し
ま
し
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
回
聞
の
掛
川
利
の
尊

重
を
真
剣
に
考
え
る
オ
ペ

レ

ー
タ
ー
の
協
力
に
対
し
、
現

実
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
縫
供
で

き
る
よ
う
、
貨
協
会
に
で
積

極
的
な
配
慮
と
対
案
を
も
併

せ
お
考
え
い
た
だ
く
こ
と
を

心
か
ら
希
望
い
た
し
ま
す
。

行
な
っ
た
過
当
競
争
防
止
な

ど
に
関
す
る
ト
ッ
プ
会
談
の

報
告

{
本
紙
前
号
既
報
〉
が

あ
っ
た
。
③
経
過
報
告
と
と

も
に
前
年
度
活
動
の
反
省
が

な
さ
れ
、
内
国
会
長
は
「
支

部
理
事
の
術
が
震
過
ぎ
る
こ

と
か
ら
協
会
総
織
に
対
す
る

批
判
も
あ
っ
た
が
、
全
体
的

に
み
て
各
支
部
活
動
が
活
発

化
し
て
き
た
こ
と
は
よ
か
っ

た
点
」
と
穏
っ
た
。

@
N

A

O
シ
ョ

ー
の
収
支
給
田市が
報

告
さ
れ
、
シ

ョ
l
自
体
は
黒

字
(
百
七
十
二
万
円
)
と
な

っ
た
が
、
シ
ョ

l
期
間
中
に

闘
か
れ
た

「
懇
親
会
」
の
収

支
は
赤
字
(
百
三
十
四
万
円
)

と
な
っ
た
旨
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
釆
年
の
N
A
O

シ
ョ

l
開
催
に
つ
い

て
の
説

明
も
あ

っ
た

(関
述
記
事
参

照
)
。
⑤
四
月
一
日
付
で
常

務
理
事
に
就
任
し
た
宮
原
久

氏
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
東

成
さ
れ
で
い
る
。
こ
れ
は
①

京
第

一
支
部
副
支
部
長
の
矢

管
理
策
任
者
の
明
示
、
②
(
脊
野
俊

一
氏

(ダ
イ
サ
ン
備
本

少
年
に
対
す
る
)
生
活
指
導
、
側
)
が
辞
任
し
後
任
に
小
倉

③
{
ロ
ケ
の
)
域
内
規
制
、

忠
弘
氏
(側
ジ
|
エ

ム
商
事
)

@
射
幸
心
、
⑤
低
年
齢
者
用

料
金
、
⑥
管
浪
者
の
教
育
、

と
い
う
六
項
目
か
ら
成
っ
た

も
の
で
、

一
部
字
句
修
正
を

す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
B
4版
で
作
成
し
、

各
ロ
ケ
に
掲
示
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
N

A
O
会
民
運
営
の
ロ
ケ
で
あ

る
こ
と
を
名
示
す
る
社
名
人

り
看
板
(
ロ
ケ
に
掲
示
)
、

な
ら
び
に
N
A
O
会
一員
会
社

の
所
有
機
械
で
あ
る
こ
と
を

示
す
ワ
ッ
ペ
ン
(
機
械
に
貼

付
)
を
作
成
す
る
こ
と
が
決

ま

っ
た
。

こ
の
ほ
か
①
J
A
M
M
A

か
ら
の
コ
ピ
l
機
排
除
に
つ

い
て
の
「
申
入
答

」

(
三
月

十
九
日
付
)
が
州
開
設
さ
れ
、

そ
の
返
容
を
J
A
M
M
A
に

拠
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
関

連
記
事
参
照
)
。
②
N
A
O

と
大
手
メ
ー
カ
ー
三
社
と
で

G
機
と
M
機
を
区
別

N
A
O
第
6
回
理
事
会
で
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
場
基
準
も
検
討

は
結
局
、
さ
ら
に
煮
絡
め
て

次
の
「
合
同
会
議
」

(
五
月

二
十
五
白
)
に
提
案
し
、
J

A
M
M
A
と
の
捌
刑
務
を
凶
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
そ
れ
と
と
も
に
新
た

な
「
メ
ダ
ル
ゲ
i
ム
場
遂
営

基
準
」
の
索
祭
が
資
料
と
し

て
配
布
さ
れ
た
が
、
具
体
的

な
検
討
に
は
笠
ら
ず
、
真
鍋

勝
紀
副
会
長

(州側
、y
グ
マ
)

を
中
心
に
練
り
直
す
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
内
田
会
長

に
よ
る
と

「従
来
の

『
メ
ダ

ル
ゲ
l
ム
場
巡
営
恭
準
』
は

そ
の
設
定
以
来
状
況
が
変
化

河

日

本

ア

ミ

ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

出
さ
れ
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

制

オ

ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
本
部
れ
は
き
わ
め
て
難
解
者
絵
絡

削
一東
京
、
内
田
博
会
長
、
略

称

を

持
つ
も
の
で
、
そ
の
・
中
で

諸

一
N

A

O
)
で
は
五
月
十
三
日
、

旬
健
全
で
な
い
遊
戯
機
内
が

第
一名
古
屋
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
定
義
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外

一
テ
ル
に
て
第
六
回
理
事
会
を
の
機
種
に
よ
る
営
業
を
行
な

一関
き
、

G
マ
シ
ン
対
策
用
の
う
も
の
と
し
て
い
る
。
内
聞

一取
扱
い
基
準
や
P
T
A
対
策
会
長
は

『
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機

一周
の
遼
営
築
、
準
な
ど
が
検
討
は
す
べ
て

G
マ
シ
ン
と
し
た

一さ
れ
た
ほ
か
、
各
務
の
報
告
う
え
で
、
こ
の
規
準
を
遵
守

一が
な
さ
れ
た
。

し

た
運
営
に
よ
る
機
組
問
は
G

一

G
マ
シ
ン
対
策
用
の
取
級
マ
シ
ン
で
は
な
い
と
い
う
考

一
い
袋
、
単
に
つ
い
て
は
、
N

A

え

方
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

一O
の
健
全
注
業
委
員
会
(
総
た
。
ま
た
同
規
準
で
は
業
界

一村
富
久
委
員
長

・
胸
水

野

尚

外
の
理
解
を
求
め
る
た
め
、

'
一
会
)
と
J
A
M
M
A
の
摘
出
企
業
界
内
で
の
み
通
用
し
て
い

〉
一
"
富
業
推
進
委
員
会
と
に
よ
る
る
「
G
7
シ
ン
」
と
い
う
言

〆
一

「G
マ
シ
ン
対
策
合
同
会
議
」
楽
は
あ
え
て
使
用
し
て
い
な

斗

e

一
で
J
A
M
M
A
側
か
ら

「
G

い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ

一ぜ一

マ
シ
ン
の
定
義
」
の
索
祭
が
の
規
準
に
よ
る
H

健
全
で
な
P
T
A
対
策
用
の
運
営
基

'
A
一山
山
さ
れ
で
お
り
、
N
A
O
は
い
遊
戯
機
々

(G
マ
シ
ン
)
準
に
つ
い
て
は
「
脊
少
年
の

」一
同
素
案
を
前
提
に

μ

運
営
の
の
定
義
は
J
A
M
M
A
提
案
お
客
様
に
対
す
る
営
業
基
準

一一
基
準
M

を
作
成
す
る
こ
と
に
の
「
G
マ
シ
ン
の
定
義
」
に
(
自
主
規
制
ご

と
い
う
も

ぷ
一
な
っ
て
い
た
も
の
。

比
べ
る
と
大
要
は
同
じ
だ
が
、
の
で
、
さ
き
ほ
ど
近
畿
支
部

，r
d
一

同
理
事
会
で
は
縫
金
営
業
払
出
し
枚
数
の
規
制
を
避
け
が
独
自
に
作
成
し
た

「
N

A

委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
作
て
い
る
こ
と
が
、
J
A
M
M
O
近
畿
支
郎
自
主
規
制
祭
」

成
し
た

「遊
戯
機
械
に
関
す
A
の
考
え
方
と
拙
相
違
す
る
点
お
よ
び
J
O
U
の

「
管
理
者

る
規
準
」
が
紫
案
と
し
て
提
と
な

っ
て

い
る
。
こ
の
紫
祭
心
得
七
ヵ
条
」
を
参
考
に
作

d
J

司

l
』
』
を
関
ン
ン
化
生
部

社
カ
ヤ
セ
題
の
田
町
長

本

協

ギ

イ

閑

マ
萩
所

マ
の
は
ラ
で
ず
・
野

ゲ
社
社
の
国
シ

マ
紺

6

シ
街

一
)
米
、
ゲ
・

が
、

り
る
在
り
シ
ン

長
い
パ
限
現
諮
ら
パ

社
告
固
に
て
と
か
ヤ

一
話
米
峨
っ

J

左
ジ

パ
て
r
e地
従
い

は

-

一
い
し
定
、
な
莫
リ

バ

ヲ

対

特

リ

い

写

バ

に
に
し
あ
て

。

ン
向
者
但
で
し
る
長

口
動
記
{
一
ど
い
祉

-

a
聞紙
ト
カ
な
て
鍋

マ
製
本

一
一
造
し
真

の
ど
は
レ
メ
製
讃
・

ン
志
氏
ぺ
る
切
慣

マ

パ
ト

-
オ
島

一
を
ク

ヤ
ツ
パ
、
威
は
式
シ

ジ
ロ

-
売
権

'
方

-
ス
パ
販
る
機
ム
e
R

リ
社

。
、
い
色

一
社

パ
-
た
進
て
灰
ゲ

一

、
リ
し
製
し
勿
ル
パ

自
パ
認
の
自
る
ず
一

時

、
縮
機
保
い
メ
パ

月
れ
を

ル
を

て
だ

5
訪
係
“
ス
し
ん
長

日本アミューズメントオベレーヲー協会 (NAO)の第6園理事会 (5月13日)
のようす

自
主
規
制
は
決
定

P
T
A
対
策
用、

ノノ

工
業
協
会
傘
下
に
よ
る
U

コ
ピ
!
の

半
分
以
上
は

N
A
O
が
コ
ピ
l
問
題
で
J
A
M
M
A
に
対
し
回
答
と
質
問

日
本
ア
ミ

ュ

rズ
メ
ン
卜
の
言
明
を
避
け
、
「
メ
ー
カ

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
(
N
A

l
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
協

O
)
は
五
月
二
十
五
日
付
で
、
カ
を
惜
し
ま
な
い
」
と
の
程

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
度
で
答
え
た
も
の
。

シ
ン
工
業
協
会
(
J
A
M
M
し
か
も
N
A
O
と
し
て
は

A
)
に
対
し
、
J
A
M
M
A

以
上
を
前
提
に
、
い
く
つ
か

か
ら
N
A
O
へ
の
「
申
入
書
」
の
質
問
を
投
げ
か
け
る
形
で

(
三
月
十
九
日
付
)
に
対
す
反
論
を
試
み
て
い
る
。
と
く

る
H

回
答
車
グ
を
送
付
し
た
。
に
、
問
題
に
な

っ
て
い
る
「
コ

こ
の
H

回
答
前
日
付
は
、
業
ピ
l
品
の
半
分
以
上
が
J

A

界
と
し
て
コ
ピ
1
田
山
排
除
、が
M
M
A
傘
下
の
メ
ー
カ
ー
に

急
務
で
あ
り
コ
ピ
l口
問
機
滅
よ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
点

に
N
A
O
も
協
力
し
て
ほ
し
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

い
と
い
う
J
A
M
M
A
の
申
り
、
こ
れ
が
も
し
事
実
な
ら

入
れ
に
対
す
る
も
の
で
あ
る

ぱ
J
A
M
M
A
は
そ
の
内
部

が
、
N
A
O
と
し
て
は

「
コ
で
コ
ピ
ー
を
許
し
た
う
え
で

ピ

l
品
を
扱
わ
な
い
」
こ
と

外
部
に
対
し
コ
ピ
ー
を
撲
滅

す
る
よ
う
訴
え
て
い
る
と
い

う
矛
盾
点
を
指
摘
し
た
こ
と

に
な
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
事

実
の
究
明
が
必
要
に
な
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
H

回
答
書
ω

の

本
文
は
次
の
と
お
り
(
原
文

の
ま
ま
)
と
な
っ
て
い
る
。

*

*

*

 

さ
で
昭
和
瓦
十
七
年
三
月

十
九
日
付
に
で
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
の
コ
ピ
i
問
題
に
つ
き
御

申
入
れ
を
い
た
だ
い
で
お
り

ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
立

場
に
た
つ
当
協
会
と
し
ま
し

で
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
利

溢
を
考
慮
し
つ
つ
当
業
界
全

HI)ージャパンのパーH一社長ガ

‘' 

シグマを訪問

‘一

，、

第190号

U
日
、
浜
松
で

第

8
回
理
事
会

1982年6月15B

J
A
P
E
A
 

( 3 ) 



(4) ゲームマシン 8自よ己4唱剣{起物U可

北京で聞かれた国際AM機展に

TV機を出品
ABC商会(札幌)が単独出展

中
園

・
北
京
で
電
子
機
務

M
慣
が
閥
か
れ
、
日
本
の
A
M

業
界
か
ら
は
嗣
A
B
e
t
間
会

(
本
社
札
幌
、
矢
作

u
や
は

U
C
H
仁
志
社
長
)
が
単
独
出

版
、
テ
ー
ブ
ル
T
V
ゲ
l
ム

機
を
山
山
自
問
し
て
大
き
な
成
来

を
挙
げ
た
。

こ
の
国
際
シ
ョ
ー
は
『
図

鮮
明
画
像
に
黒
山
の
人
だ
か
り

ぷ
ロ
作
4

を
希
望
す
る
中
国
側

削引
地

へ
行
き
、

日
本
で
ヒ
ッ

ト
し
た
こ
と
の
あ
る
テ
ー
ブ

ル
明
T

V
ゲ
i
ム
機
J

F

十
ニ

ー
討
を
出
品
し
た
。
出
品
に
際

し
泌
総
は
小
川
附
の
A
C
ニ
ニ

o
v、
ωワ
を
滅
ぼ
し
て
名

ゲ
ー
ム
凶慨
に
般
紙
、
ま
た
機

械
の
説
明
破
口
H
と
し
て
北
ボ

の
句
チ
技
術
者
を
数
名
つ
け

て
も
ら
っ
た
が
、
か
れ
ら
は

説
明
す
る
よ
り
も
T
V
ゲ
l

技
術
部
品
、

ム
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
電
チ

l
ト
な
ど
。
開
場
は
毎
日
午

技
術
の
明
円
併
に
専
念
し
て
い

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
で
、
た
よ
う
だ
。

入
場
は
無
料
だ
が
北
京
市
が

近
泌
氏
の
認
に
よ
る
と
、

配
布
し
た
義
理
券
に
よ
り
、

中

国
で
は
T

V
モ
ニ

タ
ー
の

最
大
千
人
収
容
で
き
る
会
場
技
術
は
水
準
に
途
し
つ
つ
あ

に
午
前
中
二
千
人
、
午
後
三

り

、
T
V
ゲ
l
ム
機
に
つ
い

千
人
の
-
日
約
五
千
人
(
平
で
も
香
港
か
ら
P

C
ポ
i
ド

均
)
が
H

耐
震
然
H

と
入
場
し
を
邸
入
し
、
上
海
あ
た
り
で

視

察

し

た

。

キ

ャ

ビ

ネ

y
ト
の
製
造
、
本

A
M
機
関
係
で
は
、
日
本

体
の
組
立
で
ま
で
行
な
い
つ

か
ら
は
A
B
C
-
M
会
の
み
で
、
つ
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
香

日
本
以
外
で
は
待
浴
の
業
者
泌
な
ど
か
ら
入
っ
て
く
る
外

が
臼
本
製
T
V
ゲ
l
ム
を
い
凶
裂
と
上
海
な
ど
の
中
凶
製

く
つ
か
出
品
し
た
穏
皮
で
あ

u
聞
が
少
し
ず
つ
、
上
海
な
ど

る
。
A
B
C
商
会
か
ら
は
矢
を
中
心
に
紋
ば
さ
れ
つ
つ
あ

作
社
長
、
近
雌
技
術
謀
長
が
る
。
と
く
に
燃
屯
江
省

・
電

際
先
進
電
チ
遊
戯
機
、
刷
剛
山
開

設
備
、
内
エ
剥
設
備
、
電
チ
-
M
m

n
附
隊
列
台
』
の
名
品
仲
で
問
u
円

二
十
六
日
か
ら
五
円
十
U
ま

で
の
卜
・
九
日
間
、
北
京
の
中

心
地
に
あ
る
労
働
人
口
氏
文
化

宮
の
『
ニ
殿
」
で
附
か
れ
た

も
の
。
出
品
物
は
A

B
C
商

会
に
よ
る
T
V
ゲ
ー
ム
な
ど

の
ほ
か
滋
子
レ
ン
ジ
、
得
子

ク
ー
ラ
ー
、
そ
の
他
の
電
子

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

シ
ン
禁
止
を
確
認

G 
ーマ今年
度
初
の

A
M
シ
ョ
l
委
員
会
、

時

一

今
秋
開
催
が
予
定
さ
れ
て

9
一
い
る
第
初
回
A
M
シ
ョ
ー
の

和

一
管
理
進
言
に
当
た
る
「
シ
ヨ

ー
委
員
会
」
の
第
二
凶
会
合

問

が
五
月
二
十
一
日
、
喜
小
の

1

T
B
R
ピ
ル
で
開
聞
か
れ
、
シ

市川

ヨ
l
管
翠
速
営
に
関
す
る
纂

引

本
的
な
こ
と
が
ら
を
決
め
る

2
と
と
も
に
、
基
本
方
針
に
そ

占ゆ

っ
て
具
体
的
な
作
業
を
進
め

い

る
た
め
の
フ
ン
ョ
l
実
行
委

員
会
」
を
発
口
え
さ
せ
る
こ
と

を
決
め
た
。

「
シ
ョ
l
委
員
会
」
の
締

ゲームマシン

ー
• 

子
技
術
公
司
は
三
年
前
か
ら

イ
ン
ベ
|
ダ
l
の
ゲ
l
ム
基

板
(
P
C
ポ
l
ド
)
を
起
し

て
い
る
ほ
ど
と
・
J
わ
れ
て
い

る
。
中
国
側
は
日
中
合
作
な

ど
れ
合
作
方
式
H

で
中
倒
の

電
子
技
術
発
途
を
促
進
し
た

い
と
い
・
0
怠
向
の
よ
う
で
、

A
B
C
世
間
会
と
し
て
は
そ
の

一
泊
と
し
て
ロ
本
の
T
V
ゲ

ー
ム
技
術
を
披
露
し
た
も
の
。

会
織
で
は
、
ま
だ
北
京
で

は
き
わ
め
て
珍
し
い
と
さ
れ

て
い
る
T
V
ゲ
l
ム
機
に
人

び
と
の
関
心
は
集
中
し
た
。

と
く
に
北
京
の
テ
レ
ピ
放
送

の
画
商
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
日
本
製
T
V
ゲ
l
ム
機
の

扇
面
の
鮮
明
さ
に
鴛
い
て
い

た
。
勘
定
理
券
方
式
の
入
場
で

し
か
も
入
場
者
は
一
人
一
ゲ

ー
ム
し
か
プ
レ
イ
で
き
な
い

た
め
、
各
ゲ
l
ム
機
に
常
時

二
、
三
十
人
の
願
書
待
ち
の

列
が
出
来
、
毎
日
午
後
五
時

の
終
了
時
に
は
待
っ
て
い
た

入
と
の
聞
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

る
ほ
ど
"
過
熱
化
仰
し
た
。

ま
た
、
北
京
の
品
川
角
則
市
長

ら
中
国
人
民
政
府
の
高
官
も

多
数
紡
れ
、
し
か
も
こ
の
シ

ョ
ー
の
も
ょ
う
は
テ
レ
ビ
欽

成
に
つ
い
て
は
、
三
協
会
共

山
田
俊
夫
氏

(
東
洋
娯
楽
機

催
に
関
す
る
三
協
会
協
議
(
五
側
)
、
真
鍋
勝
紀
氏

(
鮒
シ

月
七
日
)
に
基
づ
き
、
J
A

グ
マ
)
。

M

M
A
6
、
J
A
P
E
A
3
、
委
員
1
中
山
隼
雄
氏

(
側

N
A
0
3
の
計
十
二
名
か
ら

な
っ
て
お
り
、
第
一
回
会
合

「

シ

ョ

l
実
行
委
」
を
設
置

ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
最
終
決
定

し
た
う
え
、
第
一
回
会
合
で

会

議

冒

頭

、

中

村
委
員
長

委
員
長
、
副
委
員
長
も
硲
認
は
①
シ

ョ
l
委
員
の
代
理
は

さ
れ
た
。
そ
の
縞
成
は
次
の

認

め

な
い
、

②
G
マ
シ
ン
対

と
お
り
と
な
っ
た
。

策
に
は
最
大
限
努
力
す
る
、

委
n
H
H
E
H
中
村
雅
哉
氏
(
側
③
三
協
会
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

ナ
ム
コ
)
、
副
委
只
長
日
中

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い

西
昭
雌
雄
氏
(
側
タ
イ
ト
1
)
、
ー
ー

と
所
信
を
表
明
。
第
一

ぷ、
J

I
士
鈎
立

ノ
l

急・

3
4
E，、
進
出

売
上
高
順
位
で
。

第三種郵便物詑可

純
利
益
で
は

2
1
8
位
に
と
ど
ま
る

部
門
)
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
場
チ
ェ
ー
ン

(
ア
ラ
ジ
ン

ズ
キ
ャ
ァ
ス
ル
)
、
遊
園
地

(シ

γ
ク
ス
フ
ラ
ッ
グ
)
、

カ
ジ

ノ

(ア
ト
ラ
ン
チ
ツ
ク

シ
チ
l
の
パ

リ

l
パ
i
ク
)

な
ど
を
省
し
て
お
り
、
広
く

レ
ジ
ャ

ー
注
業
を
手
が
け
て

米
国
法
人
ビ
川
ノ
ク
5
0
0
発
表

点
に
関
し
て
は
「
代
理
は
認

め
な
い
。
出
席
で
き
な
い
場

合
は
他
の
委
員
に
委
任
し
て

も
ら
う
」
と
い
う
こ
と
で
象

認
さ
れ
た
。
会
議
に
入
り
、

お
よ
そ
次
の
と
お
り
審
設
が

行
な
わ
れ
た
。

• • 

峯
氏
に
代
わ
り
新
理
事
長
に

的
場
氏
を
内
定

大
レ
協、

値
下
げ
の
理
由

い
な
ど
で
段
階
的
に
低
F
げ

が
あ
り
え
で
も
、
そ
れ
以
外

の
理
由
で
値
下
げ
す
る
に
は

そ
れ
な

η
の
理
由
が
必
要
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ベ
l
ダ
l
プ
l
ム
以

後
の
議
ち
込
み
の
影
響
で
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
当
競
争

似
し
か
な
い
と
し
て
舵
供
さ

れ
る
も
の
は
、
抗仰
い川
半
分
の

価
値
し
か
泌
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
一
方
、
本
来
大
人
を
対
象

と
し
て
開
発
さ
れ
た
高
度
な

内
森
の
T

V
ゲ
l
ム
機
は
、

ミ
ニ
ア
ッ
プ
な
ど
に
形
を
変

第

3
回
定
時
総
会
聞
き

三
協
会
「
懇
親
会
」
は
中
止

o
pを
統

合

し

た

械
が
発
足

昨
年
は
三
協
会
発
足
直
後

で
断
固
定
捻
設
と
な
っ
た

「出

展
資
格
」
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
た
。
「
七
月

二
十
五
日
現
在
三
協
会
の
い

ず
れ
か
に
所
属
し
て
お
り
、

会
貨
を
納
入
し
、
か
つ
所
属

す
る
協
会
の
シ
ョ
l
委
員
会

の
承
認
を
得
た
も
の
」
。

M
G
マ
シ
ン
対
策

M
に
つ

販
売
、

サ
ー
ビ
ス
、

(5) 1982年6月15日 第190号
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送
な
ど
を
通
じ
て
中
圏
全
土

を
図
る
た
め
u

設
置
さ
れ

た

認

さ
れ
た
。

に
報
じ
ら
れ
た
。

問
委
員
会
に
関
す
る
も
の
で
、

予
算
の
検
討
に
お
い
て
、

こ
の
結
果
、
同
社
に
は
合

③
委
員
構
成
、
⑥
任
期

(
シ

例
年
聞
か
れ
て
い
る
「
懇
親

作
で
行
な
い
た
い
な
ど
の
引

ヨ
|
決
算
終
了
ま
で
)
、
@

会
」
は
開
催
自
体
に
疑
問
点

合
い
が
殺
到
し
て
い
る
が
、

審
議
事
項
(
「
出
展
取
級
幾

が
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
今

三
丘
O
M
m
の
関
税
が
か
か
る

程
」
な
ど
規
則
の
決
定
や
、

回
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
内

な
ど
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
実
行
委
設
訟
な
ど
)
、
③

委

ま

た

G
マ
シ
ン
の
出
口
聞
を
排

同
社
と
し
て
は
俄
丞
に
対

応

員
長
権
限
、

@
招
集、

①
監
除
す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
よ

し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

事、

③
資
産
管
獲
、
⑥
そ
の
り
も
出
展
小
聞
が
少
な
く
な

な
お
A
B
C
商
会
は
札
幌

他

と
な
っ
て
い
る
も
の
。
次
る
こ
と
が
予
怨
さ
れ
る
な
ど

を
本
拠
と
す
る
A

M
機
の
レ
に
実
行
委
員
会
が
設
泣
き
れ
の
理
由
か
ら
、
今
回
は
出
版

ン
タ
ル

・
リ
i
ス
業
者

(
オ
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ョ
l
委
料
を
・
制
程
度
値
上
げ
す
る

ベ
レ
ー
タ
|
)
で
、
N
A

O

HH
会
社
か
ら
一
名
ず
っ
と
各
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
プ
ラ

に
加
入
し
て
い
る
。
耐
中
務
日
川
か
ら

一
名
ず
つ
、
そ
イ
ペ
l
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
の
附

ヨ

-3
1
5
SEE
s-

し
て
機
関
紙
制
作
会
社
の
A
U

悩
は
自
由
だ
が
日
時
な
ど
が

セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
日
時
場
所
な
ど
根
本
的
な
計
十
六
名
と
す
る
こ
と
が
決
協
臓
の
対
怠
と
な
る
こ
と
、

ス
)
、
稲
田
智
夫
氏

(
デ
l
開
悩
嬰
似
の
線
認
に
統
色
、

定
さ
れ
た
。
シ
ョ
|
実
行
委
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ
ー
の
開

タ
イ
ー
ス
ト
紺
)
、
駒
弁
徳
「
シ
ョ
ー
委
員
会
規
定
」
が
只
阿
武
に
は
J
A
M
M
A
の
口
他
は
A
M
シ
ョ
l
開
催
前
六

遺
氏
(
任
天
造
レ
ジ
守
l
シ
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
三
脇
市
附
専
務
が
、
同
副
委
員
長
に
十
日
以
内
、
開
催
後
十
日
以

ス
テ
ム
側
)
、
問
飽
和
生
氏
会
が
第
仰
向
A

M
シ
ョ

ー
を

は

J
A
P
E
A
の
佐
治
常
務
内
は
世帯
用
止
(
ほ
ぽ
例
年
ど
お

(
悌
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
)
、
小
作
共
同
で
一
元
的
に
管
理
運

と
N
A
O
の
太
問
事
務
局
員

自
持
政
吉
氏
(
三
務
輸
送
機
紛
)
、
営
し
、
業
務
の
円
滑
な
推
進

が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
図
三
郎
氏
(
泉
隠
興
業
側
)
、

小
島
幸
也
氏
(
昭
和
遊
鴎
紛
)
、

宮
原
久
氏
(
X
A
O
)。

い
る
。

寸
二
億
三
千
七
百
十
五
万
ド

健
全
化
、
顧
客
促
進
の
た
め

パ
リ
1
社
以
外
で
は
、
セ
ル
で
百
三
十
五
佼
と

一
歩
上
の
活
動
や
共
同
購
入
な
ど
が

ガ
社
の
親
会
社
で
あ
る
ガ
ル
伎
に
進
出
し
、
税
引
き
後
利
紛
げ
ら
れ
て
い
る
。

フ
&
ウ
エ
ス
タ
ン

・
イ
ン
ダ
滋
・
一
億
二
千
六
百
四
十
九
万
任
期
満
了
に
伴
な
う
役
員

ス
ト
リ
l
ズ
社
(
本
社
ニ
ュ
ド
ル
で
八
十
四
位
と
な
っ
た
。
改
選
に
つ
い
て
は
、
長
い
間

l
ヨ
ー
ク
)
が
売
上
高
五
十
プ
ッ
ト
リ
l
プ
社
の
親
会

組
合
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
峯

七
億
二
百
四
十
八
万
ド
ル
で
社
で
あ
る
コ
ロ
ム
ピ
ア
映
画
氏
が
以
前
か
ら
辞
意
を
表
明

六
一
位
、
税
引
き
後
利
益
二
社
(
前
回
三
百
八
十
九
位
)

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

億
九
千
八
十
九
万
ド
ル
で
六
は
今
年
は
じ
め
、
コ
カ

・
コ

総
会
で
選
考
委
員
五
名
を
ま

十
九
伎
と
高
水
準
を
守
っ
た
。
l
ラ
社
(
今
回
五
十
八
位
)
、
ず
選
出
、
別
室
で
聞
か
れ
た

ま
た
ア
タ
リ
社
の
親
会
社
で
に
貿
い
と
ら
れ
た
た
め
、
今

選

考
委
員
会
は
的
場
氏
を
新

あ
る
ワ
i
ナ
i
・
コ
ミ
ユ
ニ
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
は
除
恕
事
長
に
す
る
こ
と
を
決
め

ケ
l
シ
ョ
ン
ズ
栓
(
本
社
ニ
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
総
会
で
明
ら
か
に
し

ュ

l

ヨ

ー

ク

)

は

光

上

高

三

た

。

し

か

し

的

場

氏

は

組

合

l
l
il
l
l
i-
-
ー
ー

内
に
持
従
ス
タ

y
フ
を
置
く

が
組
合
員
と
し
て
加
入
し
た
な
ど
の
条
件
を
示
し
、
就
任

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、

を
保
剛
山
し
て
お
り
、

一
応
内

メ
ー
カ
ー
側
と
し
て
セ
ガ
社
、
定
(
仮
糸
川
両
)
さ
れ
た
か
た

エ
ス
コ
貿
易
、
関
内
制
機
、

ち

で

、
今
後
は
巡
考
察

μ会

ナ
ム
コ
、
任
天
堂
、
日
本
グ
と
附
A
け
う
こ
と
に
な
っ
て
い

l
ム
か
ら
製
品
例
制
服
が
紋
減
る
。

さ
れ
た
。
こ
の
附
月
例
会
で

は
、
五
月
の
定
的
総
会
に
お

け
る
役
員
改
選
k
H
法
に
つ
い

て
も
諭
議
さ
れ
て
い
る
。

次
に
五
月
例
会
で
は
、

メ

ー
カ
ー
側
か
ら
セ
ガ
柱
、
ナ

ム
才
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
エ

ス
コ
貿
易
、
関
西
精
機
か
ら

製
品
情
報
が
披
露
さ
れ
あ
と

事
務
局
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

引
続
き
定
時
総
会
が
聞
か
れ
、

的
川
崎
氏
が
議
長
と
な
っ

て、

五
十
六
年
度
事
業
報
告
と
決

算
報
告
、
五
十
七
年
度
事
業

計
画
と
予
算
案
が
象
秘
さ
れ

た
。
事
業
計
画
で
は
業
界
の

コ
ナ

旬、、

今
世
帯
よ
り
、
T
V
ゲ
ー
ム
が
得
意
の
必
殺
技
を
駆
使
し

を
内
容
に
取
り
入
れ
た
ア
ニ
て
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ゲ

1

メ
l
シ
ヨ
ン
番
叫
胞
が
テ
レ
ピ
ム
と
戦
う
と
い
う
物
給
。
突

で
欽
映
さ
れ
て
い
る
。

際
の
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
遊
び

信
組
タ
イ
ト
ル
は
「
ゲ
ー
を
さ
ら
に
受
怨
化
し
た
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
あ
ら
し
」

。
日
ム
空
間
の
中
に
飛
び
込
ん
だ

本
テ
レ
ビ
製
作
に
よ
り
、
問
主
人
公
が
、
銀
い
か
か
っ
て
仰
大
巡
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

月
五
日
か
ら
毎
週
月
耐
の
夜
く
る
「
エ
イ
リ
ア
ン
』
な
ど
ズ
H
千
築
市
新
町
三
の
七
、

七
時
か
ら
三
十
分
間
、
全
国
と
壮
絶
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
総

宏

(
O
凶
七
二
)
四
五
l
-

N
T
V
系
、
平
ッ
ト

(同
時
ネ
り
ひ
ろ
げ
る
と
い
う
、

S

F

悶
0
0
、
共
田
勝
郁
社
長
。

γ
ト
十
三
局
、
ほ
か
七
日
川
)
口
険
的
な
展
開
と
な
っ
で
い
ア
|
ル
エ
イ
ト
側
目
東
京

で
放
映
中
で
あ
る
。

る
。
ま
た
人
気
T

V
ゲ
ー
ム
俄
渋
谷
区
渋
谷

一
の
十
一
の

こ
れ
は
、
月
刊

「
コ
ロ
コ
が
具
体
的
に
ス
ト
ー
リ
ー

の

三
、
第
一

小
山
ピ
ル
、

合
図

ロ
コ
ミ
ッ
ク
ス
」
(
小
学
館
)
中
に
出
て
く
る
の
も
、
子
ど
O
七
l
O
七
六
一
、
高
橋
良

逮
載
の
人
気
漫
画
(
原
作
者
も
た
ち
に
は
う
け
て

い
る
ら
士
副
社
長。

す
が
や
み
つ
る
)
を
テ
レ
ピ
し
く
、
見
ど
こ
ろ
の
よ
う
だ
。
側
カ
シ
オ
ゲ
l
ム
目
東
京

ア
ニ
メ
化
し
た
も
の
で
、
内

来

年

一

二
月
ま
で
、

五
十
二

都
江
東
区
大
島
八
の
三
十
三

容
は
、
あ
ら
し
と
い
う
少
年
凪
放
映
予
定
と
・な
っ

て
い
る
。
の
三
十
六

v
g
吠
三
七
l
一

-
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
七
三
七
、
御
簾
納
正
幸
社
長
。

日

本

物

産

、

東

京

の

業

務

を

統

合

z

中
武
企
輿
鮒
H
東
京
都
練

め
区
東
大
泉
聞
の
十
二
の
四
、

玉、」、・
1
白
q
-
A
-む
ζ
t
f
A

西
武
マ
ン
シ
ョ
ン
、
念
九
二

百
月

JAEι
島

3
モ
ヨ
凪」
h
一

三
|
O
三
一
O
、
山

Z己

社
長
。

日
本
物
産
脚
(
本
社
大
阪
(
本
社
点
京
、
問
)
を
統
合
静
町
市
開
業
側
H
東
京
銀
三

鳥
井
末
治
社
長
}
で
は
、
同
し
た
と
m
m
H
到
し
た
。

蝉
崎
市
下
巡
従
三
の
九
の
十
二
、

社
東
京
件
当
業
所
と
子
会
社
の
こ
れ
は
同
社
の
東
京
に
お
岱
士
見
マ
ン
シ
ョ
ン
、

宮
(
四

側
日
物
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
け
る
業
務
鉱
大
に
と
も
な
う

こ
ニ
)
附
六
1
八
四
八
一
、

I

l
l
1
1
l
i
l
i-

-

も
の
で
、

A

M
機
の
企
幽
州
市
合
除
外
。

た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
社
日
本
制
を
係
っ
て
い
る
が
、
実
務
発

・
リ
ー
ス
#
主
務
と
す
る
大
阪
物
政
側
旧
制
大
阪
市
天

滋
附
州
酬
を
似
収
し
た
も
の
で
、
上
は
仲
呉
氏
が
代
表
と
な
っ
日
物
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
と
、
ヱ
守
区
同
分
町
十
六
の
十
六
、

山
中
英
よ
コ
ナ
ミ
工
業
の
子
会
て
進
め
て
い
く
も
よ
う
で
あ
ボ
京
で
の
同
社
製
品
の
版
先

宮
七
七
二
|
八
六
六
O
、
谷

社
。
こ
れ

μ
よ
り
コ
ナ
ミ
工
る
。

コ
ナ
ミ
側

・
本
社
目
来
春
乗
務
と
す
る
同
社
ボ
京
釘
藤
宗
教
社
長
。

業
は
ソ
フ
ト
の
附
発
、
製
造
、
ボ
郁
恐
悶
区
石
原
ニ
の
四
の
業
所
を
統
合、

新
会
社

「点

H
間
電
業
側
H
山
口
県
徳

海
外
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
専
念
八
、

台
六
二
三
l
八
七
O
一
、
京
日
本
物
産
鮒
」
と
し
て
六
山
市
大
字
下
よ
字
見
明
一
O

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
阪
営
業
所
。
盟
中
市
庄
内
月
一
日
付
で
発
足
さ
せ
た
も
O
六
、
合

(
O
八
三
四
)
六

ま
た
コ
ナ
ミ
闘
は
上
月
社
栄
町
五
の
八
の
ト
一
、

合
三

の

。
笑
務
簡
で
は
同

一
ピ
ル

二

1
一
一
一
て
田
中
笠
社

長
、
仲
兵
専
務
の
共
同
代
表
三
一
l
-
一
二
-
一

。

で
行
な
っ
て

い
た
業
務

を

新

長
。

い
て
は
、
基
本
的
に
は
J

A

M
M
A
の
健
全
娯
楽
後
進
委

員
会
が
「
G
マ
シ
ン
の
定
義
」

を
作
成
中
で
あ
り
、
そ
の
答

申
を
得
て
第
初
回
A

M
シ
ョ

ー
に
臨
む

(
中
村
委
員
長
)

こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
「
今
回
の
シ
ョ
ー

で
G
マ
シ
ン
は
出
品
さ
せ
な

い
と
い
う
必
本
方
針
」
が
硲

F
 

右
の
写
腐
は
大
レ
路
定
時
総
会
に
て

本

社
東

京

、

6
月
|
日
付
で

上の写真はいずれも北京の園MlAMショーにて.一番上ItAB
C商会の小聞で現地の間社観明員とともに並んだ矢作社長 {後
JlJ右から3人目}と近圏直銀長 (後JlJ右から6人目)、 2番目の
写真は展示小間の比般的すいた時のようす、一番下U展示小間
をパッヲにした矢作社長

り
)
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
前
行
な
わ
れ
て
い
た
会

場
内
で
の
「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

展
示
小
間
の
区
分
L

は
今
回

大
成
功
だ

っ
た
こ
と
か
ら
こ

れ
を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
当
初
第
一

固

と
同
じ
ホ
テ
ル
パ
シ

フ
ィ
ッ

ク
を
会
湯
と
し
て
内
定
し
て

い
た
が
、
胤
搬
入
の
便
利
さ
と

使
用
料
が
低
廉
で
済
む
な
ど

を
理
由
に
新
宿
N
S
ピ
ル
に

決
め
た
も
の
。

除式会 11:
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「

A

M
産
鍵
』
の
元
編
集
長

栗
田
邦
衛
氏
死
去

採
闘
訓
州
掘
削
氏
(
く
り
た
・

く
に
え
い
u
H
軍
部
図
ア
ミ
ュ
ー

ズ

γン
ン
商
務
社
長
)
五
月

二
十
一
日
午
後
九
時
ご
ろ
、

ガ
ン
の
た
め
東
京
都
北
区
西

ケ
原
三
の
十

一
の
こ
の
自
宅

で
死
去
、
七
十
六
歳
。
東
京

都
出
身
。
葬
儀
は
二
十
三
日

自
宅
で
行
な
わ
れ
た
。

同
氏
は
、
昭
和
凶
十
三
年

側
関
西
精
機
製
作
所
に
入
社
、

同
社
東
京
営
業
所
に
勤
務
し

ル
」
地
下

一
階
の
展
示
ホ
l

五

十

一
年
に
関
西
線
機
サ

l

ル
で
開
催
す
る
こ
と
を
こ
の

ピ
ス
仰
に
移
り
支
配
人
を
勤

ほ
ど
発
表

し

た

。

め

、
五
十
四
年
退
社
。
そ
の

新
宿
N

S
ピ
ル
は
現
筏

建

後
は
独
立
し
て
オ
ペ
レ
ー
タ

設
中
の
も
の
で
、
今
秋
に
は

l
常敢
に
尊
念
し
て
い
た
。
四

完
成
す
る
予
定
。

場
所
は
京

十
八
年
か
ら
二
年
間
、
金
目

玉
プ
ラ
ザ
の
す
ぐ
そ
ば
。

N

本
逃
悶
協
会
(
J

A
A
)
の
機

A
O
と
し
て
は
、
第

一
一凶
が
側
誌
編
集
委
員
長
を
勤
め
た
。

G
7
・Y
ン
が
氾
総
し
社
会
問

題
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
鍬

認
さ
れ
て
い
る
。

月
中
旬
、
新

てい

来
春
の
N
A
O
エ
キ
ス
ポ
の
予
定
発
表

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
N
A

O
)
で
は
今
年
三
月
初
め
の

第
一
回
の
催
し
に
続
き
、
「
第

二
回
一れ
A
0
7
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
エ
キ
ス
ポ
」
を
来
年
三

月
十
六
日
か
ら
二
日
間
、
東

京
、
新
衡
の

J
祈
街
r
n
S
ピ

• 

• 

• 

• 

=人気漫画をNTV系が放映=

TVゲーム戸ニメ

開
ヒ
ロ
カ
通
信
工
業
H
川

崎
市
多
摩
区
南
生
田
五
の
悶

の
三
、
含

(
O
四
四
)
九
七

六

1

0
三
八
四
、
山
伸
弁
洋
一

社
長
。

ト川
会
社
で
ま
と
め
た
こ
と
に
な

ら

る。

サ

東

京
日
本
物
産
総
H
東
京

け

線
中
央
区
日
本
総
小
舟
町
十

}
帥

五
の
八
、

合
六
六
回
|
五
二

件

七
一
(
販
売
諜
)
、
五
二
七

川町
五

(
リ
ー
ス
諜
)
、
六
七
七

地

四

(
技
術
潔
)
、
鳥
弁
末
治

た

社
長
。

の中映放で系V
 
T
 
N
 

地
番
表
示
変
更

-
務
所
移
転
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間
国

平
素
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、

ま
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

こ
の
た
び
弊
社
が
開
発
い
た
し
ま
し
た
新
ゲ

l
ム

パ
ト
ロ
ー
ル

「ム
l
ン

(
M
O
O
N
 
P
A
T
R
O
L
)
 
L 

は
ロ
ケ
テ
ス

ト
の
結
果
、

非
常
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
さ
せ
て
項
き
ま
し
た

が

弊
社
で
は
今
後
コ
ピ

l
対
策
等
に
は
万
全
の
備
え
を
期
し

ま
し
て
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
皆
様
方
に
発
売
さ
せ
て
頂
く
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。

支
、
ず
に
、

当
製
品
は
弊
社
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
断
で
模
倣
又
は
類
似
す
る
製
品
の

販
売
ま
た
は
展
示
す
る
行
為
は
不
正
競
争
防
止
法
、

製
造
、

業
所
有
権
関
係
法
、
著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、

弊
社
の
正
当
な

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充
分
ご
注
意

を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

維
持
し
、

業
界
の
秩
序
を

健
全
な
発
展
の
為
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
六
月

ア
イ
レ
ム
株
式
会
社

第三倍郵便物怨可ゲームマシン第190号1982年6月15日(7) 

'J.. • 

① 

ゲ

ム

セ
ン
タ
ー

業
務
用
T
V
ゲ
l
ム
を
中
心
と
す
る

ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
の
翁
婆
商
か
ら
み
た
特

徴
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

や
や
デ
ー
タ
は
治
い
が
、
余
暇
開
発

セ
ン
タ
ー
が
昭
和
五
十
四
年
の

-
年
間

に
つ
い
て
行
な
っ
た
余
暇
活
動
実
態
調

査
で
は
、
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」
へ
の

参
加
率
(
昭
和
五
サ
四
年
の
一
年
聞
に

一
回
以
上
そ
の
余
暇
活
動
を
行
な
っ
た

人
の
十
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
比
簿
)

は
全
国
で
二
ハ

・
二
%
で
あ

っ
た
。
こ

れ
を
人
口
に
お
さ
か
え
る
と
、
そ
の
参

加
入
口
は
約

一
、
四
三

O
万
人
と
総
計

さ
れ
、
パ
チ
ン
コ
に
つ
い
て
の
問
機
計

参
加
率
二
七

・
六
%
、
参
加
入
口
二
、

間
五

O
万
に
は
及
.
は
な
い
に
し
て
も
、

わ
が
国
に
必
け
る
大
衆
レ
ジ
ャ
ー
の
な

か
で
相
当
大
さ
な
地
位
を
占
め
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
同
潟
市
且
に
お

け
る
参
加
者
一
人
当
り
の
支
出
額
か
ら
、

昭
和
五
十
四
年
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
の
市
場
規
模
を
推
計
す
る
と
約
て

三

O
O億
円
と
な
る
。

昭
和
五
十
四
年
は
前
半
に
例
の
イ
ン

ベ
ー
タ
|
ゲ
ー
ム
の
ブ
1
ム
が
あ
っ
た

年
で
あ
る
が
、
ブ
ー
ム
.
か
去
っ
た
後
も

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
需
婆
は
意
外
と

堅
調
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
笠
立
年
の

刷
瑚郷#背円ド5

 
，、，* "u 数回と率

肉

u
4
n

川“
勾参の動舌Lv
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-. • '̂' 
の
参
加
率

昭
和
五
十
五
年
に
つ
い
て
同
じ
く
余
暇

開
発
セ
ン
タ
ー
が
、
今
回
は
首
都
圏
に

つ
い
て
の
み
実
絡
し
た
調
査
で
は
、
参

加
家
は
ニ
0
・
一一
%
で
、
若
干
上
非
し

で
さ
え
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
ー
ム
セ

② 

ゲ

ー

ム

セ
ン
タ
ー

'̂' 

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
需
婆
を
性
別
、

年
齢
別
に
細
か
く
み
る
と
、

ま
ず
図
ー

か
ら

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

圧

倒
的
に
十
代
、

二
十
代
の
若
者
を
中
心

と
す
る
市
場
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
男
女

の
参
加
率
の
差
は
相
当
に
大
き
い
が
、

他
の
娯
楽
活
動
、
例
え
ば
図
1
に
示
し

た
パ
チ
ン
コ
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
女
性

の
参
加
率
は
そ
れ
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て

い
な
い
。

つ
ま
り
比
較
的
男
女
い

っ
し

ょ
に
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、

都
市
型
候
楽
と
し
て
の
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
の
強
味
で
あ
る

と
も
い
え
る
。

図
ー
で
は
今
述
べ
た
参
加
入
口

(年

間
の
活
動
回
数
が
一
回
以
上
)
の
他
に
、

年
間
五
回
以
上
の
治
動
を
行
な
っ
た
継

続
的
活
動
人
口
の
比
診
も
同
時
に
示
し

て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
男
性
の
場

A参加率 B平均活動回数 C 1陶当 1)

平均消費時間

(%1 {悶) (時間!)

l 凶 ~ 6.9 31 .17 1. 61 

2 :将 l真 18.9 24 .30 1. 24 

トランプ、オセ口、カルP
51.6 15 .61 1.16 

3・テレビゲームなどの:垣内ゲーム

4 . I蒔 雀 23.9 20 .83 3.68 

5 ピ ヤ F 5.1 5.56 1. 31 

6 ゲ ー ムセ ノ 7 20.1 12 .29 O. 88 

7 . /~ -r 、ノ コ 34.7 18 .40 1.50 

8 鍵 鵠 13.3 16.54 1.65 

9 銭 値 2.6 9.76 3.02 

10.鏡 艇 1.9 14.54 3.75 

11.オ ト レ 1 1.4 11 .06 3.50 

12 ど il L な し 28.5 

理費 1

女コングに連れ去られたレディを救いに工事中のビルを駆けのぼります。

ドンキーコンク.

ン
タ
ー
の
よ
う
な
都
市
型
娯
楽
の
場
合
、

全
国
平
均
と
首
都
悶
で
は
後
者
の
参
加

率
が
相
当
に
お
く
な
る
こ
と
は
当
然
で

あ
っ
て
、
調
査
ベ
ー
ス
の
輿
な
る
こ
の

二
つ
の
デ
ー
タ
を
単
純
に
比
較
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
他

の
娯
楽
活
動
と
比
較
し
て
も
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
は
相
当
に
高
い
参
加
率
を
維

持
し
て
い
る
と
は
い
え
る

(表
1
)。

の
需
要
の
特
徴

合、

三
十
代
と
四
十
代
を
除
く
と
、
全

体
の
参
加
率
と
継
続
的
活
動
人
口
参
加

率
の
聞
に
あ
ま
り
大
き
な
差
は
な
い
。

し
か
し
女
性
の
場
合
は
こ
の
二
つ
の
参

加
率
の
差
は
大
き
い
。
特
に
三
十
代
以

上
に
な
る
と
年
間
五
回
以
上
の
継
続
的

活
動
者
は
皆
無
に
等
し
い
。

若
い
女
性

の
場
合
、
恋
人
な
ど
に
つ
れ
ら
れ
て

一

回
程
度
は
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
の
ぞ
く

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ゲ
ー
ム
.
か
好
き
に

な
っ
て
何
回
も
く
る
と
い
う
ケ
l
ス
は

③ 

ゲ

ム

セ
ン
タ
ー

'̂' 
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い
ず
れ
に
し
て
も
、
家
族
需
要
を
い

か
に
吸
引
す
る
か
.
か
業
務
用
T
V
ゲ
ー

ム
験
器
に
と
っ
て
一
つ
の
大
き
な
滋
題

に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
関
述
し
て

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
五
十
六
年

に
行
な
っ
た
家
抜
余
暇
活
動
実
態
に
つ

い
て
の
調
査
結
果

(
全
国
)
を
参
考
と

し
て
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
五
十
種
目

の
余
暇
活
動
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
六

年
の

一
年
間
に
お
け
る
家
族
の

(家
紋

の
ど
ん
な
組
合
せ
で
も
よ
い
)
参
加
実

態
を
世
帯
パ

l
ス
で
(
単
身
者
世
帯
を

除
く
〉
調
登
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
結
果
を
み
る
と
、
予
怨
さ

れ
る
と
お
り
家
族
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
加
彩
(
全
閣

の
非
単
身
者
世
帯
に
占
め
る

-
回
以
上

参
加
し
た
世
殺
の
比
率
)
は
わ
ず
か
八

%
で、

先
の
倒
人
調
査
結
巣
と
比
較
し

て
も
、
他
の
家
族
レ
ジ
p
lと
比
較
し

て
も
、
き
わ
め
て
低
い

(表

2
H
前
号

日
め
ん
の
表
1
と
同
じ
)
。
八
%
の
参

加
家
族
の
う
ち
の
多
数
は
「
夫
婦
と
子

スモール

アップライトタイプ

テーブルタイプ

E里里

，...:"'...里

正111曙
EIピ11唱

園唖

轟圃

戸，• 

アップライトタイプ

第1薗窃(スロープ〉

タルの落ちてくる方向に注意して

はしこ.をのぼります.

ロ

.工事現場のシテュエーシ ョンでたわむれる愉快なコングのキャラク合一。

.次冷と展開する場函を時間内にク リ7ーし、コングを上段へ追いつめます。

.ハンマーを持ってア:$1.;;クする気分は壮快です。高得点にもなります。

・ジャンプホ、タンとコントローラーのハイテクニックで今までにないスリルを日来わえます。

.ユニークな効果音はゲームの雰囲気を一層盛りあげます。

図

{
昭
和
お
年
首
都
闘
}

性

・
年
代
別
参
加
率
と
継
続
的
活
動
者
の
参
加
率

〈ゲ』ムセンター〉

帥
代
以
上

〈パチンヨ〉

ね
て心一…
…

% 
60 

% 
80 

70 

60 

50 

50 

40 

30 

20 

10 。

き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
結
巣
か
ら
、
市
判
明
節
か
ら
み

た
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
諜
題
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
一
は
現
在
の
十
代
、

二
十
代
の
ヤ
ン
グ
偏
震
か
ら
脱
し
、
家

族
客
の
崎
明
り
お
こ
し
等
に
よ
っ
て
一
二
十

代
以
上
の
需
要
贈
を
い
か
に
開
拓
す
る

か
で
あ
る
。
第
二
は
女
性
客
の
峨
引
、

な
か
ん
ず
く
若
い
女
性
客
の
活
動
回
数

を
高
め
て
い
か
に
継
統
的
な
フ
ァ
ン
熔

に
す
る
か
で
あ
る
。

の
家
族
需
要

供
」
の
叫
組
合
せ
に
よ
る
参
加
で
通
常
の

週
休
や
祭
日
な
ど
の
休
日
に
行
な
う
ケ

ー
ス
.
か
多
い
。
そ
の

一
回
当
り
の
平
均

質
問
は

て

三
四

O
円
で
、
年
間
に
な

お
す
と
八、

七
O
O円
に
な
る
将
来
の

参
加
希
望
率
を
み
て
も
わ
ず
か
二

・
一

%
で
、
現
在
の
参
加
容
よ
り
も
さ
ら
に

小
さ
く
な
っ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
家
族
需
要
の
織
り
お
こ

し
と
い
っ
て
も
現
状
は
き
わ
め
て
厳
し

い
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
都
市
型
娯

楽
と
し
て
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
性
格

上
、
当
然
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

図
2

(H
本
号

ωめ
ん
の
凶
4
と
同
じ
}
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
消
開
同
支
出
の
函
か

ら
家
族
レ
ジ
ャ
ー
全
体
を
と
ら
え
る
と
、

そ
の
主
力
は
行
楽
お
よ
び
旅
行
で
あ
っ

て
、
ゲ
ー
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
郎
門

(ゲ

ー
ム
巴
ン
タ
l
の
他
、
閤
廿
務

・
将
棋
、

室
内
ゲ
ー
ム、

麻
雀

・
パ
チ
ン
コ
、

公

営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
)
の
比
率
は
約
四

%
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
ゲ
l
ム
マ

シ
ン
業
界
に
と
っ
て
新
市
場
の
開
拓
が

課
題
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
家
族
需
要

の
側
発
は
困
難
で
も
避
け
て
通
れ
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

表
2
.か
示

す
よ
う
に
家
族
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
L

お
よ
び
「
外
食
」
の
参

加
率
の
高
さ
で
あ
る
。

こ
れ
は
他
の
家

朕
レ
ジ
ャ
ー
も
含
め
た
五
十
樋
自
の
レ

ジ
ャ
ー
中
、

一
位
と
二
伎
を
占
め
る
家

族
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
都

市
空
間
の
な
か
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や

外
食
は
、
き
わ
め
て
日
常
的
な
家
版
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
今
や
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
る
。
と
す
れ
ば
同
じ
都
市
空
間
に

立
地
す
る
ゲ
ー
ム
巴
ン
タ
ー
も
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
や
外
食
と
同
じ
流
れ
の
家
族

客
を
吸
引
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能

で
は
な
い
は
ず
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

家
般
需
要
に
逃
し
た
機
穣
の
品
揃
え
や

新
機
種
開
発
も
さ
る
こ
と
な
.
か
ら
、
新

た
な
視
点
に
た
っ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の

画
-
的
な
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー

ジ
を
打
ち
破
る
新
し
い
発
想
に
碁
づ
く

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
、
従
来
の
ヤ

ン
グ
偏
重
か
ら
脱
し
た
ス
ペ
ー
ス
漏
出
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
イ
パ
ン
ト
な
ど
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
必
要
と
し
よ
う
。

す
で
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
T

V
ゲ
ー
ム
の
家
庭
内
へ
の
進
出
は
今
後

も

一
層
活
発
に
進
展
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
他
方
で
業
務
用
T
V
ゲ
ー

ム
の
市
場
分
野
も
決
し
て
後
退
し
て
い

く
と
は
考
え
ら
れ
は
い
。
す
で
に
見
た

よ
う
に
都
市
空
間
は
家
朕
レ
ジ
ャ
ー
に

と
っ
て
も
重
要
な
笠
間
で
あ
り
続
け
る

か
ら
だ
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
新

し
い
発
想
に
た
っ
た
機
種
開
発
と
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
展
開
.
か
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
い
。

A
N

帥
代
以
上

、刷

、
「
別
代

、

、

-

r
、
¥
丸

、1
4
叫
代

、。、
、
、

、占初
代

、

、

.

of

Y

A

4初代

。，J
〆

十
四
代

叫

却

N
山
内
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ス
ポ
ー
ツ
部
門
は
個
人
差
が
大
き
く
反

映
す
る
余
暇
活
動
で
あ
る
だ
け
に
、
家
族

に
よ
る
参
加
率
は
他
の
余
暇
活
動
と
比
べ

出帆し
て
低
い
。
そ
の
な
か
で
参
加
率
の
高

い
も
の
を
と
り
だ
す
と
、
①
水
泳
(
プ
ー

ル
で
の
)
二
八

・
一
%
、
②
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル

・
野
球
二
回

・
二
%
、
③
釣
り
二
三

-
五
%
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
プ
ー
ル
で
の
水
泳
.
か
最
も
高
い
参
加

率
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
8
れ
る
。

海
水
浴
三
九

・
四
%
よ
り
は
参
加
率
は
か

な
り
低
い
.
か
、
郁
市
部
で
は
子
供
を
つ
れ

て
プ
ー
ル
に
行
く
と
い
う
こ
と
が
、
子
供

告
待
つ
家
庭
に
と
っ
て

}
つ
の
欠
か
せ
な

い
余
暇
活
動
に
怠
り
つ
つ
あ
る
。

趣
味

・
創
作
部
門
も
個
人
的
な
俊
絡
の

強
い
余
暇
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
族

に
よ
る
参
加
率
は
低
い
。
参
加
盟
中
の
高
い

b
の
を
あ
げ
る
と
、
①
悶
芸

・
山
腔
い
じ
り
・

家
庭
菜
関
三
六

・
}
%
、
②
映
画
ニ
ニ

・

三
%
、
③
料
辺
二
二

二

%
、
@
カ
ラ
オ

ケ
ニ

O

三
%
と
い
つ
に
と
こ
ろ
で
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

vー
と
し
て
の
闘
官
官
の
重

要
性
.
か
ぬ
き
ん
で
て
い
る
。
ま
た
家
肢
で

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
だ
世
帯
が
ニ
剣
に
も

途
し
て
い
る

(
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
家
泌
内

ど
け
で
は
な
く
、
夫
婦
で
ス
ナ
ッ
ク
に
行

っ
た
り
、
宴
会
に
行
っ
て
楽
し
ん
だ
場
合

も
含
ん
で
い
る
)
。

ω
平
均
活
動
回
数
か
ら
見
た
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
リン
ャ
I

的

活

動
頻
度
の
高
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー

置到

ーファミリーレジャーの実態-

， 
.. • 

が
多
く
、
活
動
輯
明
度
も
多
い
も
の
で
あ
る
。

⑨
像
域
に
位
泌
す
る
も
の
は
、
参
加
惑
は

高
い
が
年
間
の
活
動
回
数
は
そ
う
多
く
な

い
も
の
で
、
非
日
常
裂
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー
と
い
い
う
る
。
日
崎
市
リ
行
楽
の
多
く

や
旅
行
が
こ
こ
に
入
る
。
一
方
⑨
綴
域
に

位
出
品
す
る
の
は、

参
加
率
は
低
い
が
、
参

7 7 ~リ ーレジ~-の重量加!lと活動回数Kよる分霊園

Ii加帳%

① 

-ν・7ピング
-外食

弘
1 

.0 

'0 

包主

@ 
-a・8会 ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーー・・・・・・・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーー・・町・・・・ー，ーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーー・・・・6・ーー・・・・・・・・・・ーーーーー

行
楽

・
旅
行
な
ど
は
参
加
率
は
お
い
.
か
、

年
間
に
そ
れ
を
行
う
頻
度
は
少
な
い
。
逆

に
ス
ポ
ー
ツ
や
感
味
活
動
は
家
族
の
参
加

率
は
あ
ま
り
官
同
く
怠
く
て
も
、
そ
れ
を
行

っ
て
い
る
人
の
活
動
頻
度
は
お
い
も
の
が

多
い
。
日
待
型
活
動
と
非
日
常
盤
活
動
の

相
違
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
箆
婆
だ
と
い
え
る
。
こ

こ
で
は
表
1

(前
号
掲
鍛
)
の
B
側
、
年

間
平
均
活
動
閉
数
の
大
小
に
注
目
し
て
み

よ
う
。まず
、
部
門
別
に
み
る
と
、
A
7
述
べ
た

よ
う
に
行
楽

・
旅
行
部
門
は
概
し
て
活
動

回
数
は
少
い
が
、
そ
れ
に
対
し
、
飲
食
、

ゲ
l
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
日
常
型
余

暇
活
動
は
活
動
回
数
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
、
助
問
昧

・
創
作
は
、
活
動

回
数
の
多
い
も
の
と
少
な
い
も
の
の
両
，
方

が
浪
夜
し
て
い
る
。

表
ー
よ
り
、
活
動
回
数
の
多
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

-
ベ
ス
ト
"
を
ぬ
き
.た
し

た
の
が
袋
3
で
あ
る
。

こ
れ
.
か
示
す
よ
う

に
、
上
位
は
ス
ポ
ー
ツ
、
政
昧

・
創
作
分

野
の
活
動
.
か
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
参

加
率
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
古
川
く
な
い
余
暇

活
動
で
あ
る
。
し
か
し
家
庭
で
こ
れ
ら
を

楽
し
ん
で
い
る
人
は
、
継
続
的
に
こ
う
し

た
活
動
を
行
う
い
わ
ゆ
る
愛
好
者
.
か
多
い

わ
け
で
あ
る
。
特
に
け
い
こ
ご
と
の
場
合

は
活
動
回
数
.
か
き
わ
だ
っ
て
多
く
、
女
性

を
中
心
と
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と

し
て
重
要
な
位
訟
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

み
て
と
れ
る
。
そ
の
他
の
も
の
も
、
大
体

(財)余暇開発センター

加
家
族
は
か
な
り
務
い
頻
度
で
活
動
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ば
マ
ニ
ア
型
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

最
後
に
@
僚
域
に
位
置
す
る
も
の
は
、
参

加
率
も
活
動
回
数
も
少
な
い
も
の
で
、
一奉

仕舶
に
よ
る
活
動
が
ま
.た
普
及
し
て
い
な
い

状
態
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。
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動物国
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制t1i ~気汚

ヒ1'1:::;'7 タ信と:

歯 a
に
お
い
て
家
彪
内
も
し
く
は
壬
の
周
闘
の

日
常
空
間
に
お
い
て
総
統
的
に
楽
し
め
る

倣
格
の
も
の
.
か
多
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー
と
い
う
と
、
行
即
席
や
外
出

(
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
外
食
な
ど
)
が
思
い
う
か
べ
ら

れ
る
こ
と
.
か
多
い
が
、
一
方
で
こ
う
し
た

秘
類
の
少
数
の
愛
好
者
が
継
続
的
に
楽
し

ん
で
い
る
タ
イ
プ
の
余
暇
活
動
が
あ
る
こ

と
も
注
目
し
て
お
く
必
婆
が
あ
ろ
う
。

ω
参
加
時
十
と
活
動
頒
度
に
よ
る
分
類

上
記
の
観
点
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー
を
考
え
る
場
合
に
、
参
加
率
と
活
動

組
制
度
の
二
つ
の
鋭
点
か
ら
余
暇
活
動
の
倣

訟
づ
け
を
考
え
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

関
2
は
、
縦
軸
に
参
加
率
、
機
軸
に
年
間

平
均
活
動
回
数
を
と
り
、
五
十
級
制
刷
の
余

暇
活
動
を
二
次
元
空
削
に
位
訟
.
つ
け
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
原
点
は
五
十
組
制
紺
酬
の

余
暇
活
動
の
参
加
率
、
年
間
平
均
活
動
回

数
の
邸
純
平
均

(参
加
率
二
0
・
七

%
、

~ • 内'
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活
動
回
数

一
0
・
四
回〉

告
と
っ
て
い
る
。

単
純
に
性
格
づ
け
る
な
ら
ば
、
同
図
で

③
領
域
に
位
鐙
す
る
も
の
は
、
日
常
型
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
い
え
る
。
参
加
者
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決~間

消

費
支
出
か
ら
見
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

日ンャ

l

M
W

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
年
間
支

出
額家
鉄
に
よ
る
余
暇
活
動
に
は
当
然
消
授

が
伴
う
。
各
々
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

に
対
し
て
ど
の
程
度
の
費
用
・か
支
出
さ
れ
、

ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
出
額

哨週平均活働問敏

ー・多

-吟い乙ごと

⑦ 

'0 
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. 創作品ピー
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は
全
体
で
ど
の
程
度
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

本
珊
削
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
余
暇
活
動

へ
の
参
加
世
帯
に
対
し
て
そ
の
活
動
(
家

族
単
位
)
へ
の
年
間
支
出
額
を
た
ず
ね
た
。

そ
の
参
加

一
世
帯
当
り
の
年
間
費
用
の
平

均
額
が
袋
4
の
A
側
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

全
世
裕
平
均
(
非
参
加
世
殺
も
含
め
た

-

世
世
帯
当
り
の
平
鈎
)
の
年
間
支
出
額
を
計

算
し
た
の
が
岡
表
の
B
欄
で
あ
る
。

A
欄
を
み
る
と
、
ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
に
ど
の
程
度
の
費
用
が
佼
わ
れ
て

い
る
か
が
わ
か
る
。
但
し
こ
の
な
か
で
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
除
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
家
族
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
重
要

な
余
暇
活
動
と
な
り
う
る
こ
と
は
飽
か
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
使
わ
れ
る
技
用
は
い
わ

ゆ
る
貨
物
の
賞
用
で
あ
っ
て
余
暇
活
動
そ

の
も
の
の
貸
用
で
は
な
い
も
の
が
大
部
分

で
あ
ろ
う
。
ま
た
余
暇
問問山地
の
財
や
サ
ー

ビ
ス
が
そ
こ
で
寅
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
他
の
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
余
暇
活
動

後
闘
の
費
用
と
し
て
計
上
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
参
加
一
世
帯
当
り
の
年
間
支
出
額
を
み

る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
余
暇
活
動
に

よ
っ
て
貸
用
の
大
き
な
差
.
か
あ
る
。
表
5

は
年
削
支
出
額
の
大
き
い
阪
に
上
位
十
伎

の
余
暇
活
動
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
海

外
旅
行
の
四
六
六
、

ニ
O
O内
を
別
格
と

し
て
、
二
位
国
内
旅
待
、
凶
位
帰
符
旅
行

と
、
旅
行
関
速
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

vー

が
上
伎
を
占
め
る
。

次
に
三
位
ゴ
ル
フ
、

五
位
ス
キ
ー
と
リ
ゾ
ー
ト
型
の
ス
ポ
ー
ツ

謹

aュ
Eヨ

昭
和
五
十
七
年
、
初
め
よ
り
発
売
致
し
て
が
り
ま
し
た
弊

社
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
「

A
L
P
-
N
E
S
K
l」
に
つ
い

て
は
皆
様
ょ
っ
絶
大
な
る
ご
好
評
を
賜
り
辱
〈
御
礼
申
し

ょ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
製
品
に
つ
い
て
は
弊
社
発
売
後
、
ま
も
な
く

商
品
名
「
S
K
|」
な
る
コ
ピ

i
基
板
を
無
断
に
て
製
造
・

販
売
し
て
い
る
側
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
行
為
を
差
し
止
め
る
べ

く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
侵
害
を
理
由
と

し
、
仮
処
分
の
申
請
を
致
し
て
レ
わ
り
ま
し
た
処
、
昭
和
五

十
七
年
五
月
二
十
一
日
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
ニ
十
九

部
は
『
」
れ
を
認
め
仮
処
分
の
決
定
を
下
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
決
定
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
業
界
の

健
全
な
発
展
と
秩
序
維
持
を
願
う
弊
社
と
致
し
ま
し
て
は
、

当
該
商
品
の
販
売
行
為
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
を
設
置
し
て

い
る
場
合
に
於
い
て
も
厳
正
な
る
態
度
で
臨
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

弊
社
は
久
ロ
位
ど
の
聞
に
築
き
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
、

相
互
の
信
頼
関
係
の
保
持
を
切
望
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
意
の
あ
る
所
を
御
理

解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
賜
り
た
く
が
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

。昭

:和
:五
:十
j七
i年
.五 :
月:

' • 
8の字型.w型など、ロケーションに合
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活
動
も
賞
用
が
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
余
暇

活
動
に
参
加
し
た
世
帯
の
平
均
支
出
額
で

あ
る
か
ら
、
参
加
者
の
少
な
い
余
暇
活
動

で
も
貸
用
が
{
両
附
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
あ
く
で

て
い
る
。
そ
こ
で
参
加
世
帯
数
と
い
う
焼

附慨
も
考
庖
に
い
れ
た
、
い
わ
ば
国
民
の
家

計
資
金
体
の
な
か
で
の
各
活
動
種
目
聞
の

比
重
を
比
較
す
る
た
め
に
、
非
参
加
世
帯

も
含
め
た
全
世
得
平
均
の
年
間
支
出
綴
の

多
い
も
の
か
ら
販
に
図
で
示
し
た
の
.
か
、

図
3
で
あ
り
、
表
6
は
そ
の
ベ
ス
ト
十
位

で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
参
加
世
帯
当
り
で
は

ず
ば
ぬ
け
た
支
出
額
の
海
外
旅
行
も
、
参

加
率
は
低
い
た
め
、
-
世
川
相
当
り
で
は
一

一
、
一

八
九
円
と
き
わ
め
て
少
な
く
な
る
。

し
か
し
表
6
で
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
で

も
全
余
暇
活
動
穣
目
中
第
五
依
の
大
き
さ

で
あ
る
。
そ
し
て
国
内
旅
行
が
全
世
帯
平

幼
で
、

三
四
、
六
三
二
内
と
第
一
位
、
同

じ
く
帰
省
旅
行
.
か
第
三
伎
と
、
国
民
経
済

全
体
か
ら
み
て
も
旅
行
関
速
の
消
費
支
出

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
消
波
支
出
の
き

わ
め
て
繁
安
な
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と

に
は
変
り
が
な
い
。
ま
た
ド
ラ
イ
ブ
、
海

水
浴
と
い
っ
た
行
楽
関
係
の
消
貨
支
出
も

予
怨
以
上
に
規
模
・
か
大
き
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
ろ
う
。

表
6
か
ら
も
う
一
つ
注
目

8
れ
る
の
は
、

二
位
外
食
、
四
位
飲
み
麗

・
ス
ナ
ッ
ク

・

ク
ラ
ブ

・
デ
ィ
ス
コ
と
い
う
よ
う
に
、
飲

食
関
係
の
余
暇
活
動
の
消
費
支
出
規
模
か

アγeザーνシeーのー縫*""均年間支出額
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長5
予
想
以
上
に
大
き
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

消
貨
の
商
か
ら
み
れ
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
の
大
き
な
都
分
が
旅
行
、
行
楽
、

飲
食
に
関
連
す
る
領
織
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

師
一
世
帯
平
均
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ

ー
消
沈
支
出
織
成

表
4
よ
り
、
各
々
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー
へ
の
支
出
ド微
を
積
み
上
げ
た
}
世判官

平
均
の
年
間
消
資
支
出
制
聞
は
ニ
二
八
、
九

五
八
円
と
な
っ
て
い
る
(
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
質
問
は
除
い
て
い
る
)
。
ち
な
み
に
総

理
府
家
計
調
笈
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
五
年

の
レ
ジ
ャ
ー
関
迷
支
出
(
こ
こ
で
の
レ
ジ

ャ
ー
費
目
と
若
干
範
闘
が
即興
な
る
し
、
家

族
余
暇
以
外
の
倒
人
の
余
暇
活
動
費
用
も

入
っ
て
い
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な

い
が
)
を
み
る
と
、
ニ
七
一

、
四
O
六
円
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W

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
時
期

家
族
の
余
暇
活
動
は
ど
の
よ
う
な
時
に

な
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
余
暇
活
動

に
参
加
し
た
世
帯
に
、
そ
の
活
動
を
ど
の

よ
う
な
時
に
し
た
か
ゆ
を
答
え
て
も
ら
っ
た

結
集
が
図
6
で
あ
る
。
ま
た
表
8
は
そ
の

結
果
を
参
加
時
期
毎
に
集
針
し
直
し
、
ベ

ス
ト
十
位
径
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
余
暇
活
動
が
平
日
か
通
常

の
休
日

・
祭
自
の
ど
ち
ら
か
に
集
中
し
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
休
暇
の
比
率
が
高
い

余
暇
活
動
は
僅
か
し
か
な
い
。
行
楽
は
、

海
水
浴
を
品
開
い
て
通
常
の
休
日

・
祭
日
に

集
中
し
て
い
る
。

旅
行
は
海
外
旅
行
を
除

い
て
は
、
夏
期
休
暇
(
三
家
の
最
も
主
要

な
働
き
手
の
)
が
最
も
多
い
。
但
し
旅
行

関
係
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
は、

他
の

フ
?
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
ほ
ど
特
定
の
時
期

に
集
中
し
て
お
ら
ず
、
か
な
り
分
散
し
て

令。‘。“
.
A
w
-
-

実

-
R

企

や

依

..・a・."
-
n
a
a
手

続

，、

" 
-・

• 

舎

の

働

喝

の

働

Aw

・

家

-唄

&

手

段

... 命旬11i'除~.~奮の‘~.表彰lJI・....院の，ら
A {tl¥9:・.，寺.飲食 ダ-.・4

m
a艇
と

あ
e
-
m

，思

-・
" 

え

-

a
Z
7
銚

い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

飲
食
、

ゲ
ー
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
、

平

日
に
な
さ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
が
、

中
心
は
や
は
り
通
常
の
休
日

・
祭
日
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
平
日
.
か
主
カ
の
体
操

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
ジ
ョ
ギ
ン
グ

・
マ

ラ
ソ
ン
、
変
則
休
暇
の
比
率
が
高
い
水
泳

(プ
ー
ル
で
の
)
、
キ
ャ
ン
プ

・
登
山
を

除
い
て
、

他
は
す
べ
て
通
常
の
休
日

・
祭

日
中
心
で
あ
る
。

趣
味
・
創
作
部
門
は、

外
へ
出
か
け
て
い
く
タ
イ
プ
の
活
動
を
除

い
て
、
抽
出
は
す
べ
て
平
日
と
休
日

・
祭
自

の
両
方
な
苫
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。

ま
た
、
表
8
か
ら
は
、
日
本
人
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
が、

平
目
、
週
休
・
抑
制

目
、
年
末
年
始
、
夏
休
み
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
毎
に
ど
の
よ
う
な
級
相
に
あ
る

か
を
見
て
と
れ
る
。
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
も
、
こ

の
数
字
は
ま
ず
妥
当
な
数
字
と
み
て
よ
い

よ
う
で
あ
る
。

表
4
よ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
支

出
額
の
部
門
梼
成
を
み
て
み
よ
う
。
全
世

帯
平
均
に
な
お
す
と
、
や
は
り
録
も
支
出

額
が
大
き
い
の
は
行
楽
・
旅
行
で
一
一
三
、

O
七
五
円
、
次
い
で
飲
食
の
四
六
、
ル
ハ
二

五
円
で
、
こ
の
両
者
の
川
に
は
相
当
大
き

な
差
が
あ
る
。
し
か
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ

ャ
ー
を
消
費
商
か
ら
み
る
と
、
飲
食
.
か
意

外
と
大
さ
な
比
震
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
よ
う
。
特
に
、
飲
み
屋

・
ス
ナ

ッ

ク

ク

ラ
ブ

・
デ
ィ
ス
コ
は
独
身
男
女

か
中
年
男
性
な
ど
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
単

身
で
の
余
暇
活
動
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
夫
総
や
兄
弟
な
ど
家
族
に
よ
る
消
償

額
も
窓
外
仁
大
き
い
こ
と
.
か
み
て
と
れ
る
。

ま
た
ホ
l
ム
パ
ー
テ
ィ
の
支
出
額
も
相
当

に
大
き
く
、
飲
食
レ
ジ
ャ
ー
の
な
か
で
家

族
消
紫
の
占
め
る
比
重
は
、
外
食
品
臨
業
分

野
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
分
野
で
も
、
今

後
無
視
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

全
世
帯
平
均
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

支
出
に
占
め
る
五
つ
の
部
門
の
シ
ェ
ア
を

図
4
で
示
し
た
。
行
楽

旅

行

は

フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
消
費
支
出
の
約
五
割
を

占
め
、
飲
食
は
二
割
を
占
め
る
。
ス
ポ
ー

ツ
と
趣
味

・
創
作
は
何
者
あ
わ
せ
て
四
分

の一

強
を
占
め
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ゲ
ー
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
個
人
的
性

格
の
強
い
余
暇
活
動
で
あ
る
た
め
、
家
族

関
巡
の
余
暇
消
費
の
四
%
穏
度
し
か
占
め

な
い
。
な
お
、
行
楽
と
旅
行
を
わ
け
る
と
、

行
楽
四
一
、
七

}
O問
、
旅
行
七
一
、

三

六
五
円
で
、
回
数
は
少
な
く
て
も
年
間
支

出
額
で
は
や
は
り
旅
行
の
カ
・
か
は
る
か
に

大
き
い
。
旅
行
だ
け
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
消
賀
支
出
額
の
三
-
%
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。

何

家
族
参
加
パ
ヲ
l
ン
か
ら
見
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

こ
れ
ら
の
余
暇
活
動
は
ど
の
よ
う
な
家

族
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
な

8
れ
て
い
る
か
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
回
答
者
の
家
族
構
成
に

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
し
か
し
余

暇
活
動
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

余
暇
活
動
に
よ
っ
て
そ
れ
に
参
加
す
る
家

族
パ
タ
ー
ン
に
は
お
の
ず
か
ら
差
異
が
で

て
く
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

図
5
は
そ
れ
ぞ
れ
の
余
暇
活
動
に
参
加

し
た
世
帯
の
、
そ
の
活
動
を
し
た
と
き
の

家
族
の
組
合
せ
を
マ
ル
チ
ア
ン
サ
l
で
回

答
し
て
も
ら
っ
た
結田
端
で
あ
る
。
ま
た
、

表
8
は
そ
の
回
答
結
果
を
家
族
の
叩
組
合
せ

毎
に
-舟
集
計
し
て
、
パ
ス
卜
十
に
並
べ
た

も
の
で
あ
る
。
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帥

四
季
の
休
暇
に
お
け
る
行
楽
と
銀
行

と
こ
ろ
で
以
上
の
調
査
結
架
か
ら
は
、

一
一部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ジ
ャ
ー
は
平
日
お
よ
び
通
常
の
休
日
・

祭
日
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
休

暇
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
で
て
い
な
い
。
そ

こ
で
通
常
の
週
休

・
祭
日
以
外
の
四
家
の

休
暇
に
お
け
る
家
鉄
の
余
暇
活
動
の
笑
態

を
採
る
た
め
、
袋
、
夏
、
秋
、
冬
の
四
つ

の
季
節
の
休
暇
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で
の

行
楽
と
旅
行
(
い
ず
れ
も
家
版
に
よ
る
)

の
参
加
実
態
を
た
ず
ね
て
み
た
。
そ
の
結

果
を
示
し
た
の
が
図
7
で
あ
る
。

本
絢
査
の
場
合
会
国
調
査
で
、
あ
ら
ゆ

る
戦
業
の
世
格
が
含
ま
れ
る
た
め
、
休
日

制
度
に
つ
い
て
は
、
都
市
の
勤
め
人
か
ら

惣
定
芯
れ
る
か
な
り
絞
っ
た
制
度
と
は
即
興

な
る
状
態
に
あ
る
世
帯
も
多
い
。
翻
意
瓦
対

象
と
な
っ
た
世
帯
の
う
ち
、
「
遡
休

一
日
」

が
凶
O%
も
あ
り
、

8
ら
に
「
き
ま
っ
た

休
み
が
な
い
」
世
帯
.
か
一

三
%
も
あ
る
。

こ
れ
ら
ニ
つ
で
五
割
を
越
え
る
わ
け
で
あ

る
。
残
り
は

「遡
休

}
日
半
」
一
一

%、

「月一

1
三
回
週
休
二
日
」
一

九
%
、
「完

全
週
休
二
日
」
一
-
%
、
「
そ
の
他
」
四

%
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

不
完
全
も
含
め
週

休
二
日
制
の
世
幣
は
三
O
%
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
ぜ
い
か
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
四
季

行突ー銀行

噌g..tro
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都
門
別
に
み
る
と
、
ま
ず
行
楽

・
旅
行

部
門
は
「
失
婦
と
子
供
」
の
組
合
せ
.
か
圧

倒
的
に
多
い
。
何
よ
り
も
行
楽
や
旅
行
は
、

子
供
を
含
ん
だ
余
暇
活
動
と
し
て
代
表
的

な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
外

は
海
外
旅
行
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
部
門
で
は
、

「
夫
婦
と
子

供
」
の
組
合
せ
が
や
は
リ
多
い
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
パ
タ
ー
ン
も
多
く
な
っ
て
、

家
族
形
態
は
多
様
化
し
て
く
る
。
窓
外
と

多
い
の
は
、
「
そ
の
他
の
組
合
せ
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
三
世
代
家
族
の
場
合
の
狙
父
・

狙
母
と
そ
の
成
人
し
た
子
供
の
組
合
せ
や
、

兄
弟

・
姉
妹
の
抑
制
合
せ
か
ら
く
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。
麻
雀
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
ゴ
ル

フ、

創
作
ホ
ビ
ー、

け
い
こ
ご
と
な
ど
、

子
供
に
は
む
か
な
い
成
人
型
余
暇
活
動
に

こ
れ
.
か
多
い
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
「
失
鮒
だ
け
」
と

い
う
パ
タ
ー
ン
の
余
暇
活
動
は
窓
外
と
少

な
い
。
五
O
%
以
上
で
は
飲
み
屋

・
ス
ナ

ッ
ク
等
.か
あ
る
だ
け
で
あ
り
、

三
O
%
以

上
で
は
こ
れ
に
海
外
旅
行
(
新
婚
旅
行
が

か
な
り
入
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
)
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
パ
チ
ン
コ
、
カ
ラ
オ
ケ
、

回
線
大
工
、
帥幽芸

・
庭
い
じ
り
が
加
わ
る
内

大
体
に
お
い
て
都
市
型
レ
ジ
ャ
ー
と
一

部

の
鑓
昧
活
動
に
限
ら
れ
て
お
り
、
行
楽

・

旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
き
わ
め
て

少
な
い
。
現
在
の
わ
が
悶
に
お
い
て
は
、

夫
婦
単
位
の
余
暇
活
動
の
占
め
る
比
蚤
は

ま
だ
概
し
て
低
い
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
表
7
に
見
る
よ
う
に
、
用
抑
制
帆
と

子
供
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー

ム
、
ホ
ビ
ー
に
参
加
が
多
く
、
女
殺
と
子

供
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、
外
出
や
行
楽
型
の

レ
ジ
ャ
ー
に
参
加
.
か
多
い
こ
と
も
注
目
す

べ
き
だ
ろ
う
。

同

参
加
時
期
か
ら
見
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

日ンャ

l
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1. 

の
休
暇
(
祭
日
や
白
眼
目
も
連
続
し
て
い

る
場
合
は
そ
の
な
か
に
含
む
)
の
日
数
は

予
想
以
上
に
低
い
。
も
っ
と
も
主
要
な
働

き
手
の
逮
続
し
て
休
人
.
に
日
数
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
正
月
休
み
に
つ
い
て

は
、
な
し
(
全
く
休
ま
な
か
っ
た
も
し
く

は
-
日
し
か
休
ま
な
か
っ
た
)
が
-
O
%、

容
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
同
じ
く
三

O

%
、
変
則
休
暇
が
二一

%
、
秋
の
巡
続

し
た
休
み
に
つ
い
て
は
五
O
%
も
あ
っ
た
。

企
業
の
雇
用
者
以
外
の
勤
労
者
に
と
っ
て

は
、
通
常
の
週
休
以
外
の
ま
と
ま
っ
た
休

暇

(連
休
)
は
ま
だ
縁
遠
い
人
が
多
い
と

い
う
こ
と
を
一感
じ
♂
せ
る
結
果
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
平
均
休
日
日
数
は
、
図
7

の
川
が
示
す
よ
う
に
正
月
休
み
五

・
三
日
、

春
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ニ

・
七
日
、

延
期
休
暇
四

・
O
日
、
秋
の
連
続
休
み
一

・

五
日
と
、
や
や
低
め
に
感
.
し
さ
ぜ
る
日
数

と
な
っ
て
い
る
。

但
し
こ
れ
は
「
連
続
し

た
休
み
な
し
」
と
答
え
た
世
械
も
含
め
た

全
世
帯
の
平
均
で
あ
る
。
こ
の
「
な
し
」

と
し
た
世
帯
に
は
一

日
だ
け
休
ん
だ
世
帯

も
相
当
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
も
す
べ

て
0
と
し
て
平
均
回
数
を
出
し
た
た
め
、

そ
の
意
味
で
も
や
や
依
く
結
果
が
で
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
「
な
し
』
と
い
う
世
帯

を
除
い
て
、
連
続
し
た
休
み
を
と
っ
た
世

管
の
み
に
つ
い
て
平
均
休
日
日
数
を
と
る
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と
、
正
月
休
み
、
五

・
八
日
、
春
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
三

・
九
日
、
夏
期
休
暇

五

・
凶
目
、
秋
の
述
統
し
た
休
み
で
最
大

の
も
の
三
・
二
日
と
な
る
。

と
も
か
く
働
さ
手
の
述
続
休
暇
と
い
う

視
点
か
ら
み
る
と
、
正
月
休
み
が
夏
期
休

暇
を
日
数
で
上
ま
わ
り
、
最
も
重
要
な
休

み
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
正
月

休
み
の
場
合
、
世
恨
の
九
剰
が
二
剖
以
上

の
逮
絞
し
た
休
み
を
と
る
と
い
う
こ
と
に

よ
る
。

こ
れ
に
対
し
変
則
休
暇
は
、
な
し

も
し
く
は

一
白
し
か
と
ら
な
い
と
い
う
切

械
が
二
割
も
あ
る
が
、

こ
れ
を
除
い
た
連

続
し
た
休
暇
を
得
た
世
帯
の
平
均
休
暇
日

数
は
上
に
み
た
よ
う
に
五

・
四
日
で
、
正

月
休
み
の
五

・
八
日
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
。

長
期
休
暇
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
と
い
え

る。
次
に
こ
れ
ら
の
休
暇
に
お
け
る
日
帰
り

行
楽
の
活
動
実
態
で
あ
る
・
か
、
図
7
の
仰

が
示
す
よ
う
に、

H
品
市
り
行
楽
に
行
っ
た

世
帯
の
比
率
で
は
正
月
休
み
(
六
九
%
)

一一一一一一一一一一 一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー・・・・・・・ー・・・ーーーーーーー ーー ・・・ーーーー ーー ーーー ・・・ー 一一一 一一 一一一 一一一 一一一 一

が
最
も
多
い
。

こ
れ
は
初
も
う
で
や
年
始

ま
い
り
も
行
楽
の
な
か
に
含
め
て
い
る
た

め
で
、
同
図
印
の
日
帰
り
行
楽
回
数
を
み

て
も
正
月
休
み
が
最
も
歩
く
な
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
正
月
休
み
と
い
う
も

の
が
H
教
の
街
で
も
休
暇
と
し
て
殺
も
大

さ
な
ウ
エ
イ
ト
宏
持
つ
と
同
時
に
、
怠
外

と
そ
こ
で
の
行
楽
活
動
、
つ
ま
り
外
に
出

歩
く
こ
と
は
活
発
で
あ
る
と
い
う
こ
と
.
か

で
き
ょ
う
。
告
の
正
月
は
家
で
紛
か
に
と

い
う
通
念
と
は
か
な
り
異
な
る
過
し
方
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
岡
崎
わ
れ
る
。

し州
υ
し
旅
行
活
動
に
つ
い
て
み
る
と
、

旅
行
に
行
っ
た
世
帯
の
比
家
で
も
平
均
旅

行
臼
数
で
も
夏
期
休
暇
・
か
最
も
大
き
い
人図

7
の
凶
問
)
。
家
政
旅
行
と
い
う
面
で
は

夏
期
休
暇
が
最
も
霊
安
だ
と
い
え
る
。
但

し
正
月
休
み
も
二
四
%
の
世
世
怖
が
平
均
三
・

2
自
の
家
族
旅
行
に
行
っ
て
お
り
正
月
休

み
に
お
け
る
旅
行
活
動
も
活
発
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
わ
が
図
で
は
長

期
休
暇
が
ま
.た
}
般
化
し
な
い
状
、
況
で
、
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は
震
く
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て
強

い
も
の
が
あ
る
と
み
ら
れ
よ
う
。

次
に
注
目
↓
cれ
る
の
が
、
行
楽
レ
ジ
ャ

ー
と
し
て
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

・
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
も
現
在
の
参
加
率
が

お
い
と
問
時
に
、
将
来
の
参
加
希
望
一
率
が

そ
れ
以
上
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
中
古
9
に

よ
っ
て
も
、
制
悦
筏
参
加
し
て
い
る
世
帯
の

継
続
希
望
率
七
八
%
、
現
筏
参
加
し
て
い

な
い
世判官
の
新
規
希
望
率
三
三
%
と
、
国

内
旅
行
に
似
て
両
方
と
も
高
い
。
位
付
に
新

規
特
製
率
.
か
図
内
旅
行
に
次
い
で
高
い
こ

と
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の

=
lズ
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
、
柏
崎
昧

・
創
作
部
門

は
、
現
在
の
参
加
率
、
将
来
の
参
加
希
望

率
と
も
に
低
い
も
の
が
多
い
.
か
、

次
に
述

べ
る
よ
う
に
現
在
の
参
加
率
と
将
来
の
参

加
希
望
率
を
比
較
す
る
と
後
者
が
よ
ま
わ

っ
て
い
る
も
の
・
か
多
く
、
成
長
性
の
高
い

も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

特
に
表
9
の
E
欄
の
継
続
希
祭
比
率
を
み

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
こ
れ
ら
の
活

動
を
家
族
で
楽
し
ん
で
い
る
世
帯
の
継
続

希
望
一
率
は
他
部
門
と
比
べ
高
い
も
の
.
か
多

(:l) e侮り符無得色刷出1:>
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比恨
み
退
椛
仙ゆみ

Na
叫

馴

休

織

審
の

dB
t
AH?
〆

ク
イ

l
p

正

月

体

ら

。
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ぃ
。
と
い
う
こ
と
は
、
家
族
で
こ
れ
ら
を

楽
し
む
人
は
少
数
で
も
そ
う
し
た
人
は
き

わ
め
て
愛
好
皮
が
高
く
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
重
要
な
位
置
を
与
え
ら
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

帥

フ

ァ

ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
成
長
性

現
在
の
参
加
家
と
将
来
の
参
加
希
望
率

の
比
を
と
っ
て
、
将
来
の
成
長
住
の
指
様

と
し
て
示
し
た
の
が
図
9
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
ー
を
上
ま
わ
る
も
の
が
現
在
以
上
に

参
加
希
望
の
多
い
活
動
、
ー
を
下
ま
わ
る

も
の
が
現
在
よ
り
も
参
加
希
望
の
少
な
い

活
動
に
な
る
。

こ
う
し
た
指
揮
酬
の
方
式
で
は
、
現
夜
の

参
加
率
に
比
し
て
将
来
の
希
望
率
の
高
い

も
の
の
指
標
が
お
く
な
る
か
ら
、
図
9
を

み
る
と
現
在
そ
れ
ほ
ど
家
族
で
8
れ
て
い

な
い
余
暇
活
動
で
成
長
率
.か
上
位
に
く
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
き
わ
だ
っ
て
お
い
の
は
海
外
旅
行

で
あ
る
。

こ
う
し
た
銅
賞
で
海
外
旅
行
の

希
望
率
.
か
高
く
な
る
の
は
毎
度
の
こ
と
で

あ
る
.
か
、
そ
れ
に
し
て
も
家
嫉
の
余
暇
活

動
と
し
て
海
外
旅
行
に
こ
れ
ほ
ど
の
希
翠

iE it坂
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当

‘色

全
体
と
し
て
は
か
は
り
こ
ま
ぎ
れ
的
に
四

家
に
わ
け
て
短
い
迷
続
休
暇
を
と
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
た
め
長
期
の
家
族
旅
行
を

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
.
か
、
短
期
の

一
家
族
旅
行
(
帰
省
旅
行
も
含
め
)
を
か
な

り
の
比
率
の
世
榊
怖
が
笑
行
し
て
い
る
こ
と、

ま
た
日
帰
り
行
楽
品
。活
発
に
行
っ
て
い
る

こ
と
等
を
指
搬
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

倒

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
今
後
の
方

向同
将
来
の
参
加
希
望
率

今
後
は
ど
の
よ
う
な
余
暇
活
動
が
、
家

践
で
楽
し
む
余
暇
活
動
と
し
て
望
ま
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ボ
9
は
各
余
暇
活
動
の
現
在
の
参
加
率

と
今
後
の
参
加
希
望
怒
を
示
し
た
も
の
、

図
8
は
そ
れ
を
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
に
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
参
加
希
望
率
の

潟
い
も
の
上
位
十
位
を
と
り
だ
し
た
の
が

ポ

ωで
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
と
、
現
在
の
参
加
率
と
同
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じ
く
将
来
の
参
加
希
望
率
に
つ
い
て
も
比

率
が
古
川
い
の
は
行
楽

・
旅
行
と
飲
食
の
分

野
に
属
す
る
諸
活
動
で
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣

味
創
作
、
ゲ
i
ム

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
諸

活
動
は
全
体
と
し
て
希
京
率
が
低
い
。

特
に
め
.
た
つ
の
は
、
園
内
旅
行
へ
の
希

祭
率
が
き
わ
め
て
官聞い
こ
と
で
、
現
在
の

参
加
率
三
-
一%
(十
位
)
に
対
し
、
希
望

率
は
五
九
%
で
ト
ッ
プ
の
お
8
に
な
っ
て

い
る
。
図
8
を
み
て
も
、
現
在
の
参
加
世

帯
の
継
続
希
望
率
、
現
在
参
加
し
て
い
な

い
世
帯
の
新
規
希
望
率
と
も
に
高
い
。
現

在
の
参
加
世
世
帯
に
占
め
る
継
続
希
望
世
帯

の
比
率
八
五
%
、
税
在
の
非
参
加
世
帯
に

占
め
る
新
規
希
望
世
得
の
比
議
凶
七

%
は
、

と
も
に
会
余
椴
活
動
中
最
も
高
い
比
率
で

あ
る
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
っ
て
他
人
消

費
の
不
振
も
あ
っ
て
、
圏
内
観
光
旅
行
は

停
滞
気
味
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
・
か
、
以
上

の
結
果
か
ら
み
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
の
園
内
旅
行
に
対
す
る
佼
翠
づ
け
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が
あ
る
の
は
鴛
き
で
あ
る
。
こ
こ
二
、

三

年
海
外
旅
行
の
伸
び
に
は
か
げ
り
が
で
で

き
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
み
る
と
今
後
な

お
年
配
の
夫
婦
あ
る
い
は
子
供
づ
れ
家
族

な
ど
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
海
外
旅
行
が
相

当
に
で
て
く
る
可
能
伎
が
あ
る
。

次
い
で
成
長
性
.
か
高
く
出
て
い
る
の
・
か
、

ス
キ
ー
、
創
作
ホ
ビ
ー
と
い
っ
た
、
現
在

家
絞
で
楽
し
む
人
が
か
な
り
限
ら
れ
て
じ

る
活
動
で
あ
る
。
両
者
と
も
現
在
参
加
し

て
い
る
人
で
今
後
も
続
け
た
い
と
い
う
継

続
惑
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
に
加
え
て
、

新
た
に
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
家
族
も
相

当
に
い
る
。
こ
れ
ら
に
緩
い
て
、
潮
干
狩
、

キ
ャ
ン
プ
資
山
、

テ
ニ
ス
な
ど
、
何
か

を
や
る
タ
イ
プ
の
余
暇
活
動
、

行
楽
に
し

て
も
た
だ
漫
然
と
い
っ
て
帰
る
だ
け
で
な

く、

そ
こ
で
何
か
を
楽
し
む
と
い
っ
た
タ

イ
プ
の
行
楽
の
成
長
俊
.
か
街
く
な
っ
て
い

京捻のmw
 

雌
ゆだ

勧恨の
連
続
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Lo
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c
 

a
同
制

w
m
a
m

矧他m

aのdz
t
ル
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y

の

ク
dq
l
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止

月

休

み

」吋
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る
よ
う
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ジ
ャ
ー
の
な
か
で
も
最
も
軍
要
な
位
箆
を

占
め
る
の
は
旅
行
で
あ
り
、
近
い
将
来
の

成
長
伎
に
つ
い
て
も
こ
れ
は
変
ら
な
い
。
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一一一未来を見つめ確かな情報を届ける一一一

4章式会社 ジャr(ンレジャー

えます

11 

=ーズにの企ッフと姐... • 
平家ーは絡別の引立を賜り 、厚く お礼申し上げます。

現在好評発売中のビデオゲーム機、 「ユニオンダイス(ビデオ大

小ゲーム)Jは、弊社が開発したオリジナル製品であります。 i追っ
てこの機械を無断で模倣または、これに類似する商品として、製造・

改逃 ・販売 ・広告 ・輸出する等の行為をすること及びこれらの機械

を使用して営業することは、著作権法、工業所有権法、不正電車争防

止法等に抵触し弊社の正当な権利を侵害することになります。

つきましては、これらの行為のないよう充分にご注意賜り業界め

秩序の維持、健全な発展のために皆様のご協力をお願い申しょげま

す。

なお万一、i拳反行為があった場合は、弊社は断固たる態度で対処
する所存でございますので、ここにお知らせいたします。

昭和57年5月

.B:. 
E司E董ユ=オンタイス

9 干158世田谷区上用賀5-24 
日本商事

小川義雄

株式会社

代表取締役マ95・2156
27891 03(420) 2271 TELEX JALECO 

JAPAN LEI5URE CO.，LTD. 
5・24・9Kamiyoga， Setagayaku， Tokyo 158 

J TEL 

‘ • 
メダルゲーム機の設置巡営につきましては「メダルゲーム場運営基準」を守ってご使用下さい.
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し
か
し
こ
れ
を
別
と
す
れ
ば
、
行
楽
で
も

何
か
を
す
る
タ
イ
プ
の
行
楽
に
選
好
が
強

い
こ
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て

は
主
力
に
な
っ
て
い
な
い
が
か
な
リ
訓
練

第

2
章

-ーーーーー...ーーー

や
体
力
を
要
す
る
ス
ポ
ー
ツ
や
怨
昧

・
創

作
分
野
の
諸
活
動
に
、
現
状
に
比
し
か
な

り
高
い
希
獲
が
一
不
ヨ
れ
て
い
る
こ
と
は
今

後
の
方
向
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

昭
和
何
年
余
暇
市
場
推
計

昭
和
五
十
六
年
の
余
暇
市
湯
規
綴
の
総

額
は
、
三
五
兆
五
、
六
七
O
倦
何
で
、
昭

和
五
十
五
年
の
三
二
兆

一
、
二
八
五
総
円

に
比
較
し
て

-
0
・
七
%
の
伸
び
を
示
し

て
い
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
に
お
け
る
対

前
年
伸
び
率

一
二
・
九
%
に
比
較
す
る
と
、

鈍
化
し
て
い
る
と
い
え
る
(
表
U
参
照
・こ

こ
で
は
省
略
)
。

昭
和
五
十
六
年
の
図
民
総
生
経
(
名
目
・

迷
級
)
は
二
四
八
兆
五
、

三
三
七
億
円
と

み
ら
れ
て
お
り
、
本
年
の
余
暇
市
場
は
、

こ
れ
の

ご
凶
・
三
%
に
あ
た
り
、
さ
ら
に

同
年
の
民
間
最
終
消
賀
支
出
の
二
四

・
七

M
m
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
本
年
に
お

け
る
余
暇
市
場
の
対
前
年
比
-
O
七
%

の
伸
び
は
、
国
民
総
生
産
五

・
八
%
(
対

前
年
比
}
民
間
消
償
支
出
五

・
二
%
(
対

前
年
比
)
の
伸
び
の
い
ず
れ
を
も
上
回
つ
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て
い
る
。
ま
た
、

同
年
の
全
国
百
貨
胞
の

先
上
高
(
白
木
百
貨
庖
協
会
絢
べ
)
も
対

前
年
比
四
七
%
婚
と
過
去
最
低
の
伸
び

に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
う
ら
レ
ジ
ャ
ー
-

ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
賞
金
属
類
を
中
心
と
し

た
雑
貨
は
八

・
六
%
鴻
と
な
り
、

こ
こ
で

も
余
暇
市
場
は
鈍
化
が
比
較
的
ゆ
る
や
か

で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
の
余
暇
市
場
の
特
徴
を

ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
(
表
ロ
参

照

・
こ
こ
で
は
省
略
)
。

川

昨

年

に
比
べ
、
噌
勢
が
大
幅
に
高
ま

っ
た
も
の
と
し
て
、
装
身
自
h

(

二
三

・
四

%
婚
〉
と
ゲ
1
ム

(
}
六
八
%
精
)
が

挙
げ
ら
れ
る
。
装
身
具
に
つ
い
て
は
、
昨

年
来
の
金
ブ

1
ム
が
本
年
に
入
り
拍
車
が

か
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
兵
珠
に
つ
い

て
も
問
機
に
噌
勢
.
か
強
ま
っ
て
い
る
。
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"の偽「創造Jと「情緒」この2つは、古来から人間社会のよに、大きく影響し合っ
てきました。新らしい創造が異質の情絡をつくり出し、 又その情緒か.好奇

心と冒険心をE古傷させ、新たな創造へと進展してきました。その中て;.11遊
びかは双方に限りなく影響を与え、その時代を特徴づけるものとして今日

にいたっています。現在、 エレクトロニクス時代を迎えf遊びかの質も大
きく変貌し、 LSI・マイクロプロセッサーなと・の採用でゲームマシンも来来

を志向し、その鉱がりは宅々害事の世界ヘ導きつつあります。-~く先進綬
術を駆使したこチブツはこれからも鈴代の求める製畠をお届けしていきま

す。ご愛顧いただいております対局マージャン ー五自宅よらぺにつづいて今

後共、よろしくお願い申し上げます。 ... • 1171 .，ぃ:r: t 
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ω9 
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
麻
従
が
週
休
二
日
制

の
持
及
に
伴
な
い
土
脱
臼
の
遊
技
人
口
が

減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
間
の

地
勢
の
鈍
化
か
ら
つ
い
に
減
少
に
転
じ
た

も
の
の
、
五
十
年
代
に
入
り
低
迷
を
続
け

て
い
た
パ
チ
ン
コ
が
高
品
開
発
の
努
力
も

あ
り
、
大
幅
に
m
加
し
た
。

ω
シ
ェ
ア
が
小
き
く
余
暇
市
場
全
体
の

動
向
を
左
右
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
ス

ポ
ー
ツ

(
一
五

・
九
M
m
m
)
、
創
作

・
感

味
{
一

0
・
二
M
m
m
)
も
堅
調
で
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
近
年
の
ブ
i
ム
を
反
映
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
服
お
よ
び
周
H
R
.か
前
年
に

引
続
き
大
艇
に
伸
び
た
ほ
か
、
側
人
競
技

ス
ポ
ー
ツ
で
、
ゴ
ル
フ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の

人
気
.
か
復
活
し
、
堅
調
に
推
移
し
た
。
創

作
品
四
味
で
は
、
一
眼
レ
フ
や
8
ミ
リ
の

不
阪
か
ら
力
メ
ラ
が
悪
か
っ
た
が
、
最
近

の
自
己
実
現
欲
求
の
高
ま
り
を
反
映
し
て、

災
術
総
留
が
、
ま
た
居
住
環
境
形
成
の
大

き
な
嬰
繁
と
し
て
定
器
し
始
め
た
花
、
栃

木
が
大
き
く
伸
び
た
。

ω
余
暇
市
場
に
大
さ
な
シ
ェ
ア
を
待
つ

移
動
、
つ
き
あ
い
お
よ
び
鍛
貨
は
、
そ
れ

ぞ
れ

一
五

・
四
%
か
ら
一
O
五
%
、
八
・

八
%
か
ら
五

・
O
M
河
お
よ
び
二
五

・
六

%

か
ら

一
九
五
%
へ
と
い
づ
れ
も
昨
年
に

比
べ
地
勢
が
大
幅
に
鈍
化
し
た
。
余
般
市

場
で
最
大
の
シ
ェ
ア
(
三
五

・
八
%
)
を

持
つ
移
動
で
は
、
乗
用
車
、
ガ
ソ
リ
ン
お

よ
び
自
動
車
修
理
(
三
者
合
せ
て
移
動
の

六
八
%
を
占
め
る
)
に
お
い
て
伸
び
が
大

幅
に
減
少
し
た
が
、
旅
行
に
関
し
て
は
、

ーーーーーーーーーーーー・・・・・・・...._--_.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーー・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーー

園
内
、
海
外
と
も
に
昨
年
に
比
べ
回
復
の

兆
し
が
み
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
旅
行

カ
バ
ン
も
堅
絢
で
あ
っ
た
。
つ
き
あ
い
に

つ
い
て
は
、
日
本
泌
を
除
く
泊
類
が
順
測

な
伸
.
ひ
を
み
ぜ
た
が
、
消
涼
飲
料
は
波
打

ち
の
感
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
酒
は
こ
れ

ま
で
の
減
少
傾
向
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ

た
。
鑑
賞
部
門
で
は
、
レ
コ
ー
ド
が
大
幅

に
減
っ
た
ほ
か
、
音
響
機
穏
や
入
場
料
が

伸
び
悩
ん
.
た
こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
し
て

の
僧
加
率
が
か
な
り
鈍
化
し
た
が
、

V
T

R
が
昨
年
に
引
き
続
き
依
附
惜
し
、
ス
テ
レ

オ
の
工
切
に
も
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
た

こ
と
か
ら
こ
O
%
近
い
伸
び
を
み
せ
た
。

凶
け
い
こ
ご
と
は
、
シ
ェ
ア
は
小
さ
い

が
全
体
と
し
て
は
-
五

・
九
%
の
伸
び
で

あ
り
、
そ
の
中
で
は
手
づ
く
り
の
和
洋
裁
、

編
物
、
手
芸
等
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
。

ま
た
日
祝
日
間
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
マ
ン
ガ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
絞
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
モ
デ
ル
.
か
ニ
桁
台
の
伸
び
を
み
せ
た
も

の
の
、
そ
の
他
の
品
目
が
振
わ
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
三

・
O

%
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
た
。

山
間
ギ
ャ
ン
ブ
ル
部
門
に
つ
い
て
は
、
宝

く
じ
の
好
絢
も
あ
っ
て
、
近
年
比
較
的
順

調
に
伸
び
て
き
た
が
、

昭
和
五
4
六
年
に

は
、

-

五

%
僧
と
大
幅
な
鈍
化
を
み
せ

た
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
伸
び
悩
み
に
加

え
て
、
公
営
競
技
に
つ
い
て
も
、
輔
肌
給
、

輔肌艇
が
減
小
に
転
じ
、
競
馬
、
オ
ー
ト
レ

ー
ス
に
も
鈍
化
傾
向
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

い
づ
れ
も
振
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
さ
い
。
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RED 
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エスコ貿易は新しいレジャーシステムを全世界に供給し続けています。

Still the Leader in the World wide 
伽 ributionof the Ne¥附inLeisure System 

遊

び

方

・
コ
イ
ン
奇
入
れ
る
と
、
ラ
ン
プ
が
遭
わ
り
ま
す
。

-
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
ラ
ン
プ
が
止
ま
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
ね
ら

っ
て
止
め
て
下
さ
い。

・
タ
イ
ム
カ
ウ
ン
タ
ー
が
、
・
0
・
に
な
る
ま
で
何
度
で
も
、
出
来
ま
す
。

-
ロ
ボ
ッ
ト
の
と
ニ
ろ
に
ラ
ン
プ
が
止
ま
る
と
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
な
か
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
同
じ
毎
分
の
ラ
ン
プ
が
つ
き
ま
す
。

-
5
つ
の
部
骨
全
部
に
ラ
ン
プ
が
と
も
る
と
、
合
体
成
功
、
景
品
が
出
ま
す
。

〒108東京都港区三 国3-5-16 TELEX J27181 
TEL 03(455)6511(大代表)

〒556大阪市浪速区元町2・12・24・106
T E L 06 (647) 4455(代表)

〒464名古屋市千種区今池4-1・11岩田ピル
TEL 052(732) 2611(代表)

第三種郵便物銘可
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ヰ土

大阪営難所

名古屋営業所

ゲームマシン

本窃窃@[0~守口@{1ヨE記す§
SCO T8'DING CO.，I.C. 

%2::1 

海
外
テ
レ
ビ
に
再
登
場

y

逆
転
上
昇
始
ま
る
。

affiillffil官3

よげが得られる不況に強L

シンです。又、占有スぺ

収率でしかも波が少なく

ジュピターは他のゲー

①性格 ・

④金銭・ギャンプ

の 5項目を占います。

ボタンをf甲すだけで
毎週データが変わりま

ヲド

のも魅力です。

; シミヒターコンビューターウラナィ 】

~光表示管

自主新システム後光茨示管(カタカナ、アルファベッ ト、
数字を同時に表示)により操作手i慣が指示されるので、
誰にも錬作が簡単に出来ます.豆、 イルミヰー

ション効果もバッグンです.

勢を

第 190号

株式会社

1 982~手6月 15日

官油ヨ

ザ
・
力
ラ
テ

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

1台で筒替とメダル貸出しができるマルチ・ホッパ一式ディスベンサ-y

SEUセガ・両替機
国~DISPENSER (手弘之五)
.完霊でスピーテ'ィーな紙幣鍛別機

高精度を誇る新機織の紙幣畿jJlJ機は、瞬時に紙幣

を署員別。勿論、ニセ札、類似品等の不正使用を完

全にシャットアウトします。

.簡単でスムm ズな紙幣投入

紙幣投入は千円札、五百円札、ともに表、裏、長

手4方向に受け入れますので、利用者にとまどい

がありません。

.ひとめでわかる作動状況

6種類のイン・アウトメーターにより両谷、及び

メダルの貸出し状況がひとめでわかりますのでメ

ンテナンスが非常に楽になりました。

.メモリー・パックアップ方式で

利用者とのトラブルを解消

作動時に万一、停電、電源切等があっても両替の

残数を表示しますので利用者とのトラプルが防げ

ます。

ゲーム史上初の快挙F
ついにベールをぬいだ世界初の

立体ビデオ・ゲーム

好評発売中

ジ
ヤ
ン
グ
ラ

l

追
い
つ
追
わ
れ
つ
/
迷
路
に
展
開
す
る
ム
カ
デ
の

ス
リ
リ
ン
グ
な
生
き
残
り
ゲ
l
ム。

"，. 1 ，000""" 100X 10枚
"，. 500.."，. 1 00 X 5枚

￥100.. lo' 10x 10枚

￥1，000"￥1 00 x 10牧

￥500..￥100X 5枚

""100"1メメダダルル×貸5出紘} 

(4422ffL) 

プレイヤーをとりこにする迫真の立体プレイ

海と空から猛攻してくる離会撃破し、司令艦を追えノ

ダイナミックな戦闘場面が自由に

えらべるテρュアル・シーン方式

まったく新しいシステムを採用した

画期的立体ビデオ・ゲーム。

いま注目のデビュー

基板販売

オプションイ士織
(ホツJ{-jJIJ売)

.デジタル・エラー・メッセージで

異常個所をすばやく発見

コイン切れ、コインシュート・トラブル等、芳一

作動に異常が出た時、その個所をデジタル表示し

ますので、すばや〈対処できます。

.組合せ方いろいろのマルチ・ホッパ一

高性能ホッパーを 2佃内蔵しておりますので、

いろいろな組合せが出来、ご希望にマッチした

使い方が出来ます。

Debut 

第三種郵便物総可

JUNGLER 

Gαme 

一→

E型主主主I~.'IIS.~量i憲沼稲Iil

両替
￥1，000嘩￥100x 10枚

lo' 500..￥100X 5紋

￥100..￥50x 2枚

Exc;t;ng 3・D

(組合せ例)

標準仕織

アップライト・タイプもあります

ゲームマシン第 190号1982年6月15日

，
サ
ブ
ロ
ッ
ク
1
3
0
0
は
株
式
会
社
セ
ガ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
と
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
と
の

共
同
開
発
に
よ
る
世
界
初
の
立
体
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム

て
す
。

国E

10綱 同時100..x 10" 
刷用叫1011'1X 6.食咽."...5目前 Z奴

• 

‘' 盲目

• 

)
 
，，， 1
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(18) 第三同邸傑物認可ゲームマシン第190号1982年6月15日ゲームマシン

ザルを伺jせ!!' を救え子カンガルー
• • 

第三種郵使物認可

バリ一社グループがタイアップして

ツyバリコングに負17るとパンチガ
劾1:1怠くなるよ.

(敏砂)

始
コンビューター・グラフィクを駆使したディズニー映画

ロ
ン
」
の
公
開
を
機
に
、
米

国
パ
リ
1
社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、

ミ
ュ
l
レ

i
ン
社
長
)
で
は

同
プ
ロ
と
透
け
い
し
、

「
ト

ロ
ン

・
T
V
ゲ
1
ム
大
会
」

を
、
全
米
四
百
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
五
月
二
十
四
日
か
ら

開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

映
画
「
ト
ロ
ン
(4

刃。Z
)」

に
つ
い
て
は
、
A
7
な
お
わ
ず

か
な
情
報
し
か
入
っ
て
き
て

い
な
い
が
、
現
在
ウ
ォ
ル
ト

・

デ
ィ
ズ
ニ

ー
・

プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
が
制
作
中
の
も
の
で
、

T
V
ゲ
ー
ム
の
イ
メ
ー
ジ
で

生
々
と
摘
か
れ
た
未
来
派
的

な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ィ
ル

ム
で
あ
り
、
ジ
エ
フ

・
プ
リ

γ
ジ
ス
と
デ
ピ
γ
ド

・
ワ
ー

ナ
ー
が
主
泌
し
て
い
る
。
こ

の
映
画
の
特
徴
は
、
今
ま
で

の
映
画
フ
4
ル
ム
に
は
な
い

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
グ
ラ
フ

ィ
ク
ス
の
技
術
を
山
相
似
し
て

お
り
、
し
か
も
こ
の
技
術
な

ど
に
よ
っ
て
鋭
客
を
今
ま
で

の
フ
ィ
ル
ム
で
は
現
わ
せ
な

か
っ
た
世
界
へ
と
引
き
ず
り

込
む
と
い
う
点
に
あ
る
。
映

ウ
ォ
ル
ト
・デ
ィ
ズ
ニ
ー
-

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
映
画
「
ト

第190号

TRON大会

1982年6月15臼、‘，，
の
31
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20インチ マ95・2094/ 14インチ マ95-1736

璽量i

と:ョ
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-

手カンガ'Jll-と出会えば
1i1!iクリ戸一.

ti・1レ・• 

¥11話相官官L
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F 事理事世・
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M4画面

一
W1

1
判
明

一

一r
J
m
d
剖
U
z
b
w一

一一一町
任
P
一113薗碕第2憧面第 1画面

• 司・

回
「
ト
ロ
ン
」
金
箱
中
六
割

が
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー

・
グ
ラ
フ
ィ
ク
ス
を
使
用

し
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
グ
ラ
フ

ィ
ク
ス
そ
れ
自
体
の
映
像
も

管
場
す
る
、
と
の
こ
と
だ
。

映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

ト
ロ
ン
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作

っ
た
ア
ラ
ン
と
い
う
主

人
公
た
ち
、が、

H

プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
が
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

た
ち
M

の
い
る
災
械
な
空
間

に
入
り
込
み
、
そ
こ
で
死
を

賭
け
た
ゲ

i
ム
を
さ
せ
ら
れ

た
り
し
て
冒
険
ド
ラ
マ
が
展

開
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。

映
画
自
体
は
七
月
九
日
、
全

米
で
一
斉
公
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
映
画
の
公
開
を
機
に

パ
リ
l
社
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ

ロ
と
述
け
い
し
、
ま
ず
ミ
7

ド
ウ
ェ
1
社
を
通
じ
て
、
映

画
「
ト
ロ
ン
」
か
ら
く
る
コ

ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
T
V
ゲ

米
国
エ
キ
シ
デ
ィ
の
新
作
T
V
ゲ
l
ム
は

か
く
れ

メ
イ
ズ

一寸

Jえ

ッ
パ

l
E」

米
m例
エ
キ
シ
デ
ィ
社
(
・
本

社
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
川
サ
ニ

|
ベ
イ
ル
、
カ
ウ
フ
マ
ン
AHA

U
R
)

か
ら
、

T

V
ゲ
ー
ム
新

製
品

「
ベ
γ
パ

l

H
」
が
五

月
二
十
四
日
付
で
発
表
さ
れ

た。
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ー
ス
自
体
は
例
制
さ
れ
て
い
る

の
が
変
っ
て
い
る
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
四
方
向
レ
バ
ー
を
操

作
し
、
主
人
公
の
ベ
ッ
パ
ー

を
動
か
す
。
ペ
ッ
パ
l
は
コ

ー
ス
を
見
付
け
な
が
ら
悶
角

状
に
エ
リ
ア
を
閥
ん
で
い
く
。

こ
れ
に
対
し
、
せ
っ
か
く

出
現
さ
せ
た
コ
l
ス
を
消
し

こ
れ
は

一
級
メ
イ
ズ
ゲ
ー

ム
で
あ
る
が
、
迷
路
状
の

コ
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グ
ラ
ン
ド

・
ハ
イ
7
γ
ト
ホ

テ
ル
で
、
ま
た
最
終
決
勝
大

会
は
七
月
七
日
マ
ジ
ソ
ン

・ス

タ
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
あ
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・フ
ェ
ル
ト
・
フ

ォ
ー
ル
ム
で
附
か
れ
る
。
優

勝
者
に
は
四
千
ド
ル
相
当
の

コ
マ
ン
ダ
l
・

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と、

二
千
五
百
ド
ル
相

当
の
T

V
ゲ
l
ム
機

「
卜
ロ

ン」

、
そ
し
て
一

年
制
ゲ
ー

ム
機
で
遊
べ
る
だ
け
の
二
百

六
十
ド
ル
相
当
の
ト
ー
ク
ン

が
与
え
ら
れ
る
。
他
に
賞
品

と
し
て
は
「
ト
ロ
ン
」
の
T

シ
ャ
ツ
や
デ
ジ
タ
ル
時
計
や
、

ハ
ン
ド
ヘ
ル
ド
ゲ
l
ム
や
、

-
家
山
腿
m
T
V
ゲ
|
ム
な
ど
が

問
泌
さ
れ
る
。

証
拠
保
全
の
仮
処
分

ミエホッパー

セ
ガ
社
の
訴
え
で
、

英
国
で
も
訴
訟
に

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
毎
ド
)
ゲ
l
ム
機
が
主
役
と
な

年
聞
か
れ
て
い
る
「
ミ
ラ
ノ
り
、

こ
れ
に
フ
リ
γ
パ
ー
な

フ
ェ
ア
」
は
、
今
年
第
六
十

ど
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機

図
を
迎
え
四
月
十
凶
日
か
ら
と
小
型
乗
物
機
が
加
わ
っ
て

二
十
三
日
ま
で
閥
か
れ
た
が
、
展
開
さ
れ
た
。
出
展
社
の
う

今
回
は
出
展
七
社
に
対
し
て
ち
最
も
大
き
い
の
は
ザ
ツ
カ

無
断
コ
ピ
1
口
聞
の
誌
拠
保
全

リ

ア

社

(本
社
ボ
ロ
l
ニ
ャ
、

の
仮
処
分
が
行
な
わ
れ
る
な
マ
リ
オ

・
ザ
ッ
カ
リ
ア
社
)

ど
お
題
の
多
い
も
の
に
な
っ
た
。
で
同
社
製
T
V
ゲ
l
ム
「
ス

展
示
会
「
ミ
ラ
ノ
フ
ェ
ア
」
コ

l
ピ
オ
ン
」

、
同
社
製
フ

の
う
ち
A
M
機
関
係
で
は
、

リ

ッ
パ

|

「
ピ
ン
ポ
l
ル
チ

相
変
ら
ず
T
V
(
7
1
ケ
|

ヤ
ン
プ
」
な
ど
を
出
品
し
、

て
し
ま
う
、
目
玉
だ
け
の
郷

魔
物
が
出
て
く
る
。
ベ
γ
パ

ー
は
エ
リ
ア
を
閥
ん
だ
時
、

し
ば
ら
く
の
聞
こ
の
郷
際
物

の
動
き
を
封
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。
フ
ル

・
オ
ー
デ
ィ
オ

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
脊
甥
効
果

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

匿璽

コインホッパーCH・5
〈特徴〉

'象年の箆繍と緩S置で作り」ニげ定.小型で'iI実
な綾織をもっ“コインホッパー"
2コインを排出する位置は高く、全保の高さ1<1;

ftも低い.
3.サイズガ自由l之交燥できる(20φ -30φ}
4.円豊富のうしるに、ストラスト・べ戸リングガ

入っているのでブレガ怠い.
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・モーター ・定格時間連続
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サーマル・ プロテクター内蔵、
瞬間停止装置亙び冷却ファン付

・使用可能コイン径21φ-30φ
・カウント周検知:近接スイッチ

ー
ム
機

「
ト
ロ
ン
」
を
側
発

し
、
こ
の
T

V
ゲ
l
ム
出
向
を

用
い
た
「
ト
ロ
ン

・
T
V
ゲ

ー
ム
大
会
」
を
ゲ
l
ム
場
チ

ェ
ー
ン
、
ア
ラ
ジ
ン
ズ

・
キ

ヤ
ツ
ス
ル
全
米
四
百
庖
で
五

月
二
十
四
日
か
ら
展
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
(
ミ
ッ
ド
ウ

ェ

l
社
、
ア
ラ
ジ
ン
ズ
キ
ャ

ツ
ス
ル
社
は
と
も
に
パ
リ
l

社
の
子
会
社
)
。
ゲ
ー
ム
機

と
し
で
は
新
製
品
発
表
を
兼

ね
る
こ
の
T

V
ゲ
1
ム
大
会

は
七
週
間
開
催
さ
れ
る
予
定

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
の

三
ラ
ウ
ン
ド
決
勝
で
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
初
め
の

ニ
ラ
ウ
ン
ド
は
七
月
六
日
、

• 

• 

• 

• 

(Exidy) 

今
秋
以
降
に
公
開
の
予
定
だ
ル
ド

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク

が
、
ま
だ
時
期
な
ど
は
米
定
。
社、

⑥

8
8
フ
ァ
パ
l
グ
ラ

ス
位、

⑦
エ
レ
ク
ト
ロ
ナ
l

W
M
S社
は

ロ

ポ

ト

ロ

ン

で

ロ
炉
。
い
い
ガ
社
側
は
こ
れ
ら

デ

ィ

ズ

ニ

ー

プ

ロ

と

訴

訟

に

に

対

し

、

ミ
ラ
ノ
裁
判
所
で

約
二
週
間
に
及
ぶ
訴
訟
手
続

-
方
、
映
画
「
ト
ロ
ン
」
れ
に
対
し
、
ス
ト
ロ
ー

ル
社
主
を
進
め
、
や

っ
と
延
世
担
保

に
関
連
し
て
米
国
ウ
ィ
リ
ア

長
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
の
全
の
仮
処
分
決
定
が
下
り
、

ム
ズ
社
(
本
社
シ
カ
ゴ
、
ス

T
V
ゲ
ー
ム
機

司
ロ
ポ
ト
ロ
執
行
さ
れ
た
も
の
。
い
く
ら

ト
ロ

ー
ル
社
長
)
が
、
ウ
ォ
ン

2
0
8
4
』
と
デ
4
ズ
ニ
コ
ピ
ー
が
日
常
化
さ
れ
て
い

ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

・
プ
ロ
ー
ブ
ロ
の
映
画
で
佼
わ
れ
て
る
と
は
言
え
、
そ
れ
ら
が
必

ダ
ク
シ
ヨ
ン
に
訴
え
ら
れ
る
い
る
叫
ト
ロ
ン
』

と
い
う
語
ら
ず
し
も
放
置
さ
れ
る
こ
と

と
い
う
事
件
が
起
つ
で
い
る
。
と
の
聞
に
は
、
絶
対
に
い
か
の
な
い
点
が
強
調
さ
れ
て
い

デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ロ
の
主
張

な
る
相
時
間
関
係
も
存
在
し
な
る
。

に
よ
る
と
、
同
プ
ロ
に
倫
利
い
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ロ
の
主
な
お
セ
ガ
社
側
で
は
、
英

の
あ
る
「
ト
ロ
ン
」
と
い
う
張
に
は
な
ん
ら
法
律
的
メ

ッ
闘
で
も
コ
ピ
ー
ャ
l
に
対
す

話
(
ワ
l
ド
)
を
ウ
ィ
リ
7
ト
が
な
い
」
と
態
度
を
.敬
化

る
必
判
所
決
定
を
四
月

F
旬

ム
ズ
社
が
無
断
で
佼
っ
て
い
さ
せ
て
お
り
、
今
後
の
逃
印刷

機
得
し
て
い
る
。
こ
れ
は
T

る
|
!
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

V
ゲ
ー
ム
「
フ
ロ
ッ
ガ
l
」

|
|
I
l
l
li
-
-
l
i
l
1
I
ll

i
-

-

ー

の
無
断
コ
ピ
l
g
キ
ッ
ト

実

力

の

ほ

ど

を

示

し

た

。

ま

さ

れ

て

い

る

。

を

販

売

し

て

き

た

ジ

ョ

ン

・

た
モ
デ
ル
レ

i
シ
ン
グ
社
は
き
で
、
そ
れ
で
も
コ
ピ
l

リ

チ
ャ
l
ド
と
そ
の
会
社
ト

同
社
「
ド
リ
プ
リ
ン
グ
」
の
排
除
は
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ロ
ル
フ
レ
ー
ム
社
を
相
手
ど

ほ
か
狩
諸
口
聞
「
ル
1
ピ
ン
グ
L

な
い
段
階
に
来
た
。
ミ
ラ
ノ
っ
て
、
コ
ピ
|
副
聞
の
製
造
、

な
ど
の
T
Y
ゲ
l
ム
を
山
山
口
即
フ
ェ
ア
妓
終
日
の
前
日

(
問

販

光

を
一
時
必
止
め
る
よ
う

し
た
。
ル
シ
ア
ノ

・
ベ
ル
ト
丹
二
十
二
日
)
、
つ
い

に

轡

求
め
て
き
た
も
の
で
、
高
等

リ
l
ノ
社
な
ど
を
通
じ
て
、
療
官
ら
が
会
場
に
来
て
、

コ

裁

判
所
は
セ
ガ
社
の
主
張
を

米
国
ア
タ
リ
社
、
エ
キ
シ
デ
ピ
|
機
を
抑
え
た
の
で
あ
る
。
認
め
る
仮
処
分
決
定
を
下
し

イ
柱
、
セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
法
体
系
が
日
本
と
災
な
る
イ

て
、
災
国
の
コ
ピ
l
ヤ
l
た

社
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
、
タ
タ
リ
ア
で
は
、
仮
処
分
市
務
ち
に
衝
繁
を
与
え
て
い
る
。

イ
ト
l
・
ア
メ
リ
カ
社
、
ま

は
刑
事
事
件
と
し
て
行
な
う
英
国
で
は
仮
処
分
執
行
期
間

た
日
本
の
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
、
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
の
場
中
、
当
事
者
に
よ
る
穏
閉
会

コ
ナ
ミ
工
業
な
ど
の
T
V
ゲ
合
、
告
訴
に
基
づ
き
瞥
察
、
が
が
隣
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

l
ム
機
が
山
出
品
さ
れ
た
。
こ
無
断
コ
ピ
l
回
聞
を
託
拠
物
件
い
る
。

れ
ら
の
う
ち
タ
イ
ト
1
・
7

と

し

で
押
え
た
わ
け
で

、

展

こ

の
事
件
の
被
告
で
あ
る

メ
リ
カ
社
に
よ
る
製
品
に
は
一
郎
会
場
で
検
話
し
た
り
、
他
ジ

ョ
ン

・
リ
チ
ャ
l
ド
は
ト

「
ク
ラ
ム
」

、

「
エ
レ
ク
ト
に
証
拠
地
問
類
も
押
収
さ
れ
て
ロ
ル
フ
レ
ー
ム
社
以
外
に
、

ロ
ニ
ッ
ク
・
ヨ
ー
ヨ
ー
」
(
い
い
る
。
コ
ピ
l
機
は
執
行
・一民
も
う
ひ
と
つ
コ
ン
ペ
テ
4
テ

ず
れ
も
日
本
未
発
表
)
が
あ
の
管
理
下
に
低
か
れ
、
だ
れ
ィ
プ

・
ビ
デ
オ
(
C

V
)
社

り

注

目

さ

れ

る

。

も

触
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

も
所
有
し
て
い
る
。
か
れ
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
T

V
ゲ

で

あ

る

。

は

「

フ

ロ

ッ

ガ

|
」
の
コ
ピ

ー
ム
の
コ
ピ
!
の
氾
法
で
、
こ
の
訴
え
は
米
間
セ
ガ
社

i
n聞
「
ホ
ッ
パ
ー
テ
ィ
」
の

各
国
と
も
市
川
崎
は
低
迷
し
て
と
セ
ガ
・
ヨ
l
ロ
γ
パ
社
(本
ほ
か
、

「
パ
γ
ク
マ
ン
」
な

お
り
、
と
く
に
英
閣
の
そ
れ
社
ロ
ン
ド
ン
)
に
よ
る
も
の
ど
数
々
の
コ
ピ
l
固
仰
を
今
ま

は
峻
滅
的
と
さ
え

3
わ
れ
て
で
、
同
社
に
俄
利
の
あ
る
T

で
に
発
光
し
て
き
て
い
る
。

い
る
。
紳
士
の
閣
と
J
わ
れ
V
ゲ
l
ム
「
フ
ロ
ッ
ガ
l
』
こ
と
に
さ
き
ほ
ど
の
A

T

E

る
英
国
で
す
ら
こ
う
だ
か
ら
を
無
断
で
コ
ピ
ー
し
た
も
の
(
一
月
)
で
は
C
V
社
出
展

コ
ピ
ー
の
胤
潮
の
強
い
イ
タ
を
出
品
し
て
い
た
と
し
て
、

小

間

で
「
コ
ピ
ー
は
向
闘
に

リ
7
は
さ
ぞ
か
し
峻
滅
的
と
次
の
七
社
を
相
手
ど
っ
て
訴
で
き
る
」
と
容
い
た
看
板
を

岡
崎
わ
れ
る
が
、
さ
に
あ
ら
ず
、
え
で
い
た
も
の
。
①
デ
ィ

コ

出

し
た
り
し
て
い
た
が
、
ォ

無
断
コ
ヒ
ー
が
日
常
化
し
て
マ
社
、
②
ド
ミ
ノ

・
エ
レ

ク

リ

ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
に
訴
え

い
る
中
で
比
般
的
安
定
し
た
ト
ロ
ニ
ク
ス
社、

③
D
G

M

ら

れ
、
今
は
か
な
り
弱
っ
て

T
V
ゲ
l
ム
市
場
が
あ
る
と
社
、
@
B
E
M
社
、

③

ワ
|

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
映
画
「
ト
ロ
ン
」
は

日
本
で
は
点
玄
の
配
給
で
、

Pepper n 



は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
終
日

活
況
を
呈
し
て
い
る
の
が
阪

急
束
通
り
商
庖
街
。
こ
の
通

り
は

ρ

キ
タ
仰
の
中
心
拘
繁

繁
衝
で
、
飲
食
広
や
パ
チ
ン

コ
腐
な
ど
が
並
ん
で
い
る
ア

ー
ケ
ー
ド
衝
で
あ
る
。

こ
の
界
隈
の
ゲ
|
ム
場
に

つ
い
て
は
，
イ
ン
ベ

l
ダ

l

ブ

l
ム
ω

に
よ
り
急
激
に
増

え
た
の
だ
が
、
今
で
は
相
当

数
が
数
を
消
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
と
く
に
阪
急
束
通
り

商
庖
街
に
お
け
る
ゲ
|
ム
場

の
磁
衰
は
激
し
く
、

一
時
は

十
数
軒
が
ひ
し
め
き
合
っ
て

い
た
の
が
現
在
は
四
酬
の
ゲ

国
鉄
大
阪
駅
の
東
側

一
概

|
ム
場
し
か
な
く
、
姿
を
、
消

は

J
阪
急
壬
。悶
e

と
雪
一出一わ
れ
し
た
ゲ
|
ム
場
は
い
わ
ゆ
る

て
い
る
よ
う
に
阪
急
梅
図
駅
、
ピ
ン
ク
サ
ロ
ン
や
ビ
ニ
本
屋

阪
急
宵
貨
践
を
中
心
に
ナ
ピ
な
ど
に
衣
袋
、え
を
し
て
い
る
。

オ
阪
急
、
阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
そ
の
一
方
で
こ
の
界
隈
に

ル
、
阪
急
フ
ァ
イ
ブ
、
阪
急
自
立
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
の

三
番
街
、
同
十
七
獲
街

。:
が
ρ

ゲ
|
ム
喫
茶
u

な
ど
と

と
阪
急
系
列
の
ピ
ル
が
柴
中
い
う
ア
ン
グ
ラ
コ
ー
ナ
ー
で

し
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ト

S
Cで
あ
る
た
め
こ
の

工
常
ラ
ン
プ
ゲ
|
ム
を
内
容
と
し

(20) 
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Pロム

スピーカ-
5W8D、他岳援

ぐーツなら

10ヶ周

コヰクター友ぴ接続基板

20P・36P・44P
56P・基板36P

<<P 

池上通商(株)

Pロム消却君事

た
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
機
十
数

台
を
設
置
し
た
小
規
模
な
庖

で
、
こ
う
い
う
類
い
の
庖
が

数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、

ま
だ
増
加
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

き
て
阪
急
束
通
り
商
底
術

の
中
で
も
立
地
条
件
に
恋
ま

れ
た
「
ゲ
ー
ム

ス
ポ
ッ
ト

・

ニ
ュ
|
チ
ェ
ス
タ
l
」
は、

約
四
十
坪
の
フ
ロ
ア
の

T
V

ゲ
l
ム
場
で
、
テ
ー
ブ
ル
型

四
十
数
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

裂
と
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
を
各

一
台
数
誼
し
て
い
る
。
同
広

の
機
械
は
鮒
ア
ポ
ロ
の
リ
ー

ス
に
よ
る
も
の
で
、
同
社
「
リ

ノ
」
チ
ェ

ー
ン
で
展
開
中
の

一
ゲ
1
ム
十
円
の
，
チ
ャ
リ

テ
ィ
ア
ン
ン
ω

を
岡
市
拍
の
庖

一娘
に
も
設
議
し
て
い
る
。
鹿

内
は
照
度
の
宵
問
い
附
綾
照
明

が
な
さ
れ
、
明
る
く
健
全
な

ム
l
ド
が
あ
る
。
同
庖
の
巡

営
に
当
た
る
阪
急
明
塁
側
の

溝
口
営
業
部
長
は
「
脂
の
清

潔
感
と
従
業
員
の
礼
儀
作
法

を
箆
点
に
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
答
に
と
っ
て
は
プ
レ
イ

し
て
い
る
時
聞
が
大
事
な
の

だ
か
ら
、
そ
の
時
間
幣
を
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
気
を
使

っ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
場
運
営

に
つ
い
て
は
イ
ン
ベ

|

ダ

|

ブ
|
ム
以
後
、
人
気
機
帥
憾
の

サ
イ
ク
ル
が
短
か
く
な
り
苦

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
が
、

T
V
麻
雀
ゲ
ー

ム
が
新
し
い

T
V
ゲ
l

今

7

ン
層
を
開
拓
し
ロ
ン
グ
ヒ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

あ
る
程
度
安
定
し
た
収
益
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。

も
し
こ
の

T
V
麻
雀
機
が
な

います

Pロム'込鵠(メーカー保障書付}
• 1ケ用、'8ケ周

ゲームマシン

金具付押ボタンスイッチ

GAMEに関する
一 何でも

トリプルタップキースイッチ

92兎角・1同%角

• 1人2人用スイッチ
{愈付穴 24φ) 

・発射用スイッチ
{取付穴 29.3勢}

7イクロスイッチ

ファン

値下け塑笠空
押ボタンスイッチ
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直

• 

上の写真は開銀照明で清潔な雰囲気のあ

る「ゲームスポット・ ニューチzス?-J
の鹿内のようす。下の写真は同信の漫営
に当たる阪急明星側の溝口賢一営業部長

1 982~手6 月 15日

スイッチングレギュレーター

カラーディスプレイモニター
14裂・ 3棋聖・20霊・22型

同

1対 1絶縁トランス

• 

• 

• 

• 4・

ー

ー

、・
-言~極 \，\Jj .b.彊重量E盟 _lfJ-C豪語盈I

け
れ
ば
、
ゲ
!
ム
業
界
は
ひ

ど
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

た
と
思
う
。
ま
た
ゲ
ー
ム
業

界
の
低
迷
が
伝
わ
れ
て
い
る

が
、
業
界
自
体
あ
る
い
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
自
体
も
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
よ
く
な
ら
な

い
わ
け
で
、
ま
ず
そ
の
原
因

を
よ
く
調
貸
し
検
討
す
る
こ

と
が
先
決
だ
」
と
詰
る
。
な

お
同
病
で
は
ド
リ
ン
ク
サ
ー

ビ
ス
を
笑
施
し
て
お
り、

と

く
に
コ
ー
ヒ
ー
の
昧
は
向
胞

の
白
肌
慌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

「
カ
ジ
ノ
純
情

・
モ
ン
テ

カ
ル
ロ
」
は
本
病
と
姉
妹
庖

一
一析
の
計
二
軒
あ
る
。
本
内
的

は
中
二
階
と
地
下
そ
れ
ぞ
れ

五
十
坪
の
フ
ロ
ア
で
の
運
営

で
、
中
二
階
は
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
l
ム
出
械
の
フ
ロ
ア
、
地
下

は
メ
ダ
ル
ゲ
!
ム
機
中
心
め

フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
設

置
機
械
は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

ゲ
l
ム
機
約
九
十
台
、
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
取
一T
V
ド
ラ
イ
ブ

ゲ
l
ム
機
十
三
台
、
フ
リ
ッ

パ
!
凶
台
、
そ
の
他
ア
!
ケ

ネオン装置揮でアピールしている 「ウメず7J

い
ろ
い
ろ
な
人
形
や
玩
具
な
ど
を
装
飾
が
わ
り
じ

利
用
し
て
い
る
『
ヤ
ン
グ
ハ
ウ
ス
』
の
庖
内
に

τ

も
と
は
有
名
噴
茶
庖
だ
っ
た
『
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
』

の
怠
内
の
よ
う
す
で
、
終
日
活
況
在
室
し
て
い
る

橋・降などの障害を避け

時間内に登頂するゲーム

GAME 

山のぽりゲーム

第三棟郵便物認可

YAMANOBORI 

ラ
イ
ブ
ゲ

i
ム
機
三
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
四
十
台
、

ス
ロ
y
ト
中
心
に
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機
を
十
七
台
、
地
下
は

女
性
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
対

人
ゲ

l
ム
九
台
の
み
設
置
し

て
い
る
。
こ
の
対
人
ゲ
ー
ム

設
置
庖
は
か
キ
タ
e

で
は
以

前
数
宿
あ
っ
た
が
、
現
在
は

悶
庖
と
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ

ー

ク

・
リ
ノ
梅
田
庖
」
の
二
府

だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
同
広

を
運
営
す
る
側
関
凶
レ
ジ
ャ

ー
サ
ー
ビ
ス
の
渡
久
地
管
理

部
長
は

「周
辺
に
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
の
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
ア
ン
グ
ラ
コ
ー
ナ
ー
が

出
現
し
、

一
般
ゲ
|
ム
場
は

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

い
る
。
と
く
に
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
と
対
人
ゲ
ー
ム
の
答
が

ア
ン
グ
ラ
の
ほ
う
へ
流
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

l
ム
機
は
低
迷
状
態
と

言
わ
れ
る
が
、
今
後
設
道
機

緩
の
梢
成
が
ゲ
|
ム
場
巡
営

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば

T
V
ゲ
l
ム
機
は
い

ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ゲ

l
ム

内
容
の
も
の
を
箆
笛
に
設
置

し
、
幅
広
い
客
層
を
つ
か
ん

で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
そ
の
中
に
従
来
の
機
種

も
含
め
て
い
け
ば
よ
い
。
司
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
』
な
ど
は
訟

法
の
+
刀
法
に
よ
り
ま
だ

1
分

に
稼
働
す
る
の
で
、
従
来
機

を
な
く
し
て
し
ま
、
ワ
法
は
な

い
と
思
う
」
と
誇
る
。
な
お

V
ゲ
|
ム
の
爆
発
的
ブ

l
ム

は
も
う
米
な
い
と
思
う
が
、

メ
ー
カ
ー
の
開
発
努
力
に
糊
期

待
し
た
い
」
と
誇
る
。

「
カ
サ
プ
ラ
ン
カ
」
は
約

二
十
五
符
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー

ブ
ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機
三
十

台
の
ほ
か
、

T
V
ド
ラ
イ
ブ

ゲ
ー
ム
機
二
台
、
占
い
機

一

台
を
設
道
。
問
活
は
新
製
品

の
ロ
ケ
テ
ス
ト
に
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
る
。
同
応
の
林
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

『
ロ
ケ
テ
ス

ト
周
の
新

T
V
ゲ
l
ム
機
を

よ
く
設
遣
す
る
が
、
今
は
こ

コンピューターと対戦/

ボレーやスマッシュで攻撃

-テニス

TENNIS 

ー
ド
機
十
数
台
、
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機
三
十
台
で
総
機
械
台

数
は
百
五
十
数
台
。
入
口
は

豪
首
市
な
装
飾
が
な
さ
れ
、
出拍

の
前
を
通
る
人
々
の
注
目
を

集
め
て
い
る
。
胞
内
は
や
や

暗
い
感
じ
だ
が
、
曲以
・町
田
な
機

積
を
う
ま
く
レ
イ
ア
ウ
ト
し

て
い
る
。
と
く
に
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト
型
T
V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
ー

ム
機
十
数
台
を
集
中
設
置
し

て
い
る
の
は
壮
観
で
あ
る
。

「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
」
め
姉

昨
拍
は
約
一一
.十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー
ム
機

三
十
二
台
、
フ
リ
ツ
パ
l
四

台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

数
台
を
設
置
し
近
所
の
人
た

ち
を
、
F
な
対
拍
車
と
し
て
運
営

プロ

PRO 

ゲームマシン

は
根
強
<
安
定

A 

パンチカがデジタ1レ表示

スポーツタイプの応頭機

ノックダウン

れ
と
い

っ
た
決
定
的
な
も
の

が
出
な
い
よ
う
だ
』
と
怒
る
。

向
庖
で
は
府
内
に
古
い
讃
き

物
や
飾
り
な
ど
を
該
読
し
、

古
風
な
感
じ
を
出
し
て
い
る
。

「
ヤ
ン
グ

ハ
ウ
ス
」
は
約

十
点
坪
の
小
規
模
な
応
だ
が
、

畿
は
線
、
胡
具
、
自
の
斜
め
の

ラ
イ
ン
が
儲
か
れ
、
飛
行
機

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
そ
の
他
の

玩
具
も
飾
ら
れ
て
明
る
い
雰

閥
気
が
あ
る
。
設
輩
出
慌
穫
は

テ
ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ
ー
ム
機

ニ
十
数
ム
口
と
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ

ン
こ
台
で
、
売
上
げ
の
坪
効

率
は
大
変
ょ
い
と
い
う
。

「
ゲ
ー
ム
ト
ピ
ア
プ
ラ

ザ
」
は

一
階
と
地
下
そ
れ
ぞ

れ
約
四
十
坪
で
の
逮
営
で
、

-
階
は
テ
ー
ブ
ル
惣

T
V
ゲ

ー
ム
機
約
内
十
台
、

T
V
ド

し
て
い
る
。「
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
」

三
応
の
支
配
人
を
兼
ね
る
新

井
氏
は

「常
に
新
機
税
導
入

を
心
燐
け
て
い
る
が
、
会
機

械
が
リ

l
ス
で
な
く
買
い
取

り
の
た
め
、
サ
イ
ク
ル
の
一
知

い
T
V
ゲ
|
ム
機
は
ど
ん
ど

ん
倉
庫
に
積
み
上
げ
て

い
く

し
か
な
い
状
態
だ
。
今
後

T

妹
応
は
ニ
腐
と
も
テ
ー
ブ
ル

型
T
V
ゲ
ー
ム
機
中
心
で
、

本
病
向
か
い
の
病
は
地
下
、

一
階、

二
階
各
二
十
坪
の
フ

ロ
ア
が
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ
ー
ム
機
の
み
計
七
十

六
台
を
設
滋
し
、
地
下
と
二

階
は

一
ゲ
ー
ム
五
十
同
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
い
る
。
も
う

一

第190号

楽しいメロディ付・ユニ

ークなポケットを開閉/

上の写真は一見の客が多いという 「ゲーム
トピア・ プラザJの1階にて。地下は対人

ゲーム場。下の写真は悶庖を湿営する{ぽ槌
西レジャーザービスの渡久地政清管理部長

1 982~手6月 15日

紅白ゲーム
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初

一同
庖
で
は
一
{
延
期
間
内
の
客

(

一
に
対
し
、
州
せ
ん
に
よ
り
籾

一回
聞
を
進
呈
し
て
い
る
。

一

「ウ
メ
ダ
7
」
は
以
前
の

一
「
カ
ジ
ノ
ウ
メ
ダ
」
だ
が
、

一昨
年
連
営
者
が
答
わ
っ
た
。

一同
胞
は
約
四
十
坪
の
フ
ロ
ア

で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
機
と
メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
い
立
て

で
仕
切
っ
て
お
り
、
テ
ー
ブ

ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
約
四
十

台
、
フ
リ
ッ

パ
|
閉
台
、
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
を
中
心
と
し

た
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
三
十
数

台
を
設
置
。
同
腐
を
運
営
す

る
藤
村
氏
は
「
客
が
気
持
ち

よ
く
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
従

業
員
の
接
客
態
度
を
と
く
に

厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。
ゲ

ー
ム
場
は
遊
図
地
と
途
っ
て

気
艇
に
利
用
で
き
、
し
か
も

全
天
候
裂
の
娯
楽
な
の
で
レ

ジ
ャ
ー
産
業
の
中
で
も
根
強

い
業
種
に
な
る
と
思
う
」
と

語
る
。
同
底
入
口
に
あ
る
ネ

オ
ン
の
装
飾
も
集
客
力
の
ひ

と
つ
と
い
う
。

「
モ
ナ
コ
」
は
約
寸
五
坪

の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ

ル
型
T

V
ゲ

i
ム
機
の
み
十
数
台
を

設
置
し
た
底
で
、
機
緩
は

T

V
麻
雀
ゲ

l
ム
榔
慨
を
中
心
と

し
て
い
る
。
床
は
赤
、
壁
と

天
井
は
背
と
い
う
庖
内
配
色

だ
が
、
照
度
が
か
な
り
低
い
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の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

「ウ
メ
チ
カ

・
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
」
は
広
大
な
梅
田
地
下

街
に
あ
る
唯
一
の
ゲ
l
ム
場

だ
。
約
四
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

テ
ー
ブ
ル
製
T
V
ゲ
l
ム
機

四
十
数
台
を
中
心
に
、
ア
ッ

プ
ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機

八
台
、
フ
リ
ッ
パ

|
五
台
、

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
十
数

台
、
メ
ダ
ル
ゲ
i
ム
機
八
台

を
絞
送
。
同
作
拍
は
側
コ
ナ
ミ

工
業
の
新
製
品
を
ロ
ケ
テ
ス

ト
す
る
庖
で
、
同
社
の
次
期

叫
制
作
が
い
ち
早
く
門
ん
ら
れ
る
。

広
瀬
勝
底
臣
官
は
「
当
底
は
未

発
表
の
新
作
を
ロ
ケ
テ
ス
ト

し
て
い
る
た
め
、
コ
ピ
l
屈

と
思
わ
れ
る
人
が
よ
く
来
る

の
で
気
を
使
う
。
プ
レ
イ
ヤ

ー
に
は
余
り
に
気
を
佼
い
過

uc
る
と
か
え
っ
て
イ
ヤ
、
が
ら

れ
る
の
で
、
自
然
な
態
度
で

臨
ん
で
い
る
」
と
語
る
。

「プ
レ
イ
ラ
ン
ド

O
S」

は
約
三
十
坪
の
フ

ロ
ア
に
テ

ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

1
ム
機
三

十
八
台
を
中
心
と
し
て
、
ア

ァ
プ
ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム

機
十
一
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
数
台
を
設
設
。
同
底

は
昨
年
十
月
に
庖
内
を
改
裟

し
、
銀
色
の
墜
を
ク
リ
ー
ム

色
に
す
る
な
ど
全
体
に
か
な

り
明
る
く
な
っ
で
い
る
。
飯

岡
底
長
は

「鹿
内
を
明
る
く

し
た
た
め
に
答
の
貨
が
向
上

し
、
風
紀
が
よ
く
な
っ
た
」

と
諮
る
。
な
お
同
腐
を
遂
営

データ .
地
下
鉄

'

谷
町
線

阪急三沓何

梅
田
地
下
街
に
あ
る
『
ウ
メ
チ
カ
・
プ
レ
イ
ラ
ン

ド
』
に
て
。
入
ロ
に
白
ケ
テ
ス
ト
用
機
種
を
位
置

大
学
生
告
主
に
対
象
と
し
て
い
る
『
プ
レ
イ
ラ
ン

ド
O
S
』
の
怠
肉
。
奥
に
も
フ
ロ
ア
が
あ
る

す
る
関
西
カ
ク
タ
ス
仰
は
こ

の
ほ
か
有
馬
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ

ー
内
の
ロ
ケ
を
中
心
に
、
神

戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
i
内
な
ど
関

西
で
計
五
好
の
ロ
ケ
を
展
開

し
て
い
る
。

「
百
又
ゲ

1
ム
コ
ー
ナ
ー
」

は
百
二
十
坪
と
こ
の
界
隈
で

は
一
フ
ロ
ア
で
最
大
の
ロ
ケ

で
あ
る
。
設
置
機
種
も
テ
ー

ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
六
十

数
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
裂
T

V
ゲ
l
ム
機
約
六
十
台
、
コ

ッ
ク
ピ

7
ト
裂
T
V
ゲ
l
ム

機
八
台
、
フ
リ
ッ
パ

l
十

一

台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

約
十
台
、
計
約
百
五
十
数
台

と
笠
窓
だ
。
同
広
の
レ
イ
ア

ウ
ト
の
特
徴
は
、
テ
ー
ブ
ル

型
T
V
ゲ
l
ム
機
と
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
機
と
を
分
け
て

設
越
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ま

た
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
裂
に
は
イ

ス
が
技
能
さ
れ
て
お
り
、
問

機
械
の
売
上
げ
は
安
定
し
て

い
る
と
い
う
。
同
庖
の
運
営

に
当
た
る
紛
百
又
の
レ
ジ
ャ

ー
事
業
部
課
長
、
北
川
氏
は

「
気
持
ち
よ
く
遊
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り

が

一
番
の
サ
ー
ビ
ス
。
ま
た

景
品
の
進
呈
に
つ
い
て
は
ゲ

ー
ム
場
の
巡
営
上
好
ま
し
い

と
は
思
え
な
い
の
で
、
ゲ
ー

ム
大
会
な
ど
特
別
な
こ
と
が

な
い
限
り
景
品
提
供
は
し
な

い
」
と
諮
る
。
な
お
同
社
で

は
百
又
ピ
ル
二
階
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
の
空
き
フ
ロ
ア
に
も

T
V
ゲ
l
ム
機
約
二
十
台
、

フ
リ
ッ
パ

l
五
台
を
絞
訟
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
同
社
は

繊
維
の
卸
が
本
業
で
あ
り
、

問
ピ
ル
の
務
効
利
用
と
し
て

ゲ
i
ム
場
を
オ
ベ
レ

l
卜
し

て
い
る
わ
け
だ
。

な
お
こ
の
ほ
か
阪
急
百
貨

底
の
屋
上
に
五
社
の
運
営
に

よ
る
ロ
ケ
が
あ
り
、
乗
物
機

四
十
数
台
と
ア
ー
ケ
ー
ド
機

六
十
数
台
が
設
置
さ
れ
、
日

曜
、
平
日
を
問
わ
ず
子
ど
も

客
で
賑
わ
い
効
簿
の
よ
い
運

営
を
展
開
し
て
い
る
。

カサフランカ 北区lJ¥fil原町1・8、官民14・03
32、自主吉=称総華。

ヤンクハつス 小松原町1.11、宮312・1719、

i!Ë!~=福助。

モナコ 小訟原1IlJ4・9、tr312・ω22、直営=

岸図正夫。

カジノ純情 ・モンテカルロ 小総原町4.5、

n311・6069、直営=苔J11文安。

悶・姉錬后 IJ、i'il原町5・5、tr312・0795、本
従=悶主。
同.~市嫁后

字1=同上。
ゲームスポット-ューチェスター 小松原

町4・32、告361・4351、本祖=聞記急明塁側(宮

361-7381) 

つメタ7 小総原町4・23、n314・1801、芭8
=渡柑頗二。

ゲームトピア・フラザ ~WIlJ4・ 17、 n314 ・

1226、本柱=側関商レジゃーサービス (含31

4・1803)

ウメチカ ・プレイランド 3霊山町ウメチヵ3・
2、n321.4Q40、本従=コナミ紛〈宮ω・623・

8701) 

百叉ゲームコーナー 奈屋1IlJ2・16、百叉ピル

合372・1011、直営=側首叉。

プレイランドos角庄祖国5・1、tr312.9997、
本抵=関西力クタス鰍(1:r313・4552)

阪急百貨后IJ!主スカイランド 角田町8・7、

tr361・1381、本社=弱包科学僕型遊屋地調 (tr

07249.4司3063)、腕大阪銀療機製作所〈官官7

24・76.1381)、綱高ei(tr361・1381)、Cti19
濁ei(ft078 .871・1025)、軍高度額iei(ft0798 
・22・6388)の5役。

小必原町1.旬、 宮312・9964、本

• ‘' 

阪
急
乗
込

、
東
中
央
通

大
阪
環
状
線

ナビ1オ阪乏、

{ウム〈ナカ

阪
会
山
市J
-

フ
J
H
U
ル

大阪本社大阪市南区高津町四番.I T E L 06 tldOt.10101イII
テレックス J24523 BAL POND 
振込銀行住友銀行日本一支庖当座番号270270

新東京支社 東京高E港区東麻布 10 TEL 03)582.0857代 1
ノ言ーリーサービス株式会社|

• ~ トデコ改造ハーネスセツ

パリー製品レンタルいたします
わずかな予算で

全国どこへでも

レンタルいたします

手持ちの資金を費底的信用で10僑に活
用で事ます〆
・レンタル料1:1.機種や市場の栂場によ
り変動することがあ ~l す.

・1ヶ月、 1 ，告{ニ付3方円-7万円〈
らいの吾被穫がございます。
・いずれも5台以上、6ヶ月ごとの契
約となります。
・新品についてもご相援に応じて必り
ます。
例:スーパーコンチ3守、ンタル{中古)S台令
6ヶ月間レンタルした場合
小切手 ・・ ・ …"・“"“...225，000円
30日約手 ................ 225，000円
60日約手 . •. •. • . .••• ..・ 225，000円
90自約手 e 匂...........225.000円
120白約手 . • • • .• .• •. •. •. ・225，000門
150自約手 ......................225.000円
スーパーコンチネンタルS古骨の

保証'l'童話契約量軒目225万円

パリー製昂各種パーツ

PARTS 

ボーナスライン

一一…一一

POND CONTlNENTAL 

ポンドコンチネンタルデキシーランド

DIXIELAND • ' 

ー‘
i
B
a-
-
‘，

「
d
p

当ハーネスセ ッ トを取

名古屋市北区丸新町418

TEし 052901-8633

f'ih台、)7イつ"i

ニュー05

カセット式デー タイ ース ト製の箆{本(キャビネット)に、こ

のハー ネスセットを接続すれば、データイースト製の鐙{本に

他社の碁板を入れることができます。

改造作業は簡単で、当ハーネスセットの4個のコネクター

をデコのコネクターに差し込めばOKです。
各コネクターは、すべて配線ずみです。しかし、他社基板

に差しこむ36Pコネクターのみ、基板の機種にあわせて配線

しで下さい。 1I変装着すれば次回からは36Pの配線を変える
だけでOKです。
データのカセット式に戻す場合l立、

りはずせばOKです。

スピーカー用 3P、ビデオ用 6P、電源周 9P、操作盤用

50P、接続用44P、同44P基板(以上配線ずみ)、 他社基板

用 36P、マザーボード カバー、基板受け、以上 9点セット。

定価 1セット 10，000円

振込先 中京相互銀行楠町支底 当座101985

有限会社 カトウ物産E

阪ldJ-11
語、ii 1 1 1 
ホ lii t i 
T ， ， .: ¥ ¥ 
札.1...J ・ι_-_1 

:----uii-i~ {つ番街
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21台以上3分のlメダル返納%
• 

ー

メダルの処理状況改善されていない台数規模、

メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
場
の

運
営
基
準
を
重
視

前
号
に
引
統
き
、
全
国
の

「
メ

ダ
ル
ゲ

i
ム
場
」
千
九
百
七
十
七

軒
に
つ
い
て
、
前
号
同
様
に
機
穏

別
設
置
台
数
を
都
道
府
県
別
に
ま

と
め
た
の
が
、
左
の
ペ

ー
ジ
の
袋

で
あ
る
。

証
明
数
だ
け
で
み
た
場
合
、
「
メ

ダ
ル
ゲ
|
ム
場
」
の
多
い
の
は
、

安
東
京
、
②
大
阪
、
③
神
奈
川
、

④
兵
庫
、
⑤
愛
知
、
⑥
千
策
、
⑦

宮
城
で
あ
り、

逆
に
少
な
い
の
は

①
秋
岡
、
@
岨
語
、
③
助
一
線
、
@

高
知
、
⑤
福
井
、
⑥
青
森
、
⑦
宮

崎
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
分
布
は
そ
の
ま
ま
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
所
在
分
布
と
し
て
見
る
こ
と

も
可
能
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
「
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
植物
」

は
、
当
然
に
も

「
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

場
遂
営
基
準
」
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
し
、
普

察
当
局
も
そ
の
方
向
で
行
政
指
噂

し
て
き
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
疑

問
は
本
来
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

業
界
側
の
考
、
え
は
最
近
と
く
に
統

一
一
伎
を
欠
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る

傾
向
が
強
い
。
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場

で
使
用
さ
れ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ

ン
は
、
も
と
も
と
一
定
の
ル

l
ル

を
守
っ
て
こ
そ
そ
の
使
用
を
正
当

化
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
ル

ー
ル
を
踏
み
は
ず
せ
ば
賭
博
ゲ
ー

ム
に
転
落
す
る
可
能
性
が
増
し
、

市中
抽出
は
悪
化
す
る
一
方
と
な
る
こ

と
は
、
良
識
あ
る
業
界
人
な
ら
だ

れ
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
「
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場

迷
営
基
準
」
は
業
界
側
と
し
て
も

厳
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
言
え
よ
う
。

き
て
、
業
界
側
で
は
な
ん
ら
実

態
調
桐
査
を
笑
施
し
て
い
な
い
が
、

警
察
当
局
は
(
以
上
の
観
点
か
ら
)

実
態
調
査
を
毎
年
実
施
し
、
「
メ

ダ
ル
ゲ

1
ム
場
速
営
基
滋
」
が
守

ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
も
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
労

力
を
考
え
た
だ
け
で
も
大
変
な
こ

と
で
あ
り
、
毎
年
こ
う
し
た
調
査

を
笑
施
す
る
警
祭
庁
の
努
カ
は
、

行
政
指
導
の
た
め
ば
か
り
か
、
大

い
に
貴
重
な
も
の
と
世
間え
る
。

そ
の
鈎
査
結
果
と
し
て
「
設
置

台
数
の
規
模
」
と
「
景
品
メ
ダ
ル

の
処
理
状
況
」
が
あ
る
。
「
机
位
置

台
数
の
規
模
」
は
、

『
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
場
運
営
基
準
」
に

「
ひ
と
つ

の
ゲ

l
ム
場
に
設
置
す
る
ゲ

l
ム

機
な
ど
の
最
低
規
模
を
二
十
台
と

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
対

応
し
て
い
る
。
十
分
な
管
理
を
し

て
い
く
に
は
二
十
台
未
満
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
こ
三
年
間
の
推
移
を
表

に
ま
と
め
た
が
、
な
ん
と
全
体
の

三
分
の
こ
が
二
十
台
ま
で
の
設
置

台
数
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字

は
変
化
が
な
い
。

小
規
模
な
台
数

で
は
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
や

す
く
、
従
っ
て
犯
罪
化
に
結
び
つ

(警祭庁調べ)設置台数規模別営業所数

計50台以上41-50台31-40台21-30台10-20台10台米満

54年
10月 2，1 6 0 8 2 6 9 146 413 724 726 営

2，1 8 0 113 83 161 364 787 672 
55年
10月

語E

56年
10月

所

1，9 7 7 106 7 5 152 338 732 574 
数• ' 

(望書祭庁調ぺ)

778 

2，1 6 0 

2，1 8 0 

1，9 7 7 

計その他

539 

4 34 

400 

預り券発行

467 

60 8 

589 

景品メダル等の処理状況

サイン方式

240 

342 

210 

返納文は

廃繁

812 

898 

54年
10月

55年
10月

56年
10月

営

業

所

教

き
や
す
い
の
で
、
適
正
規
模
以
上

に
す
る
よ
う
に
と
指
導
す
る
務
祭

庁
の
声
は
届
い
て
い
な
い
の
だ
ろ

、
フ
カ
。も
う
ひ
と
つ
の
「
景
品
メ
ダ
ル

の
処
理
状
況
」
は

『
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
場
運
営
基
準
」
の
「
取
得
メ
ダ

ル
に
対
し
て
預
り
券
は
発
行
し
て

は
な
ら
な
い
」
に
対
応
し
て
い

る。

メ
ダ
ル
自
体
は
金
品
と
交
換
し
や

す
い
(
す
れ
ば
賭
博
罪
)
が
、
こ

れ
を
預
り
券
の
形
に
し
て
も
金
目
聞

に
交
換
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
点
を
調
査
す
る
も
の
。
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
メ
ダ
ル
に
相
当

す
る
得
点
(
い
わ
ゆ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
)
を
金
目
聞
に
換
え
る
こ
と
も
賭

博
務
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
「
返
納
又
は
廃
棄
」
が
殺

も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
約
四

O
%
穏
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
逆
に
問
題
の

「預
り
券

発
行
」
や
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
『
そ

の
他
」
を
合
わ
せ
る
と
、
年
ご
と

に
増
え
五
十
六
年
で
は
五

O
%と

な
っ
た
。
メ
ダ
ル
や
預
り
券
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
、
こ
れ
ら
の
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
場
は
換
金
し
た
り
し
て
い

な
い
と
思
う
が
、
早
急
に
改
笹
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

晶g量m iI 
忌PヲヲE
，
 

-ダブルアップゲームができる

ロイヤルマージャン

マ95ー1836(日本物産)
-魅力あるネキストゲームっき

コンチネンタルポーカー

マ95-1775(大平技研)• 、，

-技術の粋を集めた名機

ビッグショット2

.TVブラックジャック
ロイヤルカード
マ'95-1999(日本物産)

.カラーポーカーの決定版

ゴールデンポーカー
マ95-1878(ポナンザ)

.TVおいちよかぶ
ゴールデンナイン

マ95-1840(グリーン電子}

マ91-11722(高砂電器)メダルゲーム機内設置運営につきましては「〆ダルゲーム犠運営iMi$Jを守ってご使用下さい.

T'elex 
5267710 VEND ...lP...l 
ft(03)553・8293向

大阪市浪速区恵美須西3・3・36
ft (06)643・3857(大代表)
東京支広東京都中央区新)111・18・7

沖縄支后
沖縄ベンドジャパ}ン/沖縄県宜野湾市大山436ft(09889)7・3333

岡崎・・• 株式
会社• 

司・
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6場面でス トーリ ー展開

童話をTV化
「ジャックと豆の木」

虫
や
動
物
に
投
げ
て
当
た
れ

ば
得
点
(
取
っ
た
笑
は
保
有

で
き
後
の
場
面
で
も
使
用
可

能
)
。
上
部
に
渚
く
と
第
二

場
前
に
な
り
、
上
部
の
減
へ

続
く
豆
の
木
を
斜
め
に
笠
っ

て
い
く
。
輸
出
三
場
ド
仰
は
織
の

こ
れ
は
同
社
が
野
附
貿
易

紛
か
ら
国
内
に
お
け
る
独
占

販
売
機
を
得
た
も
の
で
、
童

話
の
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
ゲ

ー
ム
内
容
は

J
Y
ヤ
γ
ク
"

が
認
め
木
を
登
り
・
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト

(
L
〈
捕
拘
)
・
の
い
る

減
へ
行
き
安
物
を
持
っ
て
帰

る
と
い
う
も
の
で
、
根
必
と

同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
っ
て

側
新
日
本
企
嗣
(
本
社
大
い
る
。

阪
、
川
崎
英
士
同
社
長
)
か
ら
全
部
で
四
場
面
あ
り
、
第

T

V
ゲ
l
ム
機

「
ジ
ヤ

ツ
ク
一
一
場
而
は
商
面
下
部
か
ら
上

と
一
豆
の
木
」
が
発
売
さ
れ
る
部
に
伸
び
た
大
き
な
一
旦
の
木
山
山
生
時
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

予
定
に
な
っ
て
い
る
。
を
登
る
。
途
中
の
実
を
取
り
(
天
体
図
)
を
即
時
に
作
成
、

女

性

が

話

し

か

け

る

情
盟
か
に
し
ゃ
べ
る
女
性
の

制
酬
が
叫
映
し
出
さ
れ
声
が
山
山
る
-

K
H
い
の
内
符
は
愛
情
速
、

A
杭

巡
な
ど
を
含
め
た
全
般
的
な

巡
勢
。
耐
酬
と
奥
行
は
と
も
に

七
十
五
円
三
内
さ
首
九
ト
勺
・

定
価
七
卜
八
万
円
.

新日本から

シ
グ
マ

「
星
占
い
の
館
」

旬、句、

‘、
入
口
で
、
途
中
数
カ
所
が
抜

け
た
階
段
を
ジ
ャ
ン
プ
(
ボ

タ
ン
操
作
)
し
な
が
ら
登
る
。

第
四
場
面
は
階
層
状
画
一
山
で

一
ニ
ヵ
所
の
急
な
階
段
を
笠
り
、

眠
っ
て
い
る
大
出
向
の
そ
ば
に

あ
る
令
の
ね
、
賞
金
、
ハ
ー

プ
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
持
ち

帰
る
.
途
中
で
滋
ち
て
く
る

金
の
卵
を
受
取
る
と
制
点
・

こ
う
し
て
最
後
に
お
縦
綴
を

連
れ
帰
る
と
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
と
な
る
。
各
場
面
を
ク
リ

ア
す
る
ご
と
に
ボ
ー
ナ
ス
得

点
が
加
算
1

足
を
踏
み
は
ず

し
て
落
ち
る
と
、
ジ
ャ
ッ
ク

が
一
人
ア
ウ
ト
に
な
る
。

発
売
時
期
、
定
価
と
も
に

未
定
。

担~ヲク t .ll由寧

の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

パ
ソ
コ
ン
占
い
機

カ
ナ
文
字
の
プ
リ
ン
タ
ー
っ
き

V 
T 
R 
で
占
雲い

明
昌
製
「
ク
リ
ス
タ
ル
占
い
」

で、

V
T

R
に
よ
り
表

• ... 

チャンピオンレベルの
ハイフローなゲーム

解
説
し
平
易
な
解
説
文
に
す

る
，
ア
ス
ト
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

・
シ
ス
テ
ム
M

に
よ

リ
「
星
占
い
の
館
』
を
運
営

し
て
い

る
側
シ
グ
マ

(本
社

東
点
、
真
鍋
勝
紀
社
長
)
か

ら
、
同
シ
ス
テ
ム
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
保
則
し
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
占
い
臨
時
「

S
A
C
s
-
川
」

が
発
売
さ
れ
て
い
る
・

こ
れ
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
な
る
も
の

で
、
係
員
が
必
要
だ
が
、
操

作
は
T
V
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

さ
れ
る
指
示
通
リ
に
デ
ー
タ

(
生
年
月
日
、
性
別
な
ど
)

を
入
力
す
れ
ば
よ
い
の
で
至

っ
て
筒

m・

占
い
は
悶
碕
帽
酬
で
、
①
-
一

人
の
「
相
性
占
い
』
、
②
仕

供
、
愛
情
、
性
肺
情
な
ど
の
総

合
的
な
「
人
生
占
い
」
‘
@

向
こ
、
ヲ
二
年
の
遼
勢
」
(
こ

の一一

-mは
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に

よ
る
)
、
@
感
情
の
バ
イ
オ

リ
ズ
ム
に
よ
る
二
人
の
向
こ

う

一
ヵ
月
間
の
『
相
性
診
断
」

が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
占
う
穏

類
に
よ
り
色
の
異
な
る
紙
(
B

5
版
)
を
あ
ら
か
じ
め
機
械

に
入
れ
て
わ
ね
く
と
、
デ
ー
タ

入
力
後
カ
ナ
文
字
に
て
結
栄

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
似
て
く

・
令
。
定
価
は
本
体
と
占
い
-
純

類
と
の
セ
ッ
ト
で
百
八
十
九

万
円

(占
い
一
種
類
の
ソ
フ

ト
価
絡
三
十
万
円
)
@

大
阪
テ
ン
ト
の
エ
ア

i
ク
ッ
シ
ョ
ン
で

官
聞
き
七

・
五
メ
ー
ト
ル
と
大
型

側
大
阪
テ
ン
ト
製
の
エ
ア

ー
ア
ク
シ

ョ
ン
遊
具
『

ハ
ロ

クリスタル占い

• • 

~~⑥e8)~~~~~~~~ 
プロビリヤード〉

ロフヱッショナルな
ゲームに醇いしれ，~

..-1-JV 
i ~/ 
v/  j中綱同士、

チマ コンピユータを
' 相手に気震に銚絞

BALLOON 
パイオニア・バルーン

~ 

フオートハリケーンコングバッカスパイオニア

D(0729)65-0 5 3 3 
官 (03) 866-6 1 7 5 
D (092、471-8612-3
D (01752)2-7  780  

SNKザーピス
東京支庖
綱同曾圏鱗

膏轟賞鍵鱗
四町抑制Bーーーー
言語新日本企画

〒530大阪南北区画天満6丁目1・2号
千代図ピル別館5IIi

TEl...(06)お5-6621(代}

TELEX 5236785 SNKCO J 

ハローピノキオ

ー
ピ
ノ
キ
オ
」
が
、
川
祉
の

総
発
売
元
で
あ
る
仰
ダ
ッ
ク

マ
ン

(本
社
大
阪
、
友
永
洋

一
郎
社
長
}
か
ら
発
売
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
同
社
.
エ
ア
l
ジ

ャ
ン
ボ
ン

・
シ
リ
ー
ズ
・
の

新
製
品
で
ピ
ノ
キ
オ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
た
も
の
.

州
チ
を
か
ぶ
っ
た
ピ
ノ
キ
オ

が
刈
手
を
上
げ
た
形
に
な
っ

て
い
る
。
必
後
六
H

断
、
お
き

七

・
.
点
灯
、
市生
只
岨
.
卜
名
.

定
価
一一
・6
万
円
.

SAcs.m 

~ 。~[l:aLIDC![pJ

①4列、どれでも好きな所にBet
Lて下さい。

②1ケ所、 50点まで自制できます。
③配当率は60%半固定で、兜全自
動制御

⑥最高の配当(;t1ケ所50点Betの
200倦の勝負、無制限です。
⑤カードに，JOKER(、JACKPOT)
が乗れば、配当iま5僧で通常は

マ95ー1840 2倍です。
メダルゲ-1.機の並置遺書Eにつき車Lτl:rメダルゲーム喝遺官基準，.守勺τご使用下さい.

レジャーシステム

日東Iレクト口二クス(劇
〒577寮穴阪市長周東1T1356 ft(06)788-885切司

NITTO ELECTRONICS 卜56N.，.t.hig.shi.Higashiosaka， 577 

トE

おいちょ・かぶ

ジナル・パー

いたずらされると

オリ

新発売
UP 

.ベイアウトなし(クレジットのみ)

.倍率(2-10ω)は毎図画面に褒示・t回..，0敏ぷんのBETON 
・ダブルアップ(大小ゲーム}は膝っτいる
かぎり連続して鏡臓できます

・クレジットへのレート切嘗遺書置付

明
日
口
特
鎌
産
業
側
製
占
い

四一

機
「
ク
リ
ス
タ
ル
占
い
L

が

1
一
同
社
と
間
関
岡
本
製
作
所
(
本

崎
一

一
社
大
阪
、
岡
本
明
三
郎
判
官
長
)

引一

か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
。

2
-
こ
れ
は
硬
貨
投
入
後
、
悠

崎一

面
前
の
遂
明
ポ
|
ル
に
問
手

引
一
を
の
せ
る
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
女
性
の
戸
で
運
勢
が

A
わ

れ
る
も
の
.
加
揖
耐
の
女
性
の

制
酬
姐
附
分
が
T
V
モ
ニ
タ
ー
(十

DOUBLE 
ヨー~宅12;."自民四割田

マ95-1878

TVポーカー、ゴールデンポーカー

を股ったボナンザガその実績をふま

えてポーカーファンに贈る飯高級昂

セブンカード

.~'ifJ竜EZEEEe 調j-ft--

画面がきれる
• ‘' 育今ま でどうりゴールデン9も発売しておリます

廊崎陣明主ニ;1B。g ド.コインボー
特徴

・従来のクレジット基板のソケットに

Z華し答え可能 (1コイン 1プレイか
ら4コイン1プレイまで切り換え可

能)

・ ブザーもオプションで12V用、 100V
周が使用できる

-R新発
売

四

(1oovJij) ブザースイッチングレギューレーター
好評発売中持価￥6，5∞-

W95・1999

W95-1878ボナンザ製

ダイアモンド・ポーカーのミ=・ボーイもあります

株式会社クマ産句、、 援修理・敬遠に際Vti1電気用品取縄法を温守1..11..Jう

大阪府東大阪市高井田本通5・2

fiO 6 783 6362¥ '.・f塑明l宅璽• • 
丁Eし(06)354 -022刻。大阪市都島区東野田町4・4・3
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探
偵
に
つ
い
て

(
M
)
 

な
が
い
間
務
泉
社
へ
は
行

つ
て
な
か
っ
た
。
久
し
ぶ
り

に
み
る
脊
泉
社
は
す
っ
か
り

同
一変
貌
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

剛
一古
び
た
雨
漏
り
が
す
る
モ
ル

剣
一
タ
ル
建
築
か
ら
指
摘
酒
な
鉄
筋

訓
一
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
変
っ
て

第
一
い
る
。
な
が
い
問
こ
の
本
慶

一
に
は
釆
な
か
っ
た
も
の
だ
な

一と
探
偵
は
多
忙
だ
っ
た
回
目

-を
お
も
う
。

一

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い

一
る
吉
川
さ
ん
の
描
酬
が
ま
す
ま

一す
よ
く
な
っ
て
い
て
簸
く
、

-
こ
の
人
は
限
り
な
く
護
者
の

一域
に
近
ず
い
て
行
く
人
で
あ

一
る
か
の
よ
う
だ
。
私
に
は
到

-底
あ
あ
は
な
れ
そ
う
に
も
な

'

一
い
と
島
本
浮
介
は
参
っ
て
し

、
，
一
ま弓ノ。

ノ
一

最
初
、
粒
来
哲
蔵
の

〈
う

:
一
ず
く
ま
る
陰
影
の
た
め
の
習

守
一
作
}
を
手
に
と
っ
て
み
る
。

'A-
1
-何
れ
に
せ
よ
う
ず
く
ま

」一
る
と
い
う
形
態
を
と
る
に
は

一一

一
つ
の
自
己
認
容
が
必
要
H
~

ぷ
一
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
う
ず
く

，r
」
ま
り
か
が
み
こ
む
と
い
っ
た

一形
態
の
意
味
を
そ
の
こ
と
で

一特
徴
あ
ら
し
め
る
も
の
で
は

一な
い
が
、
要
す
る
に
-
つ
の

一形
態
は

一
つ
の
認
容
を
も
っ

一も
の
だ
と
い
う
至
極
単
純
な

-言
い
ま
わ
し
に
い
い
か
え
て

一も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
認

号

一容
す
る
こ
と
は
、
認
容
し
な

o一
い
と
い
う
最
も
倍
倣
な
姿
勢

日
一
か
ら
よ
り
も
ほ
ん
の
少
々
低

第
一
頭
を
強
い
ら
れ
る
か
ら
、
当

一然
う
ず
く
ま
る
に
し
ろ
か
が

回
一
み
こ
む
に
し
ろ
、
そ
れ
は
原

1
一形
が
予
め
所
有
し
て
い
る
原

市
一
寸
法
よ
り
い
く
ら
か
は
寸
づ

ιど
ま
り
と
な
ら
ざ
る
を
待
ず
、

2
一そ
れ
放
に
自
ず
と
形
態
そ
の

ゆ一
も
の
も
侮
苗
脱
さ
れ
た
犬
の
形

十一
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
総

一容
す
る
、
さ
れ
る
と
い
う
手

一統
き
の
よ
で
多
少
の
行
き
ち

園、
が
い
が
あ
っ
で
、
う
ず
く
ま
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、

っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
か
が

み
こ
ん
だ
ま
ま
で
、
も
は
や

原
形
の
原
寸
法
に
戻
ろ
う
と

す
る
意
志
を
さ
え
放
饗
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
形
態
を
み

る
こ
と
も
あ
る
が
そ
れ
は
特

殊
な
例
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う

う
ず
く
ま
る
ー
ー
と
い
う
語

の
嬰
求
す
る
形
状
は
、
ま
ず

原
型
の
所
有
し
て
い
た
は
ず

の
原
寸
法
よ
り
、
そ
れ
は
低

ヲ"s}

連載小説引3)
い
か
あ
る
い
は
小
さ
い
か
、

と
い
う
諮
で
飾
ら
れ
る
べ
き

精
神
の
萎
縮
の
あ
ら
わ
れ
を

顕
示
し
て
い
る
。

い
や
、
奮

い
か
え
て
み
よ
う
。
あ
る
磁

の
精
神
の
萎
紛
は
、
そ
の
精

神
の
夜
り
ょ
う
を
示
す

一
つ

の
認
容
を
曾
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
既
に
低
次
に
堕
ち
て
い
る

だ
か
ら
、
う
ず
く
ま
る
ー
ー

な
る
形
態
は
、
い
つ
も
う
ず

く
ま
ら
な
い
|
|
う
ず
く
ま

ら
ざ
る
姿
勢
を
内
包
し
つ
つ

う
ず
く
ま
り
、
そ
れ
の
可
逆

性
を
含
ん
だ
熱
い
思
い
で
身

を
、沈
め
る
と
い
う
存
在
の
他

者
怯
を
併
せ
持
つ
だ
ろ
う
。

し
て
み
る
と
、
う
ず
く
ま
る

こ
と
で
う
ず
く
ま
ら
ず
、
逆

に
そ
の
姿
勢
を
受
容
す
る
こ

と
で
原
形
と
原
寸
法
に
ま
さ

る
優
位
を
獲
得
し
、
あ
わ
よ

く
ば
原
形
を
越
え
て
更
に
す
向

く
飛
朔
し
よ
う
と
す
る
も
の

は
、
う
ず
く
ま
る
こ
と
が
必

須
の
条
件
と
で
も
昔
一一同
い
得
る

だ
ろ
う
か
・-----
|

|

《
足
の
生
態
学
》
鈴
木
忠

い
て
は
、
太
腿
の
前
面
の
方

は
、
自
然
に
腹
部
に
触
接
す

る
よ
う
に
な
る
。

非
常
に
具
体
的
に
し
ゃ
が

む
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て

い
づ
也
。
う
ず
く
ま
る
と
い
う
こ
と

は
身
体
を
ま
る
く
し
て
し
ゃ

が
む
こ
と
で
あ
る
か
ら
入
沢

逮
吉
の
説
明
に
棋
垂
れ
て
背

中
を
丸
く
し
て
い
る
像
を
加

え
れ
ば
充
分
で
あ
ろ
う
。
背

中
を
丸
く
す
れ
ば
当
然
胸
部

と
両
方
の
勝
一
線
の
接
触
は
勤

崎
叫
鋸
と
い
う
姿
勢
が
よ
く
と

ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
住
宅
の

m造
と
関
述
さ
せ
て
あ
げ
て

い
る
。
相
撲
で
も
お
な
じ
み
の
姿

勢
だ
が
し
き
り
に
は
い
る
場

合
一
瞬
う
ず
く
ま
る
よ
う
な

姿
勢
か
ら
し
ゃ
が
心
姿
勢
に

移
り
し
ゃ
き
っ
と
背
筋
を
伸

し
抑
制
手
の
方
を
み
て
い
る
。

西
洋
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
し

ゃ
が
む
と
い
う
姿
勢
は
珍
し

い
の
だ
が
野
峨
の
捕
手
だ
け

は
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。健吉

怠

・
磯
崎
新

・
泌
総
康
也

・

山
口
晶
男
ー
ー
で
は
入
沢
逮

吉
『
日
本
山
ゆ
湿
り
方
に
就

い
で
』
か
ら
跨
む
の
説
明
を

引
い
て
い
た
。
俗
に
い
う
隙

む
と
い
う
坐
伎
で
、
こ
れ
は

膝
は
折
り
ま
す
け
れ
ど
、
両

方
の
膝
一
線
は
胸
の
と
こ
に
き

て
、
太
腿
の
後
側
と
下
卵
胞
の

勝
間
帽
の
と
こ
ろ
が
相
接
触
す

b
b
と

る
。
そ
う
し
で
践
と
足
の
燃

と
は
、
と
も
に
平
に
床
に
着

い
て
い
る
坐
り
方
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
姿
勢
に
お

-ー

く
な
り
紅
門
の
筋
肉
は
や
や

そ
の
緊
張
を
緩
や
か
に
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

{
足
の
生
態
学
》
で
は
か

つ
で
の
日
本
に
お
け
る
主
婦

の
土
問
に
お
け
る
基
本
的
な

姿
勢
は
カ
マ
ド
の
前
に
う
ず

く
ま
る
鯵
拐
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。

西
洋
の
生
活
で
は
立
つ
と

腰
か
け
る
と
い
う
姿
勢
が
寝

る
時
以
外
に
は
と
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、

8
本
で
は
座
る

の
と
立
つ
の
と
の
中
間
墳
で

• • 

和佐

う
ら
若
い
女
性
が
全
線
で

し
ゃ
が
ん
で
い
る
写
真
は
〈プ

レ
イ
ボ
ー
イ
〉
な
ど
を
通
じ

て
西
洋
か
ら
日
本
に
入
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

相
念
久
人
が

《都
市
の
彩

都
市
の
普
》
で
ふ
れ
て
い
る

個
所
が
あ
る
。

ー
ー
ポ
ル
ノ
写
真
の
基
本

的
(
?
)
パ
タ
ー
ン
の
ひ
と

つ
に
、
ビ
ー
バ
ー

-
シ
ョ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
女
が
肢

を
パ

γ
と
ひ
ろ
げ
て
い
る
ポ

ー
ズ
が
そ
れ
で
、
そ
の
毛
深

さ
が
ビ
ー
バ

ー
を
巡
恕
さ
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
つ
け
ら
れ

た
呼
び
名
ら
し
い
。
、
ず
ば
り

セ
ッ
ク
ス
を
さ
ら
け
出
し
て

い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
た

し
か
に
挑
発
的
な
シ
ョ
ッ
ト

に
は
途
い
な
い
が
ー
ー
だ
か

ら
好
き
は
好
き
な
の
だ
け
ど

そ
れ
を
は
た
し
て
エ
ロ
テ
ィ

ッ
ク
な
ポ
ー
ズ
と
呼
び
う
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
ち
ょ
っ
と
首
を
ひ
ね

ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
気

も
す
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
禁

忌
と
か
か
わ
る
欲
求
を
、
そ

れ
を
内
に
秘
め
て
い
ま
す
と

強
制
刷
す
る
こ
と
で
逆
に
に
お

い
立
た
せ
る
エ

ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
対
象

を
直
接
闘
に
触
れ
る
よ
う
な

か
た
ち
で
表
面
に
浮
か
び
上

ら
せ
で
し
ま
う
と
こ
ろ
が
、

い
か
に
も
現
代
ら
し
い
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
あ
り
方

だ
と
い
う
見
方
も
な
り
た
つ

除
米
の
ビ
ー
バ
ー

・
シ
ョ

ッ
ト
で
は
騒
が
桜
・
伎
に
高
い

ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
は
い
た
女
性

が
背
筋
を
し
ゃ
き
っ
と
伸
し

て
腕
む
よ
う
な
服
差
し
で
カ

メ
ラ
に
挑
ん
で
い
る
の
だ
が

日
本
の
場
合
に
は
う
ず
く
ま

る
よ
う
な
姿
勢
が
多
く
服
は

閉
じ
た
り
拙
附
い
た
り
項
垂
れ

た
り
し
て
泰
西
の
女
性
が
自

分
の
ビ
ー
バ
ー
の
商
品
価
値

が
高
い
の
を
誇
り
を
も
っ
て

聞
い
て
い
る
の
に
対
し
て
何

か
暗
い
界
惑
を
犯
し
て
い
る

風
情
の
顔
貌
が
多
い
。
文
化

の
ち
が
い
で
あ
ろ
う
。

昨
日
逢
っ
た
雄
介
の
全
体

か
ら
か
も
し
出
さ
れ
て
い
る

雰
囲
気
は
ま
さ
に
絡
ま
っ
て

い
る
と
い
う
形
容
が
ぴ
っ
た

り
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

あ
の
姿
勢
か
ら
世
間
的
逆
一
日

た
ら
ず
で
立
ち
直
れ
る
は
ず

も
な
い
の
に
あ
い
つ
は
ど
う

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

“デコ・マレチ"を使えばあなたの
TV:ゲーム機も『カセットシステム』

に変身します.グ

巷の占い師もピツ
簡単に生年月日をポ
通常のゲーム機に
いインカムが得られま

GSK-70IS型

実用新案出願中

::;-I~!!Tー産藁鎗武金笹
本竜土 愛知県尾張旭市大歯車町2-7・13 旭ピル
〒488TEL052(775)5257 

製造元株式会社五味製T官房

g-Zヌ~一種売揖賞金笹
本社 東京範千代田区外神田 2-10-11 

干101TEL03(253) 7035 
積良県相E原市見瀬町2207
〒634TEL町村2(7)1390

大型金庫粋はアメリカでは常識

三和銀行橿原支庖

当座306737 

振込先

大阪嘗察所
奈良県極原市幽川田00iliII.

fi 07442 3 I 1 3 491・有限会社芝エンジニアリング目‘ 
• 

-防犯性能向上、キー滑に秘密があります。

ピッキングは非常に困難となりました。

.従来の丸かぎと寸法が同じの為、交換が可能

・材質は賞錫を使用、耐蝕性・耐摩耗性に優れている。

〈他のユーザーへは同じコードを出荷しない特定番号での注文をお受けいたします〉

ックロい七GSK 

巨亙翌巴

iz恕忽度諮問才反日555j
テーブルキャビネット アップライトキャビネット

(デラックスタイ

(各I~ーツは最高級品を使用)

ギャラガタイプ操作パネル

• 
_， |キット|

業界の常識が今変る.グ

テコ • 

アナタの棋力は?級?段?
コンビューターが判定します。
出題・監修日本棋院棋士佐森幹雄

電話(03)988-2571附
電話 (052)762-5222 
電話 (092)474-0120

本 社:干171東京都建島区南 池袋 3-9 -5 
名古屋営鰻所:千464名古屋市千穆区審問通り 6-28 
領周営集所 .干816福岡市博多区東光寺町1-2-2前回ピル
DATAEAST lNC SANTACLARA CA95050 U. S. A. 
練式会社デコ・札幌 〒064札幌市中央区南=十一条西+二丁目879岨 15ft(011)562-2415附

豊かさを演出する、電子技術の

.r.::uヨト壁コー|I 二ト. ~



ザームマシンゲームマシン

， 

(30) <11三続郵便物認可第182号1982年2月1日

.. • 英文版業界ニュース

園祭IlI~tf~I~fIf@ffim}U{i!{;/i>
“Lock'n Chase" itself to “Space-
man" and also its characters appearing 
on the screen， all the three games were 
the same as those of Dala East 
On November 27 last year， Data 
East applied for a preliminary injunc-
tion to prohibit the sales of copied PC 
boards， and in the subsequent 7 
rounds of inquisitorial examination 
(something Iike public trial) NiJlOn 
Game has continued to refute or 
oppose 10 the complaints of Data 

East. After these disputes the court 
made a p同liminaryinjunction to the 
following effect: -Nihon Game must 
not sell ROM board used to display 
images of“Astro Fantasyぺ“Space-
man" and “PrO GoW' on the video 
screen， and also must not selJ hard PC 
boards used together with them 
Through the inquisitorial examina-
tions that led to .the prelimiJ1ary iJ1-
junction， the judge actually compared 
aJ1d checked the video games and theil 
PC boards in question over and over 
again. 80， it may be said that he pro-
cecded with his examinations based on 
fact-findings. Thus， although he did 
not explain the reason for the prelimi-
nary injunction， his judgement is high-
Iy recognized since his opil甘onsIII 
light of the copyright law are apparent 
on the foUowing three points: 

(1) Tn the case of video game devel-
oped as a deco cassette system， even 
when there is partial difference in soft， 
if the soft remains basically the same， 
the product in suspicion is regarded as 
a copied product， thereby authorizing 
the game ori釦nality.Tlus means that， 
even when there is difference in hard， 
if game -soft is similar， the suspected 
game can be regarded as a copied pro-
duct whose sales can be prohibited 
(2) Even when it is an ROM board 
that fixes the soft - not cassette 
tape -the ROM board was recognized 
to be the same as cassette tape in func-
tion. 
(3) Side by side with 
copied soft， the sales 
boards used unitedly 
were also prohibited . 

.JAMMA  Conlerence 
、

Protec目。nOn  
Video Games May Be Authorized "Registration Of The First Publication" On 

rush and any other troubles， an organ 
be set up within the JAMMA， so that 
applications for registration are ac-
cepted smoothly. Responding 10 this 
proposal， the other member companies 
decided to examine the proposal. 
Additionally， Data East， Konami， 
Namco， Sega and Taito reported in 
detail their counlermeasures against 
rampant copiers， incJuding civil ac-
tions. 8hrenzel， vice-president of Sega， 
among others， stressed that copied 
products from Japan are causing 
serious problems overseas. Ryerson， 
advising lawyer， explained in detail 
judgements or decisions for eJimina-
tion of copying， referring to the pre-
sent status of countersteps against 
copying from all international point 
of view 

tion" in principle. In fact， almost no 
items are registered目 VVhenproceeding 
with a copyright sue， however， the 
suiter can bring a lllore powerful ac-
tion unless disproved， if he has com-
pleted“registra tion of the first pu bli-
cation of works"加 advance.See the 
Oct. I S， 1981 issue of Game Machine 
for reference.) 
According to Sega， the Copyright 
Section of the Agency for Cultural 
Affairs which is responsible for such 
registration intcnds to treat video 
games as an object of copyright， but 
this intention is not known to the 
public. In view of expected increases 
of sinular applications for registration， 
Sega proposed that， in an effort to 
prevent the Agency's Copyright Sec-
tion from confusing due to application 

。fthe 
wiJl be 
video 

CasseHe System Was Protected 
By Copyright Law 

Deco 

Injunction ProhゐitingSales Of Copied Game Soft & Hard PC 8伺 rd

the sales of 
of hard PC 
with the soft 

1I1g. 
Data East's deco cassette system 
consists of cassette tape on which 
video soft is fixed and hard PC board 
that accepts the t.ape. The main unit 
is equipped with a control paneJ， 
monitor， etc. that can meet any game 
soft. According 10 the complaint， 
Nihon Game has sold a hard PC board 
copying Data East's hard PC board for 
deco cassette system， and a ROM 
board copying“Pro Golf" and two 
other games of Data East that cor-
responds to cassette tape. AI though 
Nihon Game changed the name 

WETHINK 

LEISURETRON 
INDUSTRIES CO.， L TD. 

厳重~~DmpUTEAUiBs 
Ohtake Bldg. No. 26.30，2吋chome，
Miyasaka， $etagaya.ku， TOkyO 
Tel: (03) 425.0844 
Telex: 2427Q03 LETRON J 
Cable: LEITRON TOKYO 

Law 

• We supply high.quality 
∞ndUCIO( chips， Power $upply， 
and PCB for GAMEs， Ctc. 

• We supply C，K.D， Ki旬。 (Completed
• With cxpandcd cxtensivc engincering expe判明日，we can 
assiSl you in solving and k川do( problem with applica. 
l;on and 50ft program development. 
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On May 14， the Tokyo District 
Court sentenced Nihon Game Com-
pany of J apan， which had sold PC 
boards by copying Data East's deco 
cassette system， to a preliminary in-
junction prohibiting its sales of copied 
PC boards目 Thedeco cassette system 
can replac.e game soft. By the current 
district court decision， it has become 
pOssible to eliminate copied products 
concerning video games whose game 
can be replaced simply by日placinga 
game cassette. Japan's video game 
trade， which is suffering from inunda-
tion of copying， has secured anothel 
footing for elimination of copying 
This is an obvious step forward to-
wards complete elimination. 
According to the Copyright 
and the Unfair Competition Preven-
tion Law， Data East brought an action 
against Nihon Game， etc. on the 
ground tha t they were selling copied 
deco caぉettesystem and copied PC 
boards of NiJlO日 Game's video games 
for the syst町n，comprising“Astro 
Fantasyぺ“Lock'nChase" and “Pro 
Golf引， and filed an application 
with the TOkyo District Court for a 
preliminary injunction asking for pro・
lubition of sales of copied PC boards 
by Nihon Game， etc. 1n response to 
this， on May 14， the district court 
made decision on the preliminary in・
junction totally in support of Data 
East's assertion. 
The current decision on the prelinu-
nary injunction has become Japan's 
first precedent concerning the elimina-
tion of copying of cassette type video 
game. Moreover， although the reason 
for the decision was not shown， the 
court suggested an opinion based on 
the copyright law， and the current 
decision is believed to be epoch-mak-

lt is likely that “registration 
first publication of works" 
legally authorized for new 
games. In connection with this， a con-
fercnce was held on May 14 at 
Kasumigaseki， Tokyo， in order to dis-
cuss steps to elinunate copying， with 
17 leading Japanese video game manu・
facturers in attendance. They enthusi-
astically exchanged views and opinions 
about their own steps to eleminate 
copyll1g. 
ln response to Hayao Nakayama， 
chairman of the “Commiltee concern-
ing the Legal Protection of Video 
Games" of the JAMMA， 40 persons 
from the 17 manufacturers attended 
the conference. In lhe beginning， the 
circumstances since the inauguration 
of the committee Jast year were re-
ported. Tn the progress report， chair-
man Nakayama stated“Although it is 
becomulg commonly accepted that， at 
least in Japan， copying is harmful to 
the trade， the fact is that 80% of the 
domestic video game ll1arket陀m剖ns
invaded by copied products. This， 1 
think， is sh剖nefulnot merely domes-
tically but also internationaJly 
Thinking that copy吋ghtof video 
games can be protected under the cur-
rent copyright law as something like 
filmed item， we have discussed the 
possible way for securing more power-
ful legal protection. We have also ap-
proached the Agency for Cultural 
Affairs. Though there is no court 
decision thal openly authorizes copy-
right for video games， such affirmative 
decision， 1 believe， will be made in the 
near future." 
Most recently， it was announced 
that Nishikura.， Community Relations 
manager of Sega Enterprises， obtained 
an informal notice of the Agency for 
CulturaJ Affairs to the effect that the 
Agency might treat video games as a 
copyright item. According to the an. 
nouncement， Sega applied for “reg-
istration of the first tublication of 
works" for new vide games as stipu. 
lated in the copyright law， concerning 
its video game“Zaxxon". Last year 
Sega succeeded in “registration of 
transfer"， finding a way for video 
copyright. This， however， is limited to 
registration of an item whose copy-
right has been transferred from abroad. 
ln the case of“registration of the first 
publication of worksヘhowever，copy-
right can be asserted preferentially 
unless disproved. Thus， it may be said 
to be a more powerful means. (In 
Japan， however， a non-formal system 
is employed， not requiring“registra-

• ' 
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美しい大草原を背景!こ、列車を襲うギャングを、屋板に

乗ったり、走る列車を盾lこしなガら射ぢ倒すダイゴミIa:、

プレイヤーを西部劇のヒーローl之なったような気分I~さ

せてくれます。

・レバーを使ってシ工リフを、サボテン、

に当ら主主いようにJ二手lこ操作し主主がら、
々に倒して行って下さい。

・ギャングを全部倒すとボーナスシーンと忽り、馬tJ放
り上げたコイン!こ命中させると、ボーナス得点、が2倍
に芯ります。

・シ工リフガ全部殺られるか、ギャングガ列車の屋根に

3人乗ってしまうとゲームオ-/iーとなります。

列車など

ギャングを次

山

モヨ、

.テーブル型とアップライトタイプがあります。

I _-'~-

I.lGj &z+ t主主i7.J"ゆ

• 
ボーjレをコントロール琢で上手に操作しながらゴルフのダイ

ゴミガ満喫出来ます。まだボーJレを烏がいたずらしたり，風

向きに景5寄書されたり，芝自によりフックやスライスなどの微
妙なタイミングガ楽しめる本俗的ゴルフゲームです。

-テーブルタイプがあります。
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